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第1章 :はじめに
本章では、HP Universal CMDB (UCMDB) - HP ServiceManager (SM)統合 (この文書ではUniversal
CMDB (UCMDB)統合またはUCMDB-SM統合とも呼ばれます)の概要について説明します。

本章の内容

l 「対象読者」(9ページ)

l 「統合の目的」(9ページ)

l 「UCMDB とServiceManagerの間で CI情報を同期する方法」(13ページ)

対象読者
本ガイドは、HP Universal CMDB (UCMDB)とServiceManager (SM)システムの間の接続を確立して

保守を行うシステム実装者やシステム管理者を対象としています。本ガイドでは、読者に両システムへ

の管理アクセス権があることを想定しています。本ガイドにある手順は、ServiceManagerとUCMDBの

ヘルプシステムにある情報と重複する場合がありますが、便宜上掲載してあります。

注 :本書では、UCMDB 10.20以降で利用可能になった ServiceManager拡張汎用アダプタを使

用して 2つの製品間の統合をセットアップする手順について説明します。拡張汎用アダプタを使用

しない場合は、特定のアダプタに基づいている以前のUCMDB-SM 統合ドキュメントを参照してくだ

さい。

統合の目的
HP Universal CMDB (UCMDB)とHP ServiceManagerの統合により、UCMDBシステムとService
Managerシステムの間で、構成アイテム (CI)の実際のステータスに関する情報を共有できるようになりま

す。CIには一般的に ITサービス、ハードウェア、およびソフトウェアが含まれます。ベストプラクティスの構

成管理および変更管理 ITILプロセスを実装する組織は、この統合を使用して、その組織がサポートす

ると合意した属性値をCIが実現していることを確認できます。

この統合を用いることにより、ServiceManagerの変更やインシデントのレコードを自動的に作成し、予期

しない属性値を取るCIを更新したり、ロールバックすることができます。ServiceManagerでは、CIの実

際のステータスがCIレコードで定義された予期されるステータスと一致しない場合に実行するアクションを

プログラムにより定義できます。

この統合には、CIの実際のステータス情報を表示する方法がいくつか用意されています。

l デフォルトでは、統合により、定期的な UCMDB同期スケジュール中にServiceManager CIレコード

の管理フィールドが自動的に更新されます。記また、変更やインシデントのレコードを自動的に作成
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するように統合を設定することもできます。

l ServiceManagerユーザは、CIレコードの［実際のステータス］セクションを確認することにより、CIの現

在の実際のステータスを表示できます。［実際のステータス］セクションを開くと、ServiceManagerは
UCMDBに対するWebサービス要求を行い、要求が返したすべてのCI属性を表示します。Service
ManagerがWebサービスコールを作成するのは、ユーザがこのセクションを開いた場合のみです。

l ServiceManagerユーザは［UCMDB のビュー］オプションを使用することで、UCMDBシステムにログイ

ンし、現在のCI属性をUCMDBから表示できます。ServiceManagerユーザは、UCMDBシステム

にログインするための有効な UCMDBユーザ名とパスワードを必要とします。

サポートされるユースケース
本項では、UCMDB-SM統合によってサポートされるユースケースについて説明します。サポートされる

ユースケースは、UCMDB-SM統合によって有効化されるビジネスのコアプロセスを提供します。

UCMDB-SM統合によってサポートされる 4つの主要なビジネスユースケースがあります。これらのユース

ケースを次に示します。

l 予定された変更：公式のSM変更プロセスを介して SM内に作成される変更です。

l 予定外の変更：SMで発生した、公式のSM変更プロセスに適合していない変更またはインシデン

トです。

l SMチケット情報の取得：UCMDBで SMチケット情報を表示する機能です。

l 実際のステータス：SMで UCMDB CI情報を表示する機能です。

すべてのユースケースは、ユーザが ITIL (ITインフラストラクチャライブラリ)プロセスを実行できるようにする

重要な機能を提供します。 ITILプロセスは、組織に必要な IT管理方法について定義および説明する

ベストプラクティスのセットを示します。

ITILプロセスの有効化

UCMDBからSMへのCIプッシュをアクティブにすることによって、ユーザは、インシデント、問題、変更管

理などの ITILプロセスをSMで容易に実行できるようにします。

SMは、次のモジュールで、UCMDBからプッシュされたデータを利用します。

l インシデント管理：サービスデスクオペレータ (SDエージェント )が特定のインシデントレコードの「サービ

ス」および「影響を受けるCI」を選択します。

l 問題管理：SDエージェントが特定の問題レコードの「サービス」「影響を受けるCI」および「主要 CI」
を選択します。

l 変更管理：SDエージェントが特定の変更レコードの「サービス」および「影響を受けるCI」を選択しま

す。

前述の各 ITILプロセスで、SMは、UCMDBで作成されたサービス、影響を受けるCI、主要 CIのCI
情報を利用します。

Universal CMDB統合ガイド (ServiceManager拡張汎用アダプタ使用 )
第1章 :はじめに

HP Service Manager (Service Manager 9.40、Universal CMDB 10.20 以降) 10 / 198 ページ



予定された変更の管理

「予定された変更」ユースケースの目的は、完全なレビューと分析の後に ITインフラストラクチャの変更を

導入するための公式プロセスを IT組織に提供することです。これは、 ITILで定義された「変更管理」プロ

セスに従って実行されます。

「予定された変更」は、SMユーザが、SM内の公式の「変更管理」プロセスモジュールを使用して開始し

ます。この後に、実際の変更作業が実施されます。

実際の変更は、HP DDMAなどのディスカバリツールによって検出され、その後で UCMDBで更新され

て、関連する変更がSMにプッシュされます。ユーザが、変更を検証した後に、SMで関連する予定され

た変更をクローズします。

予定外の変更の管理

「予定外の変更」ユースケースの目的は、組織の公式の承認プロセスを介して、 ITインフラストラクチャで

発生したすべての変更をログに記録し、かつ慣例化するための公式なプロセスを IT組織に提供すること

です。

「予定外の変更」は、DDMAなどのディスカバリツールによって認識される変更です。この変更は最初に

更新され、UCMDBで表示可能になってから、そのデータがSMにプッシュされます。SMが変更を認識

し、結果として「インシデント」または「変更」レコードが生成されます。

これらの変更は、SMの構成アイテムフォームの［変更待ち］セクションにも表示されます。変更は承認さ

れると、SMの「過去の変更」セクションに移動されます。

Service Managerチケット情報の取得

UCMDB内からSMチケット情報を取得する場合、すべてのHPソフトウェアアプリケーションユーザは、

UCMDBの連携機能およびサポート APIを使用して、この情報にアクセスできます。これらのアプリケー

ションには、Business ServiceManagement (BSM)、Asset Manager (AM)、Operations Orchestration
(OO)などがあります。

SMチケットデータにアクセスするには、UCMDB内からUCMDB連携機能を使用します。SMチケット

データには、インシデント、問題、変更のレコード、およびそれらの属性のキーセットが含まれています。

ユーザは、UCMDBを使用して、SMから連携されるチケットデータとUCMDBからのCI情報を組み合わ

せたレポート /ビューを作成できます。

UCMDB CIの実際のステータスの取得

「実際のステータス」の目的は、「ディスカバリツール」によって検出され、UCMDBに入力されたCIの現在

のステータスをSMユーザが把握できるようにすることです。このステータスが提供する最新情報は、SMの

コンテンツおよび範囲に表示される情報と異なる場合があります。

SMに表示されるCIの「実際のステータス」により、ユーザは、UCMDBまたは別のデータリポジトリ内に

置かれているCIの現在のステータスを確認できます。

SMユーザは、SM構成アイテムフォームのCIの実際のステータスセクションを表示することによって、

UCMDBまたは追加のデータソースからCIの実際のステータスを取得します。
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Service ManagerからUCMDB CIへのアクセス

SMユーザは、SMCIレコードの［UCMDB のビュー］ボタンをクリックして、特定のCIのコンテキストで

UCMDBユーザインタフェースを開くことができます。ユーザが［UCMDB のビュー］ボタンをクリックすると、

UCMDBのログイン画面が表示されます。ユーザがUCMDBのユーザ名とパスワードを入力すると、

UCMDBに、特定のCIのトポロジビューと、そのCIにリンクされたすべての関連 CIが表示されます。

ヒント :統合用のLightweight Single Sign-On (LW-SSO)を構成できるので、ServiceManagerWeb
クライアントユーザが、［UCMDB のビュー］ボタンをクリックした後で、UCMDBログイン画面をバイパス

できます。詳細については、「Lightweight Single Sign-On (LW-SSO)構成を有効にする方法」(97
ページ)を参照してください。

SMシステム情報レコードで UCMDBブラウザのURLが指定されている場合、このボタンは、［UCMDB
Browser で表示］ボタンに置き換わります。［UCMDB Browser で表示］ボタンをクリックすると、UCMDB
Browserのログイン画面が表示されます。UCMDB Browserのユーザ名とパスワードを入力すると、

UCMDB BrowserのユーザインタフェースにCIが表示されます。

コア機能
本項では、統合に関連する連携、プッシュ、ポピュレーション機能の基本的な概念について説明しま

す。

本項の内容

l 「プッシュ」(12ページ)

l 「連携」(13ページ)

l 「 ポピュレーション」(13ページ)

プッシュ

UCMDBは、ServiceManagerで利用可能なほとんどのタイプのCIを自動的に検出できます。この統

合を使用すると、これらのタイプのCIをUCMDBからServiceManagerにブッシュすることができます。

次の図は、UCMDBからServiceManager (SM)にどのようにデータがプッシュされるかを示しています。

データはUCMDBからSMに物理的にプッシュ (コピー)されます。データがSM内に物理的に配置される

と、このデータは、さまざまな SMプロセスでこの情報を使用するSMユーザによって利用されます。

注 : CI タイプおよび属性のプッシュ
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SMにプッシュできるのは、UCMDBに物理的に存在する情報のみです。

連携

連携機能を使用して、UCMDBはさまざまなチケット情報 (インシデント、問題、変更のチケット情報な

ど)をSMからプルします。これにより、ユーザは、UCMDBで関連するノードに接続されたチケット CI とし
てチケット情報を表示できます。

データがSMからUCMDBに連携 (反映または複製 )されるときには、データはUCMDBに物理的に存

在しません。代わりにWebサービスを介して UCMDBに渡されます。

ポピュレーション

この統合を使用して、UCMDBで自動的に検出できないタイプのCI、またはUCMDBシステムをデプロ

イする前にServiceManagerで作成されたCIのポピュレーションを行うことができます。詳細については、

「ポピュレーション機能が必要になる状況」(100ページ)を参照してください。

ポピュレーションはプッシュの逆です。次の図は、SMからUCMDBにどのようにデータがポピュレートされる

かを示しています。複数の属性を持つ 1つのSMCIレコードが複数のCIレコードとして UCMDBに転

送されます。

UCMDBとService Managerの間で CI情報を同期する
方法
本項では、UCMDBシステムとServiceManagerシステムの間で CI情報がどのように転送されるかを説

明します。

本項の内容

l 「CI情報の使用法」(14ページ)

l 「統合の上位レベルのコンポーネント」(14ページ)

l 「統合のコンポーネント間の関係」(15ページ)

l 「UCMDBに格納される情報について」(15ページ)

l 「ServiceManagerに格納される情報について」(16ページ)
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CI情報の使用法
CI情報の概念に言及するときには、UCMDB CI とServiceManager (SM) CIを明確に区別することが

重要です。UCMDBモデルは、数多くのCI タイプと関係が含まれるトポロジを表します。

UCMDBのトポロジは、ServiceManagerでは単一のエンティティとして表すことができます。UCMDBの複

数のCIおよびそれらの属性は、SMでは単一のレコードに結合され、関連するUCMDB属性は SMレ

コード内の対応する適切な属性にマップされます。

上の図は、UCMDBのトポロジモデルとコンピュータインスタンスの表現、およびSMでのそれに対応する

表現を示しています。SMのコンピュータCIは、統合を介して渡されるすべてのUCMDB情報を含んで

います。

プッシュフローでは、UCMDB トポロジビュー内のノード、 IP、インタフェース、場所、ファイルシステム、

CPU、ディスクデバイスなどの複数のCIおよびそれらの関係は、 IP、MACアドレスと場所、ファイルシステ

ム、CPU、ディスクデバイスの属性を含む単一のSMコンピュータレコードに変換されます。

ポピュレーションフローでは、逆方向に変換されます。

統合の上位レベルのコンポーネント
次の図は、統合の上位レベルのコンポーネント、およびUCMDB とServiceManagerの間のインタラクショ

ンを示しています。
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統合のコンポーネント間の関係
次の図は、UCMDBのServiceManagerアダプタのコンポーネントとそれに関連付けられているService
Managerのコンポーネントの間の関係を示しています。

ServiceManagerアダプタには構成ファイルが含まれており、この構成ファイルは、データプッシュ時に

UCMDBエンティティをServiceManager内の対応するエンティティにマップするために使用され、さらにポ

ピュレーション時にServiceManager CIをUCMDBのエンティティにマップするためにも使用されます。

この構成ファイルは、統合に関連するデータのスーパーセットを定義するUCMDBクエリを使用します。

UCMDBに格納される情報について
UCMDBシステムは、CIの実際のステータスとCI関係をCI属性として格納します。通常、UCMDBは

1つまたは複数の統合およびディスカバリメカニズム (フィーダ)を使用して、CI属性値を自動的に検出し

ます。UCMDB-SM統合では、UCMDBシステムで利用できるCI属性のサブセットのみが使用されま

す。
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詳細については、「統合のカスタマイズ」(106ページ)を参照してください。

Service Managerに格納される情報について
ServiceManagerシステムは、CIの管理ステータスや予期ステータス、およびCI関係を、CIレコード内の

属性値として格納します。統合に含めるには、UCMDBシステムのCI属性をServiceManager CIレ
コードの管理フィールドにマップする必要があります。統合を管理するServiceManagerWebサービスをカ

スタマイズすることにより、統合に含まれる管理フィールドの追加、削除、または更新を行えます。

CIの実際のステータスがCIレコードで定義されている予期されるステータスと一致しない場合、システム

はアクションを実行します。ServiceManagerは、このアクションを定義するルールのセットに従って動作し

ます。これらのルールは、ServiceManagerの検出イベントマネージャ (DEM)で定義します。次の操作を

行えます。

l 実際のステータスに一覧される属性値に一致するように、CIレコードを自動的に更新する (これがデ

フォルトの動作です)。

l 実際のステータスと管理ステータス間の差異を確認するための変更レコードを自動的に作成する。

l 実際のステータスと管理ステータス間の差異を確認するためのインシデントレコードを自動的に作成

する。
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第2章 :統合のセットアップ
本番環境で統合を実装する前に、出荷時設定の統合の構成を使用してテスト環境で統合をセット

アップできます。本章では、カスタマイズやマルチテナンシーの構成を含まない基本的な統合のセットアップ

タスクについて説明します。次のトピックについて説明します。

l 「統合の要件」(17ページ)

l 「統合の移行方法」(18ページ)

l 「統合のセットアップの概要」(28ページ)

l 「HP ServiceManagerのセットアップ」(29ページ)

l 「HP Universal CMDBのセットアップ」(31ページ)

l 「UCMDBへのServiceManager CIデータのポピュレーション」(36ページ)

l 「UCMDB CIデータのServiceManagerへのプッシュ」(40ページ)

l 「ServiceManagerチケットデータのUCMDBへの連携」(46ページ)

ヒント :本番環境での統合の実装に進む前に、以下の章で詳細情報を参照できます。

l 「マルチテナンシー (マルチカンパニー)のセットアップ」(66ページ)では、マルチテナンシーモードで統

合をセットアップする方法について説明します。

l 「標準およびベストプラクティス」(85ページ)では、統合を実装するためのベストプラクティス、および

よく寄せられる質問について説明します。

l 「統合のカスタマイズ」(106ページ)では、ビジネスニーズに合わせて統合をカスタマイズする方法に

ついて説明します。

l 「トラブルシューティング」(176ページ)では、データのプッシュとポピュレーションの問題のトラブル

シューティング方法について説明します。

統合の要件
次の表に、この統合でサポートされる製品バージョンの一覧を示します。

Service Manager UCMDB

9.40 10.20以降

サポート対象の製品バージョン
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注 : この文書では、UCMDB 10.20以降に導入された、ServiceManager拡張汎用アダプタに基づ

く統合について説明します。以前のバージョンのUCMDBを使用している場合は、代わりにXSLT
ベースのアダプタ (ServiceManager 9.xアダプタ)を使用できます。

UCMDB とServiceManagerの間の統合を確立するには、次の必須コンポーネントをセットアップする必

要があります。

l HP Universal CMDBインストール
ポピュレーション機能用のUCMDB Probeをまだインストールしていない場合は、これを追加します。

l HP ServiceManagerインストール
システム情報レコードにUCMDB URLを追加します。「UCMDB接続情報を追加する方法」(30ペー

ジ)を参照してください。

l HP Universal CMDBシステムとHP ServiceManagerシステム間のネットワーク接続

システムのインストールと設定の方法については、UCMDB とServiceManagerのマニュアルを参照してく

ださい。

統合の移行方法
UCMDBバージョン 10.20以降、機能強化されたUCMDB統合フレームワークを基にした Service
Manager拡張汎用アダプタという名前のアダプタが導入されました。この拡張されたアダプタは、Service
Manager (SM)と連携して、以前のServiceManagerAdapter9-xアダプタがサポートしていない以下の主

要な機能を追加で提供します。

l ビジュアルマッピングツール：UCMDB とSMの間のフィールドマッピングを簡単に行うためのグラフィック

ユーザインタフェースを提供するツール。以前のアダプタを使用する場合のようにXSLTマッピングファイ

ルを使用する必要はありません。このツールでも引き続き XMLエディタが提供されるので、マッピング

ファイルのコード行を直接編集することができます。

l CI タイプのカスタマイズの集中管理。詳細については、「CIの集中管理」(34ページ)を参照してくださ

い。

ビジュアルマッピングツールおよび汎用アダプタフレームワークの詳細については、Universal CMDBヘルプ

センタを参照してください。

既存のユーザがServiceManager拡張汎用アダプタを使用するには、製品システムおよび統合の構成

を移行する必要があります。移行プロセスは次のとおりです。

1. 「ServiceManagerのバージョン 9.40へのアップグレード」(19ページ)

2. 「UCMDBのバージョン 10.20へのアップグレード」(19ページ)

3. 「ServiceManagerでカスタムCI タイプ用のRESTful APIを有効にする」(19ページ)
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4. 「UCMDBでのServiceManager拡張汎用アダプタを使用した統合ポイントの再構成」(21ページ)

5. 「UCMDBでのカスタムCI タイプの構成の更新」(22ページ)

Service Managerのバージョン 9.40へのアップグレード
UCMDB-SM 統合用のServiceManager拡張汎用アダプタ (ServiceManagerEnhancedAdapter9-x)を
使用する場合は、ServiceManagerをバージョン 9.40にアップグレードする必要があります。本バージョン

では、このアダプタが機能するために必要な次の機能が導入されました。

l プッシュ、ポピュレーション、連携のためのRestful API

l デバイスタイプの取得のためのRestful API

l デバイスタイプの同期のためのRestful API

ServiceManagerをバージョン 9.40にアップグレードする方法については、ServiceManager 9.40
Installation and Upgrade Documentation Centerを参照してください。

UCMDBのバージョン 10.20へのアップグレード
ServiceManager拡張汎用アダプタ (ServiceManagerEnhancedAdapter9-x)の動作は、UCMDB 10.20
で導入された多くの新しい機能にも依存します。

UCMDBシステムをバージョン 10.20にアップグレードする方法については、『Universal CMDB 10.20デプ

ロイメントガイド』を参照してください。

注 : 1つまたは両方の製品システムをアップグレードした後も古いアダプタを使い続ける必要がある場

合は、使用する特定のアダプタに応じて以前のUCMDB-SM統合ドキュメントを参照してください。

Service ManagerでカスタムCIタイプ用のRESTful APIを有
効にする
既存のUCMDB-SM統合環境で、カスタムCI タイプを使用している場合は、ServiceManagerで各カ

スタムCI タイプの外部アクセス定義を更新して、RESTful APIを有効にする必要があります。Service
Manager拡張汎用アダプタが機能するには、ucmdbIntegration RESTful APIが必要です。

次の表は、各外部アクセス定義で更新する必要があるパラメータを示しています。

パラメータ 説明 値の例

RESTful有効 RESTful APIを有効にします (RESTful APIを有効にする

には trueに設定する必要があります)
true
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パラメータ 説明 値の例

リソースコレクション

名

リソースコレクションの一意の名前を指定します。次のような

名前の使用が推奨されます。<WS Object Name>+'s'
ucmdbATMs

リソース名 リソースの名前を指定します。次のような名前の使用が推

奨されます。<WS Object Name>
ucmdbATM

固有キー 関連する deviceテーブルの固有キー logical.name

クエリで返される最

大レコード数

1つのクエリで返されるレコードの最大数 1000

リソースコレクション

アクション - POST
リソースコレクションのPOSTポスト要求で起動されるアク

ション

作成

リソースアクション -
POST

リソースのPOST要求で起動されるアクション 作成

リソースアクション -
PUT

リソースのPUT要求で起動されるアクション 更新

リソースアクション -
DELETE

リソースのDELETE要求で起動されるアクション 削除

これらのパラメータにアクセスするには、次の手順を実行します。

1. カスタムCI タイプの外部アクセス定義を開きます。
a. ［カスタマイズ］>［Web サービス］>［Web サービス構成］をクリックして、外部アクセス定義フォー

ムを開きます。

b. ［サービス名］フィールドに、「ucmdbIntegration」と入力します。

c. ［名前］フィールドで、カスタムCI タイプのテーブルを選択します。

d. ［オブジェクト名］フィールドに、関連するWebサービスオブジェクト名を入力します。

e. ［検索］をクリックします。

2. ［RESTful］タブをクリックし、パラメータを更新します。
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例として、次の図に、ATMMachineという名前のカスタムCI タイプの外部アクセス定義を示します。

UCMDBでのService Manager拡張汎用アダプタを使用した
統合ポイントの再構成
ビジュアルマッピングツールを使用するには、UCMDB側で ServiceManager拡張汎用アダプタ

(ServiceManagerEnhancedAdapater 9.x)を有効にする必要があります。これを行うには、このアダプタを

使用するための統合ポイントを設定し、その統合ポイントをアクティブにします。詳細については、

「UCMDB内に統合ポイントを作成する方法」(31ページ)を参照してください。

このアダプタが正常に有効になったら、ビジュアルマッピングツールインタフェースを使用して、いずれかの設

定済みのマッピングファイル (「SMComputer Push 2.0.xml」など)を問題なく開くことができます。次の図

に、ビジュアルマッピングツールで「SMComputer Push 2.0.xml」ファイルを開いた画面を示します。
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ビジュアルマッピングツールの使用方法の詳細については、『Universal CMDB 9.40データ・フロー管理ガ

イド』を参照してください。

UCMDBでのカスタムCIタイプの構成の更新
UCMDB 10.20の設定済みのすべてのCI タイプの構成は、既にServiceManager拡張汎用アダプタが

基になっています。ただし、次のタスクを実行して、UCMDB内のカスタムCI タイプの構成を手動で更新

する必要があります。

タスク1.マッピングスクリプトのXSLTからXMLおよびGroovyへの変
換

古いServiceManagerアダプタは、UCMDB とSMのフィールドマッピングのためにXSLTスクリプトを使用

します。ほとんどのマッピングスクリプトは、以下の表に示す一般的な 4つのマッピングシナリオ用に開発さ

れました。

シナリオ メモ

1対 1のフィールドマッピング l 一方の側の1つのフィールドが他方の側の1つのフィールドに

マッピングされます。

l 値はUCMDB とSMの間で直接同期されます (値の変換は

実行されません)。
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シナリオ メモ

1対多のフィールドマッピング l 一方の側の1つのフィールドが他方の側の多くのフィールドに

マッピングされます。

l 1つのフィールドの値は、多くのフィールドを基にして計算されま

す。

多対多のフィールドマッピング l 複数のフィールドが関連するCI タイプの子 CI タイプとして定義

されます。

l 1つのレコードに複数の子インスタンスがあります。

値の変換 l 特定のアルゴリズムを基にして 1つのフィールドの値が別の値に

変換されます。

l 値の変換は、すべての種類のフィールドマッピング (1対 1、1対
多、多対多 )で実行できます。

ServiceManager拡張汎用アダプタは、XMLおよびGroovyマッピングスクリプトを使用します。設定済み

のCI タイプ用の古いマッピングスクリプトは、デフォルトで XMLおよびGroovyに変換されます。しかし、既

存のカスタムスクリプトはユーザがXMLおよびGroovyに変換する必要があります。

カスタムマッピングスクリプトを変換するには、最初にマッピングシナリオ (1対 1、1対多、多対多、または

値の変換 )を識別する必要があります。その後で、使用する特定のシナリオに合わせて次のサンプルスク

リプトを参照することで、スクリプトを変換できます。

ヒント :すべてのマッピングシナリオで、ビジュアルマッピングツールを使用して XMLスクリプトのスケルト

ンを生成できます。元のXSLTアダプタを使用する場合と比較すると、すべてのコード行を新規に記

述する必要がなく、代わりにマップされるフィールドをドラッグアンドドロップしてスクリプトを生成できる

ので操作が簡単になっています。UCMDB統合フレームワークでのXMLおよびGroovyスクリプトの

使用方法の詳細については、『HP Universal CMDB 10.20開発者向け参照情報ガイド』を参照

してください。

ヒント : ServiceManager拡張汎用アダプタには、参照用に使用できる 4の初期設定のGroovyス
クリプトが含まれています。

l SMUtils.groovy：プッシュ、ポピュレーション、連携に使用される一般的なメソッドを定義します。

l SMPushFunctions.groovy：設定済みのプッシュマッピングスクリプトで使用されるメソッドを定義し

ます。

l SMPopulateFunctions.groovy：設定済みのポピュレーションマッピングスクリプトで使用されるメ

ソッドを定義します。

l SMFederationFunctions.groovy：設定済みの連携マッピングスクリプトで使用されるメソッドを定

義します。
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さらに、SMFederationConverter.groovyスクリプトが連携用の値の変換を定義します。

フィールドマッピングでは、各属性の正しいデータ型を使用する必要があります。ビジュアルマッピングツール

を使用すると、属性のデータ型を簡単に判断できます。次の図は、CIIdentifier属性のデータ型を示して

います。外部クラスモデルの［属性］表示枠でデータ型を確認するか、表示枠から属性をビジュアルマッピ

ング領域にドラッグアンドドロップすることで自動的に正しいデータ型を取得することもできます。

1対 1のフィールドマッピング

XSLTでのサンプルスクリプト：

<Type>computer</Type>

または

<UCMDBId><xsl:value-of select="@id"/></UCMDBId>

または

<xsl:for-each select="@display_label">
<CIIdentifier><xsl:value-of select="."/></CIIdentifier>

</xsl:for-each>

XMLでのサンプルスクリプト (このシナリオではGroovyは必要ありません) ：

<target_mapping datatype="STRING" name="CIIdentifier" value="Root['display_label']
"/>

ここで、datatypeは、ServiceManagerで定義された属性の正しいデータ型にする必要があります。ビ

ジュアルマッピングツールインタフェースでデータ型を確認できます。
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1対多のフィールドマッピング

XSLTでのサンプルスクリプト：

<xsl:variable name="prefix" select="'Value&gt;'"/>
<xsl:variable name="suffix" select="'&lt;/Value'"/>
<Subtype>

<xsl:choose>
<xsl:when test="contains(@node_role,concat($prefix,'desktop',$suffix))

">Desktop</xsl:when>
<xsl:when test="@os_family">
<xsl:value-of select="@os_family"/>
</xsl:when>
<xsl:otherwise>Server</xsl:otherwise>
</xsl:choose>

</Subtype>

XMLでのサンプルスクリプト：

<target_mapping datatype="STRING" name="Subtype" value="SMPushFunctions.getSubType
('computer',Root['node_role'],Root['os_family'])"/>

Groovyでのサンプルスクリプト：

マッピングロジックを実装するためのGroovy関数を開発する必要があります。通常、対応するシステムの

関連フィールドがGroovy関数のパラメータとして使用されます。

多対多のフィールドマッピング

XSLTでのサンプルスクリプト：

<xsl:for-each select="cpus">
<cpu>

<xsl:for-each select="cpu">
<cpu>

<CpuID><xsl:value-of select="@cpu_id"/></CpuID>
<CpuName><xsl:value-of select="@name"/></CpuName>
<CpuClockSpeed>

<xsl:value-of select="@cpu_clock_speed"/>
</CpuClockSpeed>

</cpu>
</xsl:for-each>

</cpu>
</xsl:for-each>

XMLでのサンプルスクリプト：

<for-each-source-entity count-index="i" source-entities="Root.Cpu">
<target_entity name="cpu">

<target_mapping datatype="STRING" name="CpuID" value="Root.Cpu[i]
['cpu_id']"/>

<target_mapping datatype="STRING" name="CpuName" value="Root.Cpu[i]
['name']"/>
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<target_mapping datatype="STRING" name="CpuClockSpeed" value="Root.Cpu
[i]['cpu_clock_speed']"/>

</target_entity>
</for-each-source-entity>

ここで、<source-entities> (Root Cpu)は、ローカルTQLクエリ構造から取得され、<target_entity name>
(cpu)は、XSLTファイルの<cpu> タグから取得されます。

注 : Groovyスクリプトはこのシナリオでは必要ありません。

値の変換

XSLTでのサンプルスクリプト：

<xsl:if test="@customer_id">
<xsl:variable name="ucmdbCustomerId" select="@customer_id"/>
<xsl:variable name="tenantMappingEntry" select="document('SM_MT_

mapping.xml')/list['TenantMapping']/entry[@ucmdb=$ucmdbCustomerId]"/>
<xsl:choose>

<xsl:when test="$tenantMappingEntry">
<CustomerId><xsl:value-of

select="$tenantMappingEntry/@sm"/></CustomerId>
</xsl:when>
<xsl:otherwise>

<CustomerId><xsl:value-of select="@customer_id"/></CustomerId>
</xsl:otherwise>

</xsl:choose>
</xsl:if>

または

<xsl:if test="contains(@node_role,concat($prefix,'virtualized_system',$suffix))">
<IsVisualization>true</IsVisualization>

</xsl:if>

XMLでのサンプルスクリプト：

<target_mapping datatype="STRING" name="CustomerId"
value="SMPushFunctions.getCustomerId(CustomerInformation)"/>

または

<target_mapping datatype="BOOLEAN" name="IsVisualization"
value="SMPushFunctions.isVisualization(Root['node_role'])"/>

注 :通常、対応するシステムの関連フィールドがGroovy関数の1つのパラメータとして使用されま

す。

Groovyでのサンプルスクリプト：

/**
* Priority Mapping
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* [uCMDB value :SM value ]
*/

private static final def PriorityMapping = [
"1_critical":"1",
"2_high":"2",
"3_average":"3",
"4_low":"4"];

/**

* Convert the Priority value from uCMDB to SM
*
* @param priority uCMDB Priority value
* @return SM Priority value
*/

public static String convertPriority(String priority, DataAdapterLogger log)
{

return convertEnumValue(priority,"Priority");
}

タスク2.構成ファイルの更新

次の表のように、ファイルを変更します。

ファイル 説明

icon.properties この構成ファイルは、ServiceManagerデバイスタイプのマッピングツールに表示さ

れるUCMDBアイコンを定義します。SMでカスタムデバイスタイプを定義した場合

は、この構成ファイルを更新して、適切なアイコンをそれらに割り当てることができ

ます。

詳細については、『Universal CMDBデータ・フロー管理ガイド 』を参照してくださ

い。

sm.properties これは、統合アダプタ構成ファイルです。古い sm.propertiesで出荷時設定 (同
時スレッドの数など)を変更した場合は、ServiceManager拡張汎用アダプタでま

だ有効なそれらのオプションに合わせて、この構成ファイルを更新する必要がありま

す。

詳細については、「統合アダプタ構成ファイル (sm.properties)を更新する方法」

(121ページ)を参照してください。

smFedConf.xml この構成ファイルは、連携に使用されるファイルで、ServiceManager拡張汎用ア

ダプタによって導入されます。フェデレート CIのカスタマイズされたフィールドなどの

連携機能用のカスタムロジックがある場合は、この構成ファイルを更新する必要

があります。

詳細については、「連携の問題のトラブルシューティング」(190ページ)を参照してく

ださい。
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ファイル 説明

smPopConf.xml この構成ファイルは、ポピュレーションに使用されるファイルで、古い

smPopConfFile.xml構成ファイルを置き換えます。カスタムクエリ条件などのポ

ピュレーション機能用のカスタムロジックがある場合は、この構成ファイルを更新す

る必要があります。

詳細については、以下のトピックを参照してください。

「ポピュレーション構成ファイル (smPopConf.xml)の<container>要素の目的」

(104ページ)

「smPopConf.xmlで TQLクエリが構成されていない」(186ページ)

smPushConf.xml この構成ファイルは、関係データのプッシュに使用されるファイルで、古い

smSyncConfFile.xml構成ファイルを置き換えます。

このファイルの詳細については、以下の項目を参照してください。

「関係タイプクエリをServiceManagerWebサービスオブジェクトにマップする方法」

(164ページ)

「クエリがsmPushConf.xmlで構成されていない」(181ページ)

タスク3. CIタイプのプッシュ、ポピュレーション、および連携を有効
にする

上で説明したタスクが完了したら、統合ポイントを編集して、CI タイプのプッシュおよびポピュレーションジョ

ブを追加し、さらにサポートされるCI タイプの連携を有効にする必要があります。詳細については、以下

のトピックを参照してください。

「UCMDB内に統合ポイントを作成する方法」(31ページ)

「UCMDBでデータプッシュジョブを定義する方法」(41ページ)

「UCMDBでポピュレーションジョブを定義する方法」(36ページ)

「連携用のサポートされるCI タイプの属性を追加する方法」(170ページ)

統合のセットアップの概要
統合には、UCMDB とServiceManagerの両システムでセットアップが必要になります。

本タスクの手順は次のとおりです。

1. ServiceManagerシステムをセットアップします。
「HP ServiceManagerのセットアップ」(29ページ)を参照してください。

2. UCMDBシステムをセットアップします。
「HP Universal CMDBのセットアップ」(31ページ)を参照してください。
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3. UCMDBポピュレーションジョブを実行して、UCMDBにCIを同期します。
「UCMDBへのServiceManager CIデータのポピュレーション」(36ページ)を参照してください。

4. UCMDBデータプッシュジョブを実行して、ServiceManagerにCIを転送します。
「UCMDBへのServiceManager CIデータのポピュレーション」(36ページ)を参照してください。

HP Service Managerのセットアップ
統合をサポートするには、ServiceManagerシステムで次のタスクを実行する必要があります。

1. ServiceManagerで専用の統合ユーザアカウントを作成します。
「統合ユーザアカウントを作成する方法」(29ページ)を参照してください。

2. システム情報レコードにUCMDB接続情報を追加します。
「UCMDB接続情報を追加する方法」(30ページ)を参照してください。

統合ユーザアカウントを作成する方法
この統合で UCMDBをServiceManagerに接続するには、管理者ユーザアカウントが必要です。この

ユーザアカウントは、ServiceManagerとUCMDBの両方ですでに存在している必要があります。

注 :統合で ServiceManager拡張汎用アダプタを使用するには、統合ユーザアカウントは、Service
Managerで RESTful APIケイパビリティワードを持っている必要があります。これは、Service
Manager ucmdbIntegration RESTful APIを使用するために必要です。

ServiceManagerで専用の統合ユーザを作成するには：

1. システム管理者として ServiceManagerにログインします。

2. ServiceManagerコマンドラインで「contacts」と入力して、［Enter］キーを押します。

3. 統合ユーザアカウントの新しい連絡先レコードを作成します。
a. ［連絡先名］フィールドに名前を入力します。「UCMDB」などです。

b. ［追加］をクリックし、［OK］をクリックします。

4. ServiceManagerコマンドラインで「operator」と入力して、［Enter］キーを押します。

5. ［ログイン名］フィールドに、既存のシステム管理者アカウントのユーザ名を入力し、［検索］をクリック

します。
システム管理者アカウントが表示されます。

6. 既存のアカウントを基にして新しいユーザアカウントを作成します。
a. ログイン名を必要な統合アカウント名 (ucmdbなど)に変更します。

b. 名前を入力します。「UCMDB」などです。
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c. ［連絡先 ID］フィールドで、［フィル］アイコンをクリックし、作成した連絡先レコードを選択します。

d. ［追加］をクリックします。

e. ［セキュリティ］タブを選択し、パスワードを変更します。

f. ［起動］タブを選択し、オペレータにRESTful APIケイパビリティワードを追加します。

g. ［OK］をクリックします。

統合ユーザアカウントが作成されます。後で、UCMDBでこのユーザアカウント (ユーザ名 /パスワード )を追

加し、UCMDBで統合ポイントを作成するときに、［資格情報 ID］フィールドでこのユーザアカウントを指

定する必要があります。「UCMDB内に統合ポイントを作成する方法」(31ページ)を参照してください。

UCMDB接続情報を追加する方法
ServiceManagerは、UCMDBシステムからCI属性情報を取得して、ServiceManager構成アイテム

フォームの［実際のステータス］セクションに表示するためにUCMDB接続情報を必要とします。

注意 :正しい接続情報を指定しない場合は、［実際のステータス］ セクションにUCMDB CI情報で

はなくエラーが表示されます。

ServiceManagerで UCMDB接続情報を追加するには：

1. システム管理者として ServiceManagerにログインします。

2. ［システム管理］>［ベースシステム構成］>［その他］>［システム情報レコード］をクリックします。

3. ［アクティブ統合］タブをクリックします。

4. ［HP Universal CMDB］オプションを選択します。

5. ［UCMDB Web サービス URL］ フィールドに、HP Universal CMDBWebサービスAPIへのURLを
入力します。URL、は次の形式です：
http://<UCMDBサーバ名>:<ポート>/axis2/services/ucmdbSMService

<UCMDBサーバ名>にはUCMDBサーバのホスト名、<ポート>にはUCMDBサーバが使用する通

信ポートを入力します。

6. ［ユーザ ID］フィールドと［パスワード］フィールドに、UCMDBシステム上で CIを管理するのに必要な

ユーザ資格情報を入力します。たとえば、出荷時設定の資格情報は「admin/admin」です。

7. オプションで、UCMDB Browserとの統合を有効にする場合は、［UCMDB Browser URL］フィール

ドに、次の形式で UCMDB BrowserのURLを入力します。
http://<UCMDB Browserサーバ名>:<ポート>/ucmdb-browser

例：http://myucmdbbrowserserver:8081/ucmdb-browser
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注 : UCMDB Browser URLをここで指定した場合、UCMDBから同期されるCIレコードで

［UCMDB Browser で表示］ボタンが［UCMDB のビュー］ボタンに置き換わります。このフィール

ドを空白のままにした場合のみ、［UCMDB のビュー］ボタンが表示されます。

8. ［保存］をクリックします。ServiceManagerのメッセージが表示されます。「情報レコードは更新されま

した。」と表示されます。

9. ServiceManagerシステムからログアウトします。

10. ServiceManagerシステムに管理者アカウントでログインします。

［実際のステータス］セクションと［UCMDB Browser で表示］または［UCMDB のビュー］ボタンが、

UCMDBからプッシュされるCIレコードで利用可能になります。

HP Universal CMDBのセットアップ
統合をサポートするには、UCMDBシステムで次のタスクを実行する必要があります。

UCMDB とServiceManager間に統合ポイントを作成します。「UCMDB内に統合ポイントを作成する

方法」(31ページ)を参照してください。

UCMDB内に統合ポイントを作成する方法
デフォルトのUCMDBのインストールには、ServiceManagerEnhancedAdapter9-xパッケージがすでに含ま

れています。統合パッケージを使用するには、統合の接続プロパティを一覧する統合ポイントを作成する

必要があります。

注意 :データポピュレーションの場合、この統合は、ServiceManagerシステム用のプローブの使用を

1つのみサポートします。言い換えると、ServiceManagerシステム用の異なる複数のプローブを使

用して複数の統合ポイントをセットアップすることで異なる複数のプローブでポピュレーションジョブを実

行することはできません。1つのServiceManagerシステムに対して 1つのプローブのみが許可されま

す。

統合ポイントを作成するには、次の手順に従います。

1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ServiceManagerで作成した統合ユーザアカウントを追加します。
a. ［管理］>［ユーザとロール］をクリックします。

b. ［新規ユーザの追加］アイコン をクリックします。

c. ［ユーザ名およびパスワード］に、ServiceManagerで作成したユーザ名とパスワードを入力しま

す。「統合ユーザアカウントを作成する方法」(29ページ)を参照してください。
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d. ［次へ］をクリックし、ロールのリストから［管理］を選択します。

e. ［完了］をクリックします。統合ユーザアカウントが追加されます。

3. ［データ フロー管理］>［Integration Studio］に移動します。UCMDBに、既存の統合ポイントのリス

トが表示されます。

4. ［新規統合ポイント］アイコン をクリックします。
UCMDBに、新規統合ポイントのプロパティウィンドウが表示されます。

5. 次の表の説明に従って、統合とアダプタのプロパティフィールドに入力します。

フィールド名 必須か? 説明

統合名 はい 統合ポイントの名前 (固有キー)を入力します。「sm_
integration」などです。

統合の説明 いいえ 統合ポイントの説明を入力します。

アダプタ はい ［HP Software Products］>［Service Manager］>
［ServiceManagerEnhancedAdapter9.x］を選択しま

す。

統合はアクティブ

化されています

はい このオプションが有効な場合は、統合ポイントがアクティ

ブなことを示します。

ホスト名 /IP はい ServiceManagerサーバのホスト名または IPアドレスを

入力します。

「localhost」などです。

ポート はい ServiceManagerサーバの通信ポートを入力します。

「13080」などです。
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フィールド名 必須か? 説明

URL上書き いいえ このフィールドの値 (存在する場合 )は、上で説明した

［ホスト名 /IP］および［ポート］の設定を上書きします。

次の方法の任意の組み合わせで、UCMDBをService
Managerに接続する場合に、このフィールドを使用しま

す。

n HTTPSまたはHTTP とHTTPSの両方を介して

ServiceManagerに接続する。

n 複数のServiceManagerサーバノードに接続する

(水平スケール環境 )

n 複数のポートを介して単一のServiceManagerサー

バノードに接続する (垂直スケール環境 )

詳細については、「クラスタ化された環境でのプッシュ」

(89ページ)を参照してください。

このフィールドに 1つまたは複数のServiceManager
WebサービスURL (セミコロンで区切ります)を入力しま

す。

次にこのフィールドの値の例を 2つ示します (各 URLは
http(s)://<ホスト名>:<ポート>/SM/9/restの形式を

使用する必要があります)。

n https://localhost:13443/SM/9/rest

n http://localhost:13080/SM/9/rest;
https://localhost:13443/SM/9/rest;
http://smfpe04:13080/SM/9/rest

資格情報 ID はい ［Generic Protocol］をクリックして、［追加］アイコンをク

リックし、作成した統合ユーザアカウントを追加して、その

アカウントを選択します。このアカウントは、Service
ManagerとUCMDBの両方に存在している必要があり

ます。「統合ユーザアカウントを作成する方法」(29ページ)
を参照してください。

Data Flow Probe はい ポピュレーションジョブの実行に使用するData Flow
Probeの名前を選択します。UCMDBをインストールした

後に統合用のData Flow Probeをすでに追加している

必要があります。「統合の要件」(17ページ)を参照してく

ださい。

(続き)
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6. ［テスト接続］をクリックして、正常な接続が確立されたことを確認します。

7. ［OK］をクリックします。
統合ポイントが作成され、その詳細が表示されます。

8. ［連携］タブをクリックし、次の構成を指定します。
a. ［サポートおよび選択されたCI タイプ］で、［ItProcessRecord］から必要に応じて次のCI タイプ

を選択します：
i. Incident

ii. Problem

iii. RequestForChange

b. 選択した各 CI タイプ (Incident、Problem、RequestForChange)に対して、［CI タイプ取得モー

ド］で［選択した CI タイプのCI を取得］を選択します。

9. ［ポピュレーション］タブと［データ プッシュ］タブをクリックして、デフォルトの統合ジョブの詳細を表示しま

す。

注 :統合ポイントを作成するときには、UCMDBによって、複数のデフォルトのポピュレーション

ジョブおよびデータプッシュジョブが作成されます。必要な場合は、統合ポイント用の新しいジョ

ブを作成できます。統合ジョブの作成の詳細については、「UCMDBでデータプッシュジョブを定

義する方法」(41ページ)および「UCMDBでポピュレーションジョブを定義する方法」(36ページ)を
参照してください。

10. ［統合ポイントの保存］アイコン をクリックします。

CIの集中管理
ServiceManager拡張汎用アダプタを使用して、CI タイプを集中管理することができます。CIの集中管

理によって、UCMDBからCIを管理できるようになり、ServiceManager (SM)側で多くのカスタマイズを行

う必要がなくなります。その後で、データプッシュを使用して、UCMDBからSMにCIを同期できます。
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設定済みのCI タイプの管理

ServiceManagerおよびUCMDBには、設定済みのCI タイプおよびそれらのマッピングファイルが用意さ

れています。設定済みのCI タイプを変更する場合は (例えば、ビジネスニーズに応じて新しい属性を追

加する場合など)、ビジュアルマッピングツールを開いて、このCI タイプに新しい属性を手動で追加し、更

新を適用するだけで済みます。その際にUCMDBを閉じる必要はありません。新しい属性は、SM側の

関連するWebサービスオブジェクトに自動的に追加されます。

新しいカスタムCI タイプの管理

UCMDBで新しいCI タイプを作成すると、フォーマットを除いて (新しいCI タイプはデフォルトのフォーマット

として configurationItemを使用します)、新しいCI タイプに関連するすべてのSMオブジェクト

(DBDICT、結合定義、WebサービスAPI、DEMルールなど)が、SM側で自動的に作成されます。

ビジネスニーズに応じて新しいCI タイプを追加する場合は、新しいCI タイプを追加し、UCMDBで TQL
クエリを作成してから、ビジュアルマッピングツールを使用して一致するSMCI タイプを作成するだけで済

みます。その際にUCMDBを閉じる必要はありません。

注 :ポピュレーション機能を使用すると、SMからUCMDBにCIを同期することができます。ポピュ

レーション機能を使用する必要がある状況の詳細については、「ポピュレーション機能が必要になる

状況」(100ページ)を参照してください。

ビジュアルマッピングツール
ServiceManager拡張汎用アダプタに付属しているビジュアルマッピングツールには、複雑なデータプッシュ

やポピュレーションの構成のために値とフィールドのマッピングを構成できるグラフィックユーザインタフェースが

用意されています。

次の表では、このグラフィックユーザインタフェースの表示枠について説明しています。

表示枠 説明

ローカルクエリ CMDBに含まれるローカルTQLクエリの階層ツリー構造が表示されます。

ローカルクエリの

属性

ローカルクエリの［属性］表示枠です。ローカル統合 TQLクエリの属性が表示され

ます。

視覚マッピング ［ローカルクエリ］表示枠および［外部クラスモデル］表示枠から選択し、ドラッグア

ンドドロップでアイテムのマッピングを確立できます。

XMLエディタ テキストエディタで XMLマッピングファイルを編集できます。

外部クラスモデル 外部クラスモデルの階層ツリー構造が表示されます。UCMDB-SM 統合では、こ

の表示枠に、ServiceManager (SM)側からサポートされるCI タイプが表示されま

す。

外部クラスモデル

の属性

外部クラスモデルの［属性］表示枠には、外部クラスモデルの属性が表示されま

す。UCMDB-SM 統合では、この表示枠に、SM側から属性が表示されます。
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UCMDBへのService Manager CIデータのポピュレー
ション
CIデータをUCMDBからServiceManagerにプッシュすることに加えて、この統合では、ServiceManager
からUCMDBへのCIデータ (CIおよびCI関係を含む)のポピュレーションもサポートされます。Service
Managerで新規 CIや新規属性値が検出されると、統合によってUCMDB内のCIの一覧が更新され

ます。ServiceManagerからUCMDBへのデータのポピュレーションは、UCMDBの Integration Studioで
定義されます。ポピュレーションジョブは手動で実行できますが、HPでは、CI とCI属性を最新の状態に

保つため、これらのジョブのスケジュールを設定することを推奨します。

本タスクの手順は次のとおりです。

1. UCMDBで CI/CI関係のポピュレーションを定義します。
「UCMDBでポピュレーションジョブを定義する方法」(36ページ)を参照してください。

2. UCMDBで転送されたCI/CI関係データを表示します。
「UCMDBでのServiceManager CIデータの表示」(39ページ)を参照してください。

3. CI とCI属性を最新の状態に保つため、CIポピュレーションジョブのスケジュールを設定します。
「CIポピュレーションジョブのスケジュールを設定する方法」(39ページ)を参照してください。

UCMDBでポピュレーションジョブを定義する方法
CIまたはCI関係ポピュレーションジョブは、特定のタイプのCIまたはCI関係をServiceManagerから

UCMDBにコピーします。

CIまたはCI関係ポピュレーションジョブを定義するには、次の手順に従います。

1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ［データ フロー管理］>［Integration Studio］に移動します。UCMDBに、既存の統合ポイントのリス

トが表示されます。

3. ServiceManager向けに作成した統合ポイントを開きます。

4. ［ポピュレーション］タブをクリックし、次のように新しいジョブを追加します。

注 :統合ポイントを作成するときには、UCMDBによって、複数のデフォルトのポピュレーションお

よびデータプッシュジョブが作成されます。次の表に、デフォルトのポピュレーションジョブとそのクエ

リのリストを示します。必要な場合は、各ジョブのクエリを作成、更新、または削除できます。
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統合ジョブ CI/CI 関係ポピュレーション用のクエリ

SM構成アイテムポピュ

レーションジョブ

出荷時設定で、このジョブでは以下のクエリが利用可能です。この

ジョブは、ServiceManagerからのCIレコードをUCMDBに入力しま

す。

n SM Business Service Population 2.0：bizserviceタイプのCIを
UCMDBに入力します。

n SM RunningSoftware Population 2.0：RunningSoftwareタイプ

のCIをUCMDBに入力します。

n SM Computer Population：computerタイプのCIをUCMDBに

入力します。

n SM CLIP Down Time Population 2.0：planned outage (予定さ

れた停止 )タイプのCIをUCMDBに入力します。

CI/CI 関係ポピュレーション用のクエリ
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統合ジョブ CI/CI 関係ポピュレーション用のクエリ

SM関係ポピュレーション

ジョブ

出荷時設定で、このジョブでは以下のクエリが定義されています。こ

のジョブは、ServiceManagerからのCI関係レコードをUCMDBに入

力します。

n SM Biz To Biz With Containment 2.0：関係内で bizservice
CIが別のCIを含んでいるCI関係をUCMDBに入力します。

n SM Biz To Biz With Usage 2.0：関係内で bizservice CIが別

のCIを使用するCI関係をUCMDBに入力します。

n SM Biz To Computer With Containment 2.0：関係内で

bizservice CIがcomputer CIを含んでいるCI関係をUCMDBに

入力します。

n SM Biz To Computer With Usage 2.0：関係内で bizservice
CIがcomputer CIを使用するCI関係をUCMDBに入力しま

す。

n SM Computer To Computer With Connects 2.0：関係内で

computer CIが別のCIに接続するCI関係をUCMDBに入力し

ます。

n SM Biz To Software With Containment 2.0：関係内で

bizservice CIがsoftware CIを含んでるCI関係をUCMDBに入

力します。

n SM Biz To Software With Usage 2.0：関係内で bizservice CI
がsoftware CIを使用するCI関係をUCMDBに入力します。

n SM Computer Composition Software 2.0：関係内で

computer CIがsoftware CIに接続するCI関係をUCMDBに入

力します。

n SM CI Connection Down Time CI 2.0：関係内で CIがdown
time CIに接続するCI関係をUCMDBに入力します。

CI/CI 関係ポピュレーション用のクエリ (続き)

a. ［新規統合ジョブ］アイコン をクリックします。

b. 統合ジョブの名前を入力します。「CI_Population_Job1」などです。

c. クエリの［追加］アイコン をクリックして既存のクエリをジョブに追加します (上の表を参照して

ください)。
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d. クエリの［統合ジョブで、削除されたデータを消去することを許可します］チェックボックスをオンにし

ます。

e. ［OK］をクリックして、ジョブを保存します。

5. ジョブを手動で実行し、統合ジョブが正常に機能するかどうかを確認します。

a. ジョブのすべての関連するデータをUCMDBに入力するには、 アイコンをクリックします。

b. ジョブの最後の実行以降のCIデータの変更のみをUCMDBに入力するには、 アイコンをク

リックします。

6. ジョブの完了を待機し、ジョブが完了するまで［更新］アイコンを必要な回数だけクリックします。

注 :ジョブが完了すると、ジョブのステータスが次のいずれかになります。［成功］、［エラーで終

了］、［失敗］。

7. [統計情報］タブをクリックして、結果を表示します。ジョブが失敗した場合、［クエリのステータス］タブ

と［ジョブエラー］タブをクリックして、詳細情報を表示します。詳細については、「ポピュレーションの問

題のトラブルシューティング」(185ページ)を参照してください。

8. ［OK］をクリックします。

ジョブが正常に完了した場合は、転送されたCIデータをUCMDBで表示して、ジョブを自動的に実行

できるようにスケジュールを設定できます。

UCMDBでのService Manager CIデータの表示
ポピュレーションジョブが正常に完了したら、UCMDBで ServiceManager CIレコードを検索し、属性が

正しく入力されていることを確認できます。

［ServiceManagerCI 識別子］フィールドは、UCMDBの［構成アイテムのプロパティ］表示枠の［名前］

フィールドに入力されます。

注 : CI タイプの属性マッピングの全体を表示するには、ポピュレーションXMLファイル (SM Business
Service Population.xmlなど)を開きます。このファイルで UCMDB属性のフィールド名およびマップ

された ServiceManagerWebサービスフィールドキャプション名が定義されます。詳細については、

「統合のカスタマイズ」(106ページ)を参照してください。

CIポピュレーションジョブのスケジュールを設定する方法
ServiceManagerフィーダのディスカバリ/メンテナンススケジュールと一致するように、CIポピュレーションジョ

ブのスケジュールを設定することができます。たとえば、ServiceManagerフィーダが日次スケジュールで CI
データの更新を送信する場合は、ポピュレーションジョブも日次スケジュールで実行する必要があります。

一致するスケジュールを用いることにより、UCMDBシステムが常に最新のCIデータを保持できるようにな

ります。

本タスクの手順は次のとおりです。
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1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ［データ フロー管理］>［Integration Studio］に移動します。UCMDBに、統合ポイントのリストが表

示されます。

3. このServiceManager用の統合ポイントを開きます。

4. ［ポピュレーション］タブをクリックし、リストからポピュレーションジョブを選択します。

5. ［統合ジョブの編集］アイコンをクリックします。

6. ［スケジューラを有効にする］オプションを選択します。

7. 使用するスケジュールオプションを選択します。たとえば、［繰り返し間隔 :日］および［終了 :実行し

ない］を選択します。

8. タイムゾーンを選択します。

9. ［OK］をクリックします。

UCMDB CIデータのService Managerへのプッシュ
統合は、ServiceManagerシステムにCIを入力するため、UCMDBからServiceManagerにCIの1回
限りの転送を必要とします。UCMDBが新規 CIや新規属性値を検出すると、統合によって Service
Manager内のCIの一覧が更新されます。統合では、UCMDBシステムのデータプッシュジョブを使用し

て、CIデータのプッシュが行われます。HPでは、CI とCI属性を最新に保つため、これらのジョブのスケ

ジュールを設定することを推奨します。

CIの集中管理

ServiceManager拡張汎用アダプタを使用して、CI タイプを集中管理することができます。UCMDBで

新しいCI タイプを作成すると、フォーマット (新しいCI タイプはデフォルトのフォーマットとして

configurationItemNodeを使用します)を除いて、新しいCI タイプに関連するすべてのSMオブジェクト

(DBDICT、結合定義、WebサービスAPI、DEMルールなど)が、SM側で自動的に作成されます。CI
を集中管理すると、手動で操作しなくても UCMDBで CIを管理できます。

本タスクの手順は次のとおりです。

1. CI/CI関係のデータプッシュジョブを定義します。
「UCMDBでデータプッシュジョブを定義する方法」(41ページ)を参照してください。

2. UCMDBからプッシュされたCI/CI関係データを表示します。
「ServiceManagerで UCMDB CIデータを表示する方法」(45ページ)を参照してください。

3. CI/CI関係データを最新の状態に保つため、データプッシュジョブのスケジュールを設定します。
「データプッシュジョブのスケジュールを設定する方法」(44ページ)を参照してください。
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UCMDBでデータプッシュジョブを定義する方法
データプッシュジョブは、UCMDBシステムからServiceManagerシステムにCIまたはCI関係レコードをコ

ピーします。

CIまたはCI関係プッシュジョブを定義するには、次の手順を実行します。

1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ［データ フロー管理］>［Integration Studio］に移動します。UCMDBに、既存の統合ポイントのリス

トが表示されます。

3. ServiceManager向けに作成した統合ポイントを選択します。「sm_integration」などです。

4. ［データ プッシュ］タブを選択します。

5. 新しいデータプッシュジョブを追加するには、次の手順を実行します。

a. ［新規統合ジョブ］アイコン をクリックします。

注 :統合ポイントを作成するときには、UCMDBによって、デフォルトのデータプッシュジョブが作

成されます。次の表に、デフォルトのデータプッシュジョブとそのクエリのリストを示します。必要な

場合は、プッシュジョブのクエリを作成、更新、または削除できます。これらの出荷時設定のジョ

ブのクエリにアクセスするには、［モデリング］>［モデリングスタジオ］>［リソース］に移動し、リソース

タイプの［クエリ］を選択して、［Root］>［Integration］>［Push］に移動します。データプッシュクエ

リのカスタマイズの詳細については、「CI タイプを同期するためのクエリの作成方法」(148ページ)
を参照してください。

統合ジョブ クエリ

統合ジョブ クエリ

CI/CI 関係プッシュ用のクエリ
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統合ジョブ クエリ

SMプッシュジョブ 出荷時設定で、このジョブでは以下のクエリが利用可能です。このジョブは、

CIレコードをUCMDBからServiceManagerにプッシュします。

n SM Mainframe Push 2.0：メインフレームタイプのCIをプッシュします。

n SM Service Element Push 2.0：ビジネスアプリケーションとインフラストラク

チャサービスタイプのCIをプッシュします。

n SM Network Component Push 2.0：ネットワークコンポーネントタイプの

CIをプッシュします。

n SM Running Software Push 2.0：実行中のソフトウェアタイプのCIを
プッシュします。

n SM Business Service Push 2.0：ビジネスサービスタイプのCIをプッシュ

します。

n SM Computer Push 2.0：コンピュータタイプのCIをプッシュします。

n SM Storage Push 2.0：ストレージタイプのCIをプッシュします。

n SM Switch Push 2.0：スイッチタイプのCIをプッシュします。

n SM Net Printer Push 2.0：ネットプリンタタイプのCIをプッシュします。

n SM Cluster Push 2.0：クラスタタイプのCIをプッシュします。

n SM Mobile Device Push 2.0：モバイルデバイスタイプのCIをプッシュしま

す。

n SM Local Printer Push 2.0：ローカルプリンタタイプのCIをプッシュしま

す。

このジョブでは出荷時設定の以下のクエリが利用可能です。このジョブは、CI
関係レコードをUCMDBからServiceManagerにプッシュします。

n SM Layer2 Topology Relations Push 2.0：ノード間の複合 CI関係を

プッシュします。

n SM Business Service Relations Push 2.0：アップストリームCI タイプが

ビジネスサービスであるCI関係をプッシュします。

n SM CRG Relations Push 2.0：アップストリームCI タイプがクラスタである

CI関係をプッシュします。

CI/CI 関係プッシュ用のクエリ (続き)
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統合ジョブ クエリ

n SM Node Relations Push 2.0：アップストリームCI タイプがノードである

直接 CI関係をプッシュします。

CI/CI 関係プッシュ用のクエリ (続き)

b. ［名前］にジョブの一意な名前を入力します。「CI_Push_Job1」などです。

c. クエリの［追加］アイコン をクリックして既存のクエリをジョブに追加します。

d. 各クエリの［統合ジョブで、削除されたデータを消去することを許可します］オプションを選択しま

す。

e. ［OK］をクリックして、ジョブを保存します。

6. ジョブを手動で実行し、統合ジョブが正常に機能するかどうかを確認します。

注意 : UCMDBシステムに大量のCIデータがあり、CI/CI関係データを初めて Service
Managerにプッシュする場合は、各検出イベントマネージャルール定義の［一致するレコードが

存在しない場合のアクション］で［変更のオープン］または［インシデントのオープン］の代わりに［レ

コードの追加］オプションを選択することをお勧めします。そのようにしないと、不要なパフォーマン

スの問題の原因になることがあります。詳細については、「検出イベントマネージャルールを追加

する方法」(127ページ)を参照してください。

a. ジョブのすべての関連するデータをプッシュするには、 アイコンをクリックします。

b. ジョブの最後の実行以降に変更されたデータのみをプッシュするには、 アイコンをクリックしま

す。

ヒント : ［選択したジョブを停止］アイコン をクリックすると、実行中のプッシュジョブを停止するこ

とができます。

7. ジョブの完了を待機し、ジョブが完了するまで［更新］アイコンを必要な回数だけクリックします。

注 :ジョブが完了すると、結果に応じてジョブのステータスが次のいずれかになります。［正常に

完了］、［完了］、［失敗］。

8. ［統計情報］タブをクリックして結果を表示します。エラーが発生した場合は、［クエリのステータス］タ

ブおよび［ジョブエラー］タブをクリックして詳細情報を表示します。詳細については、「データプッシュ

の問題のトラブルシューティング」(176ページ)を参照してください。

9. ［OK］をクリックします。

ジョブが正常に完了した場合は、ServiceManagerで UCMDB CIデータを表示して、ジョブを自動的に

実行できるようにスケジュールを設定できます。
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データプッシュジョブのスケジュールを設定する方法
ServiceManagerフィーダのディスカバリスケジュールと一致するように、データプッシュジョブのスケジュールを

設定することが重要です。たとえば、ServiceManagerフィーダが日次スケジュールで CIデータの更新を

送信する場合は、データプッシュジョブも日次スケジュールで実行する必要があります。一致するスケ

ジュールを用いることにより、ServiceManagerシステムが常に最新のCIデータを保持できるようになりま

す。

UCMDBでは、データプッシュジョブから直接更新のスケジュールを設定できます。本タスクの手順は次の

とおりです。

1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ［データ フロー管理］>［Integration Studio］に移動します。UCMDBに、統合ポイントのリストが表

示されます。

3. ServiceManager向けに作成した統合ポイントを選択します。「SM Integration」などです。

4. ［データ プッシュ］タブを選択します。

5. プッシュジョブを選択します。［SM Configuration Item Push Job 2.0］などです。

6. ［統合ジョブの編集］アイコン をクリックします。

ヒント : UCMDBでは、2つのタイプのデータプッシュ用に 2つの異なるスケジュールを定義できま

す。デルタ同期と完全同期です。プッシュのスケジュール設定に関する推奨事項については、

「プッシュのスケジュールに関する推奨事項」(88ページ)を参照してください。

7. デルタ同期のスケジュールを定義します。
a. ［デルタ同期］タブをクリックします。

b. ［スケジューラを有効にする］オプションを選択します。

c. 使用するスケジュールオプションを選択します。

8. ［完全同期］タブをクリックし、使用するスケジュールオプションを選択します。
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9. ［OK］をクリックして、データプッシュジョブを保存します。

10. 統合ポイントの残りのデータプッシュジョブについて、手順 6から手順 9を繰り返します。

11. 統合ポイントを保存します。

Service Managerで UCMDB CIデータを表示する方法
プッシュジョブが正常に完了したら、ServiceManagerでプッシュされたCI/CI関係データを検索して確認

することができます。

UCMDBからプッシュされるCIレコードに含まれる［UCMDB のビュー］または［UCMDB Browser で表

示］ボタンを使用して、UCMDBまたはUCMDB Browserにアクセスして CI情報を表示できます。

注 :
l SMのシステム情報レコードで UCMDB BrowserのURLを指定した場合は［UCMDB Browser

で表示］ボタンが表示され、それ以外の場合は［UCMDB のビュー］ボタンが表示されます。

l UCMDB Browserは、UCMDBの構成情報に簡単にアクセスできるように設計されたシンプルな

UIです。このツールで、構成関連データを検索して利用できます。これは、UCMDBのオプション

のアドオンです。詳細については、UCMDB Browserのマニュアルを参照してください。

ServiceManagerで UCMDB CIデータを表示するには：

1. システム管理者として ServiceManagerにログインします。

2. ［構成管理］>［CI の検索］をクリックします。

3. UCMDBからプッシュされるCIレコードを開きます。

4. ［UCMDB のビュー］ボタンが利用可能な場合は、UCMDBで CIレコードを表示します。
a. ［UCMDB のビュー］ボタンをクリックします。UCMDBのログイン画面が表示されます。

b. UCMDBのユーザ名とパスワードを入力してログインします。

UCMDBで CIレコードが開きます。レコードのプロパティを表示できます。

注 :統合用のLightweight Single Sign-On (LW-SSO)を有効にして、ServiceManagerWebク
ライアントユーザがUCMDBログイン画面をバイパスできるようにすることができます。詳細につい

ては、「Lightweight Single Sign-On (LW-SSO)構成を有効にする方法」(97ページ)を参照して

ください。

5. ［UCMDB Browser で表示］ボタンが利用可能な場合は、UCMDB Browserで CIレコードを表

示します。
a. ［UCMDB Browser で表示］ボタンをクリックします。UCMDB Browserのログイン画面が表示さ

れます。
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b. UCMDB Browserのユーザ名とパスワードを入力してログインします。UCMDB Browserで CIレ
コードが開きます。レコードのプロパティやその他の情報を表示できます。

6. ［実際のステータス］セクションを開きます。
ServiceManagerがWebサービス要求をUCMDBに送信し、要求で返されたすべてのCI属性を

表示します。

注 :Webサービス要求では、ServiceManagerのシステム情報レコードで定義されたUCMDB
WebサービスのURLとアカウント (admin/adminなど)を使用します。「UCMDB接続情報を追

加する方法」(30ページ)を参照してください。

問題レコードの主要 CIの変更履歴を表示する方法
UCMDB Browserと統合されると、ServiceManagerは、主要 CIがUCMDBから同期されている問題

レコードに［UCMDB の主要 CI 履歴］セクションを表示します。その主要 CIに関するCIの変更を表示

して原因を調べることができます。

UCMDB Browserで統合を有効にする方法の詳細については、「UCMDB接続情報を追加する方法」

(30ページ)を参照してください。

主要 CIの変更履歴を表示するには、次の手順に従います。

1. ServiceManagerにログインします。

2. ［問題管理］に移動し、検索を実行して、主要 CIがUCMDBから同期されている問題レコードを

開きます。

3. ［UCMDB の主要 CI 履歴］タブをクリックします。

Service ManagerチケットデータのUCMDBへの連携
連携では、データをServiceManager (SM)からUCMDBに物理的にコピーしません。UCMDBでの表

示のためにSMデータを取得するだけです。出荷時設定では、UCMDB-SM統合は、 Incident、
Problem、およびRequestForChange外部 CI タイプのUCMDBへの連携をサポートします。統合ポイン

トを作成するときに、連携用にこれらのCI タイプを有効にした場合は、UCMDBでインシデント、問題、

変更レコードデータをSMから取得できます。

出荷時設定で、各 CI タイプ (インシデント、問題、または変更 )は、ServiceManagerでのそれらの属性

のサブセットの連携をサポートしますが、統合をカスタマイズすれば、連携させる属性を増やすことができま

す。

本項の内容

l 「連携クエリ」(47ページ)

l 「連携の使用例」(47ページ)
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l 「連携用のサポートされるCI タイプの属性を追加する方法」(170ページ)

連携クエリ
連携では、クエリを使用して ServiceManagerから取得するデータを決定します。特定のチケットデータを

ServiceManagerから取得するには、最初に TQLクエリを作成する必要があります。

ServiceManagerEnhancedGenericAdapter9-xが提供する多くのサンプル連携クエリを参考として使用で

きます。それらは、UCMDBの次のパスで使用できます。［モデリング］>［モデリングスタジオ］>［リソース］>
［Integration］>［Service Manager］>［Federation］

連携の使用例
連携機能はさまざまな方法で使用できます。以下はこの機能の使用例です。

本項では、次の4つの例について説明します。

l 「例 1 :すべてのSMインシデントチケットを連携させる」(47ページ)

l 「例 2 :UCMDBビジネスサービスCIに影響するSMインシデントレコードを連携させる」(52ページ)

l 「例 3 :UCMDB CIのインシデント、変更、および問題レコードのデータをServiceManagerから連携

させる」(60ページ)

l 「例 4 :UCMDB CIに関連するServiceManagerレコードを取得する」(63ページ)

例 1 :すべてのSMインシデントチケットを連携させる

この例では、ServiceManagerに存在するすべてのインシデントレコードの情報を取得する方法について

説明します。

1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ［モデリング］>［モデリングスタジオ］>［リソース］に移動します。

3. ［リソースタイプ］で、リストから［クエリ］を選択します。

4. ［新規］>［クエリ］をクリックします。

5. ［CI タイプ］タブで、［ItProcessRecord］>［Incident］に移動し、右側のクエリ表示枠にそれをドラッ

グします。
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6. インシデントクエリノードのデータソースとして ServiceManagerを指定します。
a. インシデントクエリノードを選択し、右側の表示枠で［データソース］タブをクリックし、［編集］をク

リックします。

b. ［統合ポイントを選択］オプションを選択し、統合ポイント名 (sm_integrationなど)を選択しま
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す。［OK］をクリックします。

7. ［保存］アイコン をクリックし、クエリ名を入力して、クエリの保存場所 (［ルート］フォルダなど)を
選択します。

8. インシデントクエリノードを選択し、［クエリ結果数を計算する］アイコン をクリックします。
UCMDBがクエリ結果数を返します。たとえば、次の図は、ServiceManagerに合計で 116のインシ

デントレコードがあることを示しています。
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9. インシデントクエリノードを右クリックし、［要素インスタンスの表示］を選択します。UCMDBに、

ServiceManagerに存在するすべてのインシデントレコードのリストが表示されます。
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10. リストからインシデントレコードを選択し、［プロパティ］アイコン をクリックして詳細を表示します。
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例 2 :UCMDBビジネスサービスCIに影響する SMインシデントレ
コードを連携させる

次の例では、［影響を受けるサービス］または［影響を受けるCI］フィールドにUCMDBのビジネスサービス

CIが含まれているServiceManagerインシデントレコードのリストを連携させる方法について説明します。

この例では、SMの IM10005に bizservice1という名前のUCMDBからプッシュされた影響を受けるサー

ビスがあります。

1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ［モデリング］>［モデリングスタジオ］>［リソース］に移動します。

3. ［リソースタイプ］で、リストから［クエリ］を選択します。

4. ［新規］>［クエリ］をクリックします。

5. ［CI タイプ］タブで、［ConfigurationItem］>［BusinessElement］>［Service］>
［BusinessService］に移動し、右側のクエリ表示枠にそれをドラッグします。

Universal CMDB統合ガイド (ServiceManager拡張汎用アダプタ使用 )
第2章 :統合のセットアップ

HP Service Manager (Service Manager 9.40、Universal CMDB 10.20 以降) 52 / 198 ページ



6. ［ItProcessRecord］>［Incident］に移動し、クエリ表示枠にアイコンをドラッグします。
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7. ［関係を作成］アイコン をクリックします。

8. インシデントクエリノードを選択し、このノードからBusinessServiceノードに矢印をドラッグし、ノード

間の通常関係を作成します。
a. ［通常関係］を選択して、［OK］をクリックします。

b. ［メンバシップ］を選択し、オプションで関係名 (Membershipなど)を入力します。［OK］をクリッ
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クします。

9. BusinessServiceクエリノードのデータソースとして UCMDBを指定します。これを行うには、次の手

順を実行します。
a. BusinessServiceクエリノードを選択します。

b. 右側の表示枠で［データソース］タブをクリックし、［編集］をクリックします。

c. ［ローカルデータ ソース (UCMDB のみ)］オプションが選択されていることを確認します。
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d. ［OK］をクリックします。

10. 上の手順を繰り返して、インシデントクエリノードのデータソースとして統合ポイント (sm_integration
など)を指定します。
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11. ［クエリ結果数を計算する］アイコン をクリックします。SMインシデントの数およびその影響を受

けるUCMDBビジネスサービスCIの数が表示されます。
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12. ［プレビュー］アイコン をクリックしてクエリ結果を表示します。
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13. ［CIの選択］表示枠またはクエリ表示枠からSMインシデントレコードを選択し、［プロパティ］アイコ

ン をクリックして詳細を表示します。
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14. ［CIの選択］表示枠から各 UCMDB CIレコードを選択し、［プロパティ］アイコンをクリックして詳細を

表示します。

例 3 :UCMDB CIのインシデント、変更、および問題レコードのデー
タを Service Managerから連携させる

次の例では、UCMDBビジネスサービスCIに影響するServiceManager内のインシデント、変更、およ

び問題レコードの情報を取得する方法について説明します。

1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ［モデリング］>［モデリングスタジオ］>［リソース］に移動します。

3. ［リソースタイプ］で、リストから［クエリ］を選択します。

4. ［新規］>［クエリ］をクリックします。

5. ［CI タイプ］タブで、［ConfigurationItem］>［BusinessElement］>［Service］>［BusinessService］
に移動し、右側のクエリ表示枠にそれをドラッグします。
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6. ［ItProcessRecord］に移動し、［Incident］、Problem］、および［RequestForChange］をクエリ表

示枠にドラッグします。

7. ［関係を作成］アイコン をクリックして、次の図に示すようにBusinessServiceノードと他のノード

の間に通常関係を作成します。

8. 各ノードを選択し、［データソース］タブをクリックして、各ノードのデータソースを指定します。
a. BusinessServiceノードの場合、データソースとして UCMDBを指定します。

b. Incident、Problem、およびRequestForChangeノードの場合、データソースとして統合ポイント

(この例では sm_integration)を指定します。

9. クエリを保存します。

10. オプションで、必要に応じて BusinessServiceノードのプロパティを編集します。
a. BusinessServiceノードを選択し、右下の表示枠で［編集］をクリックします。

b. ［カーディナリティ］タブをクリックします。カーディナリティのデフォルト設定が表示されます。
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c. 必要な場合は、どちらかまたは両方のANDオペレータをORに変更します。これにより、フィル

タ条件が変更され、そのためにクエリ結果が変更されます。

11. ［プレビュー］アイコン をクリックしてクエリ結果を表示します。

12. ［CIの選択］表示枠またはクエリ表示枠からSMインシデントレコードを選択し、［プロパティ］アイコ

ン をクリックして詳細を表示します。
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13. ［CIの選択］表示枠またはクエリ表示枠から各 UCMDB CIレコードを選択し、［関連 CI］タブで、

［関連 CI を表示］をクリックして、SMとUCMDBの両方の関連 CIを表示します。

例 4 :UCMDB CIに関連する Service Managerレコードを取得する

次の例では、［関連 CIを取得］機能を使用して、UCMDB CIに関連するServiceManagerレコードを

取得する方法について説明します。

1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ［モデリング］>［IT ユニバースマネージャ］に移動します。

3. ［CI の検索］タブで、ServiceManager内に関連するレコードがあるUCMDB CIを検索します。たと

えば、［CI名］フィールドに「bizservice1」と入力し、［検索］をクリックして、CIをダブルクリックして

開きます。

4. ［関連 CIを取得］表示枠が表示されない場合は、［[関連 CI を取得 ]表示枠を表示］アイコン

をクリックします。

5. ［関連する CI のターゲット統合ポイントを選択します。］アイコン をクリックします。

6. ［統合ポイントを選択］オプションを選択し、UCMDB と統合ポイントの両方を選択します。［OK］を
クリックします。
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7. ［関連 CI を表示］をクリックします。CIの関連するSMレコードとUCMDB CIが表示されます。
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8. クエリ表示枠から各 SMレコードを選択し、［プロパティ］アイコン をクリックして詳細を表示しま

す。
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第3章 :マルチテナンシー (マルチカンパニー)の
セットアップ
UCMDB-SM統合はマルチテナンシー構成をサポートしており、これにより、ServiceManagerとUCMDB
の両システムが、会社 IDで構成アイテム (CI)と構成アイテム関係 (CIR)を追跡します。マルチテナン

シー構成では、統合をカスタマイズして、各テナントが自社の会社 IDに一致するCI とCIRのみを表示

して作業できるようにできます。マルチテナンシーは、複数のテナントにサービスとして構成管理を提供す

る管理サービスプロバイダ (MSP)向けです。

本章の内容

l 「マルチテナンシー (マルチカンパニー)のサポート」(66ページ)

l 「マルチテナンシーの要件」(73ページ)

l 「UCMDBでのマルチテナンシー統合のセットアップ」(73ページ)

l 「ServiceManagerでのマルチテナンシー統合のセットアップ」(76ページ)

マルチテナンシー (マルチカンパニー)のサポート
マルチテナンシーとは、ソフトウェアの単一のインスタンスが、サーバ上で実行され、複数のクライアント組

織 (テナントとも呼ばれます)の要求を処理している状況です。マルチテナンシーとは対照的にマルチイン

スタンスアーキテクチャでは、個別のソフトウェアインスタンスまたはハードウェアシステムが異なるクライアン

ト組織用にセットアップされます。

マルチテナントアーキテクチャを実装するときには、ソフトウェアアプリケーションはデータと構成を仮想的に

分割するように設計され、各クライアント組織はカスタマイズされた仮想アプリケーションインスタンスを使

用します。次の図は、マルチテナント統合のデプロイメントの例を示しています。
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UCMDBで構成されるすべてのテナントは、SM内の関連するテナントを使用します。UCMDBでテナント

が構成されていない場合、SMからUCMDBに構成を自動的に転送するためにテナント構成をアクティ

ブ化する必要があります。この手順は、システム管理者が1度だけ実行します。

UCMDBのテナント構成がすでに存在し、SMの構成が存在しない場合、UCMDBの構成に従って

SMテナントを手動で構成する必要があります。

UCMDB-SM統合でのマルチテナンシーの実装
SMは、マルチテナント構成での各テナントを記述する会社レコードを格納します。ServiceManagerシス

テムは、会社レコードの確定的なソースであり、すべての新しい会社 IDをUCMDBシステムにプッシュし

て UCMDB内に同等のエンティティを作成します。

SMは、マルチテナント構成で、各 CI と関係の会社 IDを追跡します。CIレコードは、そのCIレコードを

検出したUCMDBフィーダの会社 IDを継承します。関係レコードは、関係の親 CIの会社 IDを継承し

ます。

データ制限 SMセキュリティレイヤ
データ制限は、CI情報からの顧客 IDをフィルタ処理するために使用されるSMソフトウェアレイヤです。

SMは、データ制限を使用して、CIの会社 IDがオペレータの会社 IDに一致した場合にのみCIおよび

関係レコードがオペレータに表示されるようにします。データ制限で表示を制限すると、ServiceManager
での他のすべての関連レコード (変更依頼、インシデントなど)の表示も制限されます。

UCMDBに格納されるマルチテナント情報について
UCMDBシステムは、各 CI とCIRの会社 ID属性を格納します。会社 IDにより、UCMDBシステムが

CIデータの更新に使用するアダプタと同期スケジュールが決定します。各 CI と関係レコードは、1つの会

社 IDのみを取ることができます。UCMDBシステムは ServiceManagerシステムから会社 IDを取得しま

す。

複数のテナント (会社 )が同一のCIを共有する場合、各テナントはCIを記述する独自の一意な CIレ
コードを持ちます。実際には、UCMDBシステムは 1つの管理資産を追跡するために複数のCIレコード

を作成します。各テナントのCIレコードは、そのテナントに固有であり、その会社固有の会社 IDをリスト

します。

Service Managerに格納されるマルチテナント情報について
ServiceManagerは、マルチテナント構成での各テナントを記述する会社レコードを格納します。Service
Managerシステムは、会社 IDの確定的なソースであり、UCMDBシステムに新規情報と更新された情

報をプッシュします。

ServiceManagerは、マルチテナント構成で、各 CI と関係の会社 IDを追跡します。CIレコードは、その

CIレコードを検出したUCMDBフィーダの会社 IDを継承します。関係レコードは、関係の親 CIの会社

IDを継承します。
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ベストプラクティスの実装では、ServiceManagerは、データ制限を使用して、CIの会社 IDがオペレータ

の会社 IDに一致した場合にのみCIおよび関係レコードがオペレータに表示されるようにします。データ

制限で表示を制限すると、ServiceManagerでの他のすべての関連レコード (変更依頼、インシデントな

ど)の表示も制限されます。

一意の論理名
ServiceManagerでは、すべてのCIに一意の論理名があることが必要です。論理名生成プロセスで重

複する論理名の値が生成されると、ServiceManagerは、論理名の最後にアンダースコアと番号を付記

して論理名を一意にします。たとえば、2つのCIが論理名 mytesthostを取る場合、2番目のCIの名

前はmytesthost_1になります。重複するCIがもう 1つあれば、その名前はmytesthost_2になります。

会社レコードの同期
システムが、マルチテナンシーサポートの条件をすべて満たす場合、ServiceManagerはUCMDBシステ

ムに会社レコードの会社 IDをプッシュするためのスケジュールレコードを作成します。ServiceManager
は、UCMDBシステムに会社 IDをプッシュするかどうかの判定に次のルールを用います。

条件

テナント情報が

同期されるかどう

か

作成されるスケジュールレコー

ドと、UCMDB で行われるアク

ション

l UCMDB-SM統合が有効

l ServiceManagerでマルチカンパニーモードが

有効

l ServiceManagerで新しい会社レコードを作

成する

はい Synch Company with
UCMDB - <UCMDB
Company ID>

l 新しい会社 IDの追加

l UCMDB-SM統合が有効

l UCMDB と同期していない既存会社レコード

を更新する

l ServiceManagerでマルチカンパニーモードが

有効

はい Synch Company with
UCMDB - <UCMDB
Company ID>

l 新しい会社 IDの追加

l UCMDB-SM統合が有効

l ServiceManagerでマルチカンパニーモードが

有効

l UCMDB と同期している会社に対し、マルチ

カンパニーリストで会社を表示するオプションを

無効にする

はい Inactivate Company with
UCMDB - <UCMDB
Company ID>

l 既存の会社 IDの非アク

ティブ化

Service Manager がUCMDB と会社 ID を同期する条件
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条件

テナント情報が

同期されるかどう

か

作成されるスケジュールレコー

ドと、UCMDB で行われるアク

ション

l UCMDB-SM統合が有効

l ServiceManagerでマルチカンパニーモードが

有効

l 既存会社レコードに対し、UCMDB との再同

期を行うオプションを選択する

はい Synch Company with
UCMDB - <UCMDB
Company ID>

l 新しい会社 IDの追加

l UCMDB-SM統合が有効

l ServiceManagerでマルチカンパニーモードが

有効

l 非アクティブな会社に対し、マルチカンパニーリ

ストで会社を表示するオプションを有効にする

はい Synch Company with
UCMDB - <UCMDB
Company ID>

l 会社 IDの再アクティブ化

l UCMDB-SM統合が無効

l ServiceManagerでマルチカンパニーモードが

有効

l UCMDB とすでに同期されている既存会社レ

コードを更新する

いいえ なし

l UCMDB-SM統合が無効

l ServiceManagerでマルチカンパニーモードが

有効

l ServiceManagerで新しい会社レコードを作

成する

いいえ なし

l UCMDB-SM統合が有効

l ServiceManagerでマルチカンパニーモードが

有効

l UCMDBと同期していない会社に対し、マル

チカンパニーリストで会社を表示するオプション

を無効にする

いいえ なし

Service Manager がUCMDB と会社 ID を同期する条件 (続き)
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条件

テナント情報が

同期されるかどう

か

作成されるスケジュールレコー

ドと、UCMDB で行われるアク

ション

l UCMDB-SM統合が有効

l ServiceManagerでマルチカンパニーモードが

無効

l ServiceManagerで新しい会社レコードを作

成する

いいえ なし

Service Manager がUCMDB と会社 ID を同期する条件 (続き)

UCMDB顧客 ID

マルチテナンシーの統合を有効にすると、ServiceManagerで各会社レコードに［UCMDB顧客 ID］とい
う新しいフィールドが表示されます。UCMDB と会社レコードを同期するには、まずこのフィールドの値を入

力する必要があります。UCMDB顧客 ID値を入力すると、このフィールドは読み取り専用になります。

会社のUCMDB顧客 IDは、一度設定すると変更できません。

このフィールドには、10文字までの数字データのみを入力できます。ServiceManagerではフィールド値は

一意の正の整数である必要があります。重複した値を入力したり、小数、負の数、ゼロを使用すること

はできません。

UCMDBシステムは、単一テナントモードで実行時にはUCMDB顧客 ID として自動的に 1を使用しま

す。ServiceManagerの会社にこのUCMDB顧客 ID値を割り当てることで、マルチテナント実装でこの

デフォルト値を再使用できます。出荷時設定では、UCMDB顧客 IDが1のServiceManager会社は

ありません。

UCMDBユーザ IDとパスワード

マルチテナンシーの統合を有効にすると、ServiceManagerでは各会社レコードに［UCMDBユーザ ID］と
［UCMDBパスワード］という 2つの新しいフィールドが表示されます。これらのフィールドを使用することで、

［実際のステータス］セクションの情報を要求するときにServiceManagerが使用する接続情報を指定で

きます。これらのフィールドに入力するユーザ名とパスワードは、UCMDBシステムで有効である必要があり

ます。

会社情報レコードに入力されるユーザ名とパスワードは、システム情報レコードに入力されるユーザ名と

パスワードより優先されます。これにより、管理サービスプロバイダは、テナント別ベースで UCMDBシステ

ムへのアクセスを制御できます。会社固有のUCMDBユーザ名とパスワードを入力しない場合、Service
Managerではシステム情報レコードに入力された資格情報が使用されます。

会社コード

マルチテナンシーの統合では、各会社レコードが一意の会社コード (会社フィールド )値を取る必要があ

ります。会社コードは必須フィールドであるため、既存の会社レコードには会社コード値が必要です。た

だし、各会社レコードに一意の会社コード値があることを確認する必要があります。
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UCMDB-SM統合用のServiceManager拡張汎用アダプタを使用する場合は、

ServiceManagerEnhancedAdapter9-x/mappings/scripts/SMUtils.groovy ファイルで次の形式を使用し

て会社コードを定義する必要があります (マッピングエントリの区切りにコンマを使用します)。

["<UCMDB Company 1 Code>":"<SMCompany 1 Code>", "<UCMDB Company 2 Code>":"<SM
Company 2 Code>"]

例：["1":"hp", "2":"sap"]

注意 :マルチテナンシーの統合を有効にした後は、会社コード値は変更できません。変更すると、

ServiceManagerデータが同期されなくなるためです。

CI調整ルール

マルチテナンシーが有効である場合、ServiceManagerは、データプッシュジョブの会社 ID と一致する会

社 IDを持つCIのみを調整します。たとえば、会社 2からCIをプッシュする際は、会社番号 2に対応す

る会社コードのServiceManager CIレコードにのみ調整ルールが適用されます。

CIおよび CI関係レコードにプッシュされる会社情報

マルチテナンシーの統合を有効にすると、ServiceManagerがデータプッシュ時にSM会社コード値をCI
および関係レコードに挿入します。ServiceManagerはUCMDB顧客 IDを使用して、一致するSM会

社コード値を検索します。

インシデントレコードに複製される会社情報

マルチテナンシーの統合を有効にし、UCMDBが新規 CI、更新されたCI、削除されたCIを検出したと

きにインシデントを作成するオプションを選択すると、ServiceManagerは、レプリケーション時にインシデン

トレコードにSM会社コード値を挿入します。ServiceManagerはUCMDB顧客 IDを使用して、一致

するSM会社コード値を検索します。

スケジュールレコード

ServiceManagerは、problemスケジュールプロセスを使用して、UCMDBシステムへの会社 IDの同期

を管理します。［システムステータス］フォームからproblemスケジュールプロセスを手動で有効にすること

ができます。

表「 ServiceManagerがUCMDB と会社 IDを同期する条件」(68ページ)に示した同期の条件が満たさ

れる場合、ServiceManagerによって、「Synch Company with UCMDB - <UCMDB Company ID>」スケ

ジュールレコード (“Synch Company with UCMDB - 1234567890“ など)が作成されます。会社を非アク

ティブにすると、ServiceManagerによって、「Inactivate Company with UCMDB - <UCMDB Company
ID>」スケジュールレコード (“Inactivate Company with UCMDB - 1234567890”など)が作成されます。

problemスケジュールプロセスは、次回のバックグラウンド処理の際に新しいスケジュールレコードを処理

します。

ServiceManagerシステムが何らかの理由で UCMDBシステムに接続できない場合、次のスケジュール

間隔 (出荷時設定での間隔は 5分間 )に会社の同期を再スケジュールします。problemスケジュールプ

ロセスは、再スケジュールされたステータスでスケジュールレコードを更新します。ServiceManagerシステ
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ムがUCMDBシステムに接続中にその他のエラーメッセージを受信すると、スケジュールレコードは、

「application failed due to error - check msglog for possible messages」ステータスに更新されます。

テナント固有の検出イベントマネージャ (DEM)ルール
マルチテナンシーのUCMDB-SM統合では、条件フィールド機能を実装することで、特定のテナントに固

有のSMDEMルールを作成できます。

テナントルールは、SMテナントの構成要件によって異なります。UCMDBからSMにプッシュされる各レ

コード情報タイプ用に、異なるテナントで異なるDEMテナントルールを構成できます。

各テナントには独自の要件のセットが存在する可能性があり、そのために統合を介して異なるプロセスを

実装する場合があります。

たとえば、SMに直接 CIを追加したいと考えるテナントもあれば、各 CIについて変更をオープンしたいと

考えるテナントもあります。

次の表に、これを実現する方法について説明するサンプルのDEMルールセットを示します。

DEM ルール ID
新規 CI に対するアク

ション 条件

ucmdbNode_advantage CIの追加 company in $L.file=”advantage”

ucmdbNode_hp 変更の作成 company in $L.file=”HP”

テナント固有 DEM ルール

注 : DEM ルール

DEMルールを作成するときには、必ず各テナント用に個別のDEMルールを作成してください。

マルチテナンシーのユースケース

次の表では、さまざまなデプロイメントの状況で、マルチテナンシーの問題に対処するために実行する必

要があるアクションについて説明します。

デプロイメント統

合のタイプ 説明

マルチテナンシー

ルールがある

UCMDB

マルチテナンシー

ルールがないSM

UCMDBには既存のマルチテナンシールールが存在し、SMではマルチテナンシー

ルールが構成されていないUCMDB-SMのデプロイメントを実装するときには、

ユーザがUCMDBのルールに従い、手動で SM内にマルチテナンシールールを作

成します。

マルチテナンシーのユースケース
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デプロイメント統

合のタイプ 説明

マルチテナンシー

ルールがあるSM

マルチテナンシー

ルールがない

UCMDB

SMでは既存のマルチテナンシールールが構成され、UCMDBではマルチテナン

シールールが構成されていないUCMDB-SMのデプロイメントを実装するときに

は、ユーザが前にSMで構成したルールに従い、手動で UCMDB内にマルチテナ

ンシールールを作成します。

マルチテナンシー

ルールがない

UCMDB

マルチテナンシー

ルールがないSM

UCMDBまたは SMでマルチテナンシールールが構成されていないUCMDB-SM
のデプロイメントを実装するときには、ユーザがSMでルールを構成します。

ユーザは、SMマルチテナンシーウィザードを使用して構成を行うときに、UCMDB
内に対応するテナント構成を作成できます。ユーザは、SM内に対応するテナント

構成を作成することで、UCMDB内に対応するテナントを作成することもできま

す。

マルチテナンシーのユースケース (続き)

マルチテナンシーの要件
統合がマルチテナンシーをサポートするには、システムが以下の要件を満たす必要があります。

l HP Universal CMDBバージョン 8.02以降

l HP ServiceManagerバージョン 9.20以降

l UCMDB とServiceManager間の統合が有効であること

l ServiceManagerシステム上でマルチカンパニーモードが有効であること

l ServiceManager上で problemスケジュールプロセスが動作していること

マルチテナンシーの統合の詳細については、HPソフトウェアサポートオンラインWebサイトまたは Service
Managerのヘルプを参照してください。

UCMDBでのマルチテナンシー統合のセットアップ
マルチテナンシーの統合をセットアップするには、UCMDBで次のタスクを実行する必要があります。

1. 統合がサポートする各テナントに、個別のData Flow Probeをインストールします。
「各テナントに個別のData Flow Probeをインストールする方法」(74ページ)を参照してください。

2. テナント固有 Data Flow Probeを起動します。
「テナント固有のData Flow Probeを起動する方法」(75ページ)を参照してください。
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3. テナント固有 Data Flow Probeの IPアドレス範囲を設定します。
「テナント固有のData Flow Probeの IP範囲を構成する方法」(76ページ)を参照してください。

注意 :統合で ServiceManager拡張汎用アダプタを使用している場合、ポピュレーションではマルチ

テナンシーはサポートされません。

各テナントに個別のData Flow Probeをインストールする方
法
マルチテナント構成をサポートする場合、各テナントごとに個別のデータプローブをインストールする必要が

あります。出荷時設定では、UCMDBインストーラは 1つのData Flow Probeとサービスのみをインストー

ルします。

追加のData Flow Probeをインストールしてオペレーティングシステムのコマンドプロンプトから起動するに

は：

1. 管理者として UCMDBシステムのホストにログインします。

2. システムディスクドライブにHP Universal CMDB SetupWindows DVDを挿入します。

3. Data Flow Probeインストーラ (HPUCMDB_DataFlowProbe_x.xx.exe)を起動します。

4. 画面の指示に従ってウィザードを完了します。この際、インストールする各 Data Flow Probeには次

の値を使用します。
a. 各インストールフォルダの一意なパスを入力します。

b. 各 Data Flow Probeに、同一のUCMDBアプリケーションサーバアドレスを使用します。

c. 有効な Data Flow Probeアドレスを入力します。

d. 各 Data Flow Probe識別子の一意な名前を入力します。

e. 各プローブに、一意な顧客のData Flow Probeドメインを作成します (［標準設定のUCMDB
ドメインを使用］オプションをクリアします)。

f. 各プローブには、同じプローブゲートウェイとプローブマネージャ設定を使用します (結合プロセ

ス、または独立プロセスの使用など)。

完全なインストールの手順については、『HP Universal CMDBデプロイメントガイド』を参照してくだ

さい。

5. インストールする各 Data Flow Probeについて、手順 3と手順 4を繰り返します。

6. テキストエディタで、プローブのDiscoveryProbe.propertiesファイルを開きます。デフォルトで、この

ファイルは次のフォルダに配置されています：
<UCMDB インストールフォルダ>\<Data Flow Probe インストールフォルダ>\conf
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たとえば、C:\hp\UCMDB\DataFlowProbe\confなどです。

注 : <Data Flow Probeのインストールフォルダ>は、テナントごとに一意である必要があります。

7. 設定ファイルで次のプロパティを編集します。

プロパティ 値

serverName UCMDBサーバの名前を確認します

customerId このData Flow Probeがサポートするテナントの顧客 ID
を入力します

appilog.collectors.probe.name プローブ名が、サーバ+テナント IDなどのように一意であ

ることを確認します

applilog.collectors.domain Data Flow Probe名を確認します

appilog.collectors.local.ip Data Flow Probeゲートウェイ名を確認します

appilog.collectors.probe.ip Data Flow Probeマネージャ名を確認します

appilog.collectors.rmi.port 各プローブに対して一意なポートを入力します

appilog.collectors.rmi.gw.port 各プローブに対して一意なポートを入力します

appilog.collectors.probe.html.port 各プローブに対して一意なポートを入力します

appilog.collectors.local.html.port 各プローブに対して一意なポートを入力します

appilog.collectors.ProbeUseSpecific

RMIPortFrom

各プローブに対して一意なポートを入力します。「0」を入

力するとシステムが自動的にポートを選択します

appilog.collectors.bigBrother.port 各プローブに対して一意なポートを入力します

各テナントに設定するディスカバリプローブプロパティ

8. 設定ファイルを保存します。

9. 各テナントのData Flow Probeについて、手順 6から手順 8を繰り返します。

テナント固有のData Flow Probeを起動する方法
テナント固有のData Flow Probeを起動するには：

1. OSのコマンドプロンプトを開き、プローブのbinフォルダに移動します。

C:\hp\UCMDB\DataFlowProbe1\binなどです。
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2. 「gateway console」と入力します。

3. 起動する各 Data Flow Probeについて、手順 1と手順 2を繰り返します。

テナント固有のData Flow Probeの IP範囲を構成する方
法
テナント固有のData Flow Probeの IP範囲を構成するには：

1. 構成するData Flow Probeのテナントの会社 IDを使用し、管理者として UCMDBにログインしま

す。

2. ［データ フロー管理］>［Data Flow Probe設定］を選択します。

3. 起動するプローブが含まれるData Flow Probeドメインを展開します。［Customer2］などです。

4. プローブノードを展開し、起動するData Flow Probeを選択します。［Probe2Customer2］などで

す。

5. ［IP 範囲を追加］アイコン をクリックします。

6. Data Flow Probeがスキャンする IP範囲を入力します。オプションで、除外する IP範囲を追加しま

す。

7. ［OK］をクリックして、 IP範囲を保存します。

8. 構成する各 Data Flow Probeについて、手順 1から手順 7を繰り返します。

Service Managerでのマルチテナンシー統合のセット
アップ
マルチテナンシー統合をセットアップするには、ServiceManagerで次のタスクを実行する必要があります。
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マルチテナンシーサポートは、テナントに対してサービスとして構成管理を行う管理サービスプロバイダ

(MSP)を対象とした統合のオプション機能です。マルチテナンシー構成では、各 CI とCIRレコードは対

応する会社 IDを持ちます。出荷時設定のServiceManagerでは、すべてのオペレータはどの会社 IDで

あっても CIデータを表示できます。会社 IDで CIデータへのアクセスを制限するには、データ制限を有効

にし、［会社 ID］フィールドを制限用クエリで使用する必要があります。マルチカンパニーモードとデータ制

限の詳細については、ServiceManagerのヘルプを参照してください。

統合でマルチテナンシーサポートを有効にするには、ServiceManagerで次のタスクを完了する必要があ

ります。

1. スケジュールプロセスを開始します。
「スケジュールプロセスを開始する方法 」(77ページ)を参照してください。

2. ServiceManagerシステム情報レコードを構成します。
「ServiceManagerシステム情報レコードを構成する方法」(78ページ)を参照してください。

3. 会社レコードにテナント固有のUCMDB ID とパスワード値を追加します (オプション)。
「テナント固有 UCMDBユーザ ID とパスワード値の追加方法」(79ページ)を参照してください。

4. 既存の会社レコードにUCMDB顧客 IDを追加します。
「UCMDB顧客 ID値を既存の会社に追加する方法」(80ページ)を参照してください。

5. 既存の会社レコードをUCMDB と同期します。
「ServiceManagerからUCMDBに既存の会社を同期する方法」(80ページ)を参照してください。

6. ServiceManagerによって会社レコードがUCMDB と同期したことを確認します (オプション)。
「会社情報がUCMDBにあるかどうかを確認する方法」(81ページ)を参照してください。

7. 既存の会社レコードをUCMDB と再同期します (必要な場合 )。
「既存の会社をUCMDB と再同期する方法」(82ページ)を参照してください。

8. 統合に含めない会社レコードを非アクティブ化します (必要な場合 )。
「同期された会社を非アクティブにする方法」(82ページ)を参照してください。

9. 統合に含める非アクティブな会社レコードを再アクティブ化します (必要な場合 )。
「非アクティブな会社を再度アクティブにする方法」(83ページ)を参照してください。

10. テナント固有 DEMルールを追加します。
「テナント固有 DEMルールの追加方法」(83ページ)を参照してください。

スケジュールプロセスを開始する方法
この統合では、ServiceManagerからUCMDBに会社レコードを同期するために problemスケジュール

プロセスを必要とします。会社レコードを同期する前に、このプロセスが開始されていることを確認します。

［problem］スケジュールプロセスを開始するには：
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1. システム管理者として ServiceManagerにログインします。

2. システムナビゲータの［システムステータス］をクリックします。
現在開始されているスケジュールのリストが表示されます。

3. ［表示のリフレッシュ］ボタンをクリックしてリストを更新します。

4. problemスケジュールプロセスがリストにない場合は、次の手順を実行します。
a. ［スケジューラの開始］ボタンをクリックします。

b. ［problem］スケジュールプロセスをダブルクリックします。

problemスケジュールプロセスが開始されたことを示すメッセージが表示されます。

Service Managerシステム情報レコードを構成する方法
統合でマルチテナンシーを有効にするには、ServiceManagerシステム情報レコードに追加情報を入力

する必要があります。

注意 :マルチテナンシーのサポートを有効にするには、HP Universal CMDBバージョン 8.02以降を

使用する必要があります。それよりも前のバージョンのHP Universal CMDBでは、マルチテナンシー

モードで実行しようとすると、エラーメッセージが表示されます。

ServiceManagerシステム情報レコードで追加情報を入力するには：

1. システム管理者として ServiceManagerにログインします。

2. ［システム管理］>［ベースシステム構成］>［その他］>［システム情報レコード］に移動します。

3. ［全般］タブをクリックします。

4. ［マルチカンパニーモードで実行する］オプションを有効にします。

5. ［アクティブ統合］タブをクリックします。

6. ［HP Universal CMDB］オプションを選択します。
フォームに［UCMDBWebサービスURL］フィールドが表示されます。

7. ［UCMDBWebサービスURL］フィールドに、CIの同期 WebサービスAPIのURLを入力します。

URL、は次の形式です：
http://<UCMDB server name>:<port>/axis2/services/ucmdbSMService

<UCMDB server name>にはUCMDBサーバのホスト名、<port>にはUCMDBサーバが使用する

通信ポートを入力します。

8. ［ユーザ ID］と［パスワード］に、UCMDBシステム上で CIを管理するのに必要なユーザ資格情報を

入力します。たとえば、出荷時設定の資格情報は「admin/admin」です。
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9. ［マルチテナント WebサービスURL］フィールドに、会社 IDの同期 WebサービスAPIのURLを入

力します。URL、は次の形式です：
http://<UCMDB server name>:<port>/axis2/services/UcmdbManagementService

<UCMDB server name>にはUCMDBサーバのホスト名、<port>にはUCMDBサーバが使用する

通信ポートを入力します。

10. UCMDBシステムで会社 IDを同期するのに必要なユーザ名とパスワードを入力します。たとえば、

UCMDBの出荷時設定のシステム管理者用資格情報は「sysadmin/sysadmin」です。

11. ［保存］をクリックします。ServiceManagerのメッセージが表示されます。「情報レコードは更新されま

した。」と表示されます。

12. ServiceManagerシステムからログアウトし、管理者アカウントでログインし直します。

13. ［システムステータス］>［表示オプション］>［すべてのタスク］をクリックします。

14. problemスケジュールプロセスの隣にある［コマンド］フィールドに「k」と入力し、［コマンドの実行］をク

リックします。problemスケジュールプロセスが終了するまで、数分待ちます。

15. ［スケジューラの開始］をクリックします。

16. ［problem］スケジュールプロセスをダブルクリックします。これで、システムはUCMDB向けマルチテナ

ンシーをサポートするようになります。

テナント固有 UCMDBユーザ ID とパスワード値の追加方法
［実際のステータス］セクションの情報を要求するときにServiceManagerが使用する、テナント固有の

UCMDBユーザ名とパスワードを入力できます。資格情報がない場合、ServiceManagerはすべてのテ

ナントに対して、システム情報レコードにある資格情報を使用します。

注 :会社レコードに入力する資格情報は、システム情報レコードに入力する資格情報より優先さ

れます。［UCMDBユーザ ID］と［UCMDBパスワード］フィールドは、マルチテナンシーの統合を有効

にしている場合のみ利用可能です。

テナント固有 UCMDBユーザ名とパスワードを追加するには：

1. システム管理者として ServiceManagerにログインします。

2. ［システム管理］>［ベースシステム構成］>［会社］を選択します。

3. 会社レコードの検索に使用する検索基準を入力します。すべての会社レコードを検索するには、

検索フォームを空欄にしておきます。

4. ［検索］をクリックします。

5. ［UCMDBユーザ ID］フィールドに、この会社がUCMDBに接続するのに使用するユーザ名を入力

します。
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6. ［UCMDBパスワード］フィールドに、このUCMDBユーザ名のパスワードを入力します。

7. ［保存］をクリックします。

8. 資格情報を入力する各会社について、手順 3から手順 7を繰り返します。

UCMDB顧客 ID値を既存の会社に追加する方法
次のステップを使用して、既存のServiceManager会社レコードにUCMDB顧客 IDを追加します。

1. システム管理者として ServiceManagerにログインします。

2. ［システム管理］>［ベースシステム構成］>［会社］を選択します。

3. 会社レコードの検索に使用する検索基準を入力します。すべての会社レコードを検索するには、

検索フォームを空欄にしておきます。

4. ［検索］をクリックします。

5. ［UCMDB顧客 ID］フィールドに、この会社の数値を入力します。

6. ［保存］をクリックします。

7. レコードをUCMDB と同期することを確認するプロンプトが表示されます。会社を今すぐ同期するに

は［はい］、会社を後で同期するには［いいえ］をクリックします。

8. ［次へ］をクリックして、レコードリストの次の会社に移動します。

9. レコードリスト内の各会社について、手順 5～ 8を繰り返します。

Service ManagerからUCMDBに既存の会社を同期する方
法
ServiceManagerシステムに、マルチテナンシーの統合で使用する会社レコードがすでに含まれている場

合があります。

ServiceManagerで UCMDBにまだ同期していない会社レコード内のフィールドを更新する場合、会社

をUCMDBに同期するかどうかのプロンプトが表示されます。

注 :マルチカンパニーリストに会社を表示するオプションを無効にしている場合、または会社に関連

する保留中のスケジュールレコードがある場合、会社レコードの同期は求められません。詳細につい

ては、「同期された会社を非アクティブにする方法」(82ページ)を参照してください。

本タスクの手順は次のとおりです。
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1. システム管理者として ServiceManagerにログインします。

2. ［システム管理］>［ベースシステム構成］>［会社］を選択します。

3. 会社レコードの検索に使用する検索基準を入力します。すべての会社レコードを検索するには、

検索フォームを空欄にしておきます。

4. ［検索］をクリックします。

5. 更新する会社レコードを選択します。

6. 会社レコードを更新します。

7. ［保存］をクリックします。レコードをUCMDB と同期することを確認するプロンプトが表示されます。

注 :同期を実行するかどうかにかかわらず、会社レコードは保存されます。

会社情報がUCMDBにあるかどうかを確認する方法
マルチテナンシーの統合が有効である場合、ServiceManagerの各会社レコードに、UCMDB顧客 ID
がUCMDBシステムと同期済みかどうかを示す読み取り専用フィールドが表示されます。

注 : ［UCMDB顧客 ID］フィールドは、マルチテナントのUCMDB統合が有効である場合のみ表示

されます。

UCMDBに会社情報があるかどうかを確認するには：

1. システム管理者として ServiceManagerにログインします。

2. ［システム管理］>［ベースシステム構成］>［会社］を選択します。

3. 会社レコードの検索に使用する検索基準を入力します。すべての会社レコードを検索するには、

検索フォームを空欄にしておきます。

4. ［検索］をクリックします。

5. ［UCMDB と同期］フィールドのステータスを確認します。
チェックボックスがオンである場合、ServiceManagerとUCMDBシステムの会社 IDはすでに同期済

みです。チェックボックスがオフである場合、ServiceManagerはまだUCMDBシステムにこの会社を

追加していません。

注 :同期障害の詳細については、「スケジュールレコード」(71ページ)を参照してください。
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既存の会社を UCMDBと再同期する方法
なんらかの理由で UCMDBデータを失った場合、ServiceManagerでは、会社レコードをUCMDBシス

テムと再同期することができます。たとえば、統合テスト中にUCMDBデータを意図的に削除した場合

や、障害後にデータを復旧する必要がある場合などです。UCMDB との再同期オプションを使用すること

で、強制的にServiceManagerの会社をUCMDBシステムと同期させることができます。

既存の会社をUCMDB と再同期するには：

1. システム管理者として ServiceManagerにログインします。

2. ［システム管理］>［ベースシステム構成］>［会社］を選択します。

3. 会社レコードの検索に使用する検索基準を入力します。すべての会社レコードを検索するには、

検索フォームを空欄にしておきます。

4. ［検索］をクリックします。

5. 同期する会社レコードを選択します。

6. ［UCMDB と同期］チェックボックスの隣にある［再同期］ボタンをクリックします。

注 : ［再同期］ボタンが利用できる会社レコードは、UCMDB とすでに同期済みで、［UCMDB と同

期］チェックボックスがオンである会社レコードのみです。UCMDBシステムにこの ID値の会社がすで

に存在している場合、再同期要求は無視されます。ServiceManagerで会社をUCMDB と再同

期する既存のスケジュールレコードが存在する場合にも、再同期要求は無視されます。この場合、

「この会社を UCMDB と再同期させるためのスケジュールレコードはすでに追加されています。」という

メッセージが表示されます。

同期された会社を非アクティブにする方法
会社レコードをUCMDB と同期すると、そのレコードは削除できなくなります。その代わり、会社レコードを

非アクティブ化することができます。これにより、UCMDBシステムはそれ以降、その会社のCIの更新をす

べて停止します。その会社のあらゆる既存のCIデータはまだUCMDBシステムに存在し、非アクティブな

UCMDB顧客 IDに関連付けられていますが、これ以降はUCMDBシステムにおいてこの会社とその関

連 CIは両方とも表示されなくなります。

同期された会社を非アクティブ化するには：

1. システム管理者として ServiceManagerにログインします。

2. ［システム管理］>［ベースシステム構成］>［会社］を選択します。

3. 会社レコードの検索に使用する検索基準を入力します。すべての会社レコードを検索するには、

検索フォームを空欄にしておきます。

4. ［検索］をクリックします。

5. 非アクティブ化する会社レコードを選択します。
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6. ［マルチカンパニーモード時に会社をリストに表示］で［いいえ］を選択します。

7. ［保存］をクリックします。

8. この会社が以前にUCMDB と同期された場合、ServiceManagerでは非アクティブにすることを確

認するプロンプトが表示されます。

9. 非アクティブにするには［はい］、変更をキャンセルするには［いいえ］をクリックします。

非アクティブな会社を再度アクティブにする方法
ServiceManagerシステムで非アクティブな会社を再度アクティブにして、マルチテナンシーの統合に含め

ることができます。UCMDBがこの会社の任意のCI更新を処理できるようにするため、会社をUCMDB
と同期する必要もあります。

非アクティブな会社を再度アクティブにするは：

1. システム管理者として ServiceManagerにログインします。

2. ［システム管理］>［ベースシステム構成］>［会社］を選択します。

3. 会社レコードの検索に使用する検索基準を入力します。すべての会社レコードを検索するには、

検索フォームを空欄にしておきます。

4. ［検索］をクリックします。

5. 再度アクティブにする会社レコードを選択します。

6. ［マルチカンパニーモード時に会社をリストに表示］で［はい］を選択します。

7. ［保存］をクリックします。ServiceManagerで UCMDBの会社を再度アクティブにすることを確認する

プロンプトが表示されます。

8. ［はい］をクリックします。ServiceManagerにより、会社を再度アクティブにするスケジュールレコードが

作成されます。

テナント固有 DEMルールの追加方法
UCMDB-SMマルチテナンシー統合では、条件フィールドを使用することにより、特定のテナントに固有の

DEMルールを作成できます。たとえば、ServiceManagerに直接 CIを追加したいと考えるテナントもあれ

ば、各 CIについて変更をオープンしたいと考えるテナントもあります。次のサンプルDEMルールで、この

方法を示します。

DEM ルール ID
新規 CI に対するアクショ

ン 条件

ucmdbNode_advantage CIの追加 company in $L.file="advantage"

テナント固有 DEM ルール
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DEM ルール ID
新規 CI に対するアクショ

ン 条件

ucmdbNode_hp 変更の作成 company in $L.file="HP"

テナント固有 DEM ルール (続き)

ヒント :各テナントごとに独立したDEMルールを作成することがベストプラクティスです。
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第4章 :標準およびベストプラクティス
本章の内容

l 「UCMDB-SM構成のベストプラクティス」(85ページ)

l 「よく寄せられる質問」(97ページ)

UCMDB-SM構成のベストプラクティス
本項では、さまざまな環境でこの統合の実装を成功させるためのベストプラクティスと推奨事項について

説明します。本項では、UCMDB-SM統合の性能を高めるための重要な知識と手法を紹介し、さらに

一般的な問題の解決策および回避策についても説明します。具体的なシステム要件と設定はシステ

ム環境によって異なるので、これらのベストプラクティスと推奨事項は実装ごとに少々異なる場合がありま

す。

本項の内容

l 「CI名のマッピングに関する考慮事項」(85ページ)

l 「双方向データ同期に関する推奨事項」(86ページ)

l 「プッシュのスケジュールに関する推奨事項」(88ページ)

l 「クラスタ化された環境でのプッシュ」(89ページ)

l 「初期ロードの構成」(91ページ)

l 「差分ロード DEMルールを構成する方法」(95ページ)

l 「プッシュの障害検出およびリカバリ」(96ページ)

l 「Lightweight Single Sign-On (LW-SSO)構成を有効にする方法」(97ページ)

CI名のマッピングに関する考慮事項
UCMDBでは重複するCI名が許可されますが、ServiceManagerでは一意の論理名が必要です。

UCMDB CIをプッシュする前に、それらのCI名の正しいマッピングを定義する必要があります。たとえば、

多くのUCMDB CI (実行中のソフトウェア、CRG、スイッチ、ルータタイプのCIなど)に同じ表示ラベルが

付けられます。

UCMDB CIをプッシュするときにServiceManagerで重複するCI名が発生しないようにするために、出

荷時設定で次のマッピングが提供されます。
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CRG マッピング

出荷時設定のUCMDB CRGレコードは、次のようにServiceManagerにマップされます。

l CRGのクラスタが存在する場合は、CRGは次のCIの論理名にマップされます。<Cluster display
label>_<CRG display label>;

l CRGのクラスタは存在しないが、複数の IPアドレスがある場合、CRGは次の論理名にマップされま

す (ここで IPアドレスはアルファベット順でソートされます)。
<IpAddress1>_..._<IpAddressN>.<authoritativeDnsName>_<CRG display label>
(IpAddress.authoritativeDnsNameが存在する場合 )

<IpAddress1>_..._<IpAddressN>_<CRG display label> (IpAddress.authoritativeDnsNameが存在

しない場合 )

l CRGのクラスタも IPアドレスも存在しない場合、<CRG display label>に直接マップされます。

実行中のソフトウェアのマッピング

実行中のソフトウェアCIは、ServiceManager CIにマップされるときに次のようにルートコンテナノード表

示ラベルのプリフィックスが付けられます。<Node display label>_<Running Software display label>

スイッチとルータのマッピング

UCMDBのスイッチまたはルータタイプのCIレコードは、ServiceManager CIにマップされるときに次のよう

にMACアドレスのプリフィックスが付けられます。<MACAddress1>_..._<MACAddressN>_<Switch or
Router display label>。ここでMACアドレスはアルファベット順でソートされます。

双方向データ同期に関する推奨事項
UCMDB-SM統合は、UCMDB とServiceManager (SM)間の双方向データ同期をサポートします。

データプッシュおよびポピュレーションの機能の誤った使用が原因で発生する不要な問題を回避するため

に、以下のベストプラクティスに従うことをお勧めします。

l UCMDBが自動的に検出できるCIまたはCI関係の場合、UCMDBをデータソースとして使用しま

す。それらをServiceManagerで変更しないでください。代わりに常にUCMDBでそれらの変更を検

出して変更をSMにプッシュするようにします。

l UCMDBが自動的に検出できないCIまたはCI関係の場合、SMをデータソースとして使用します。

それらをUCMDBで変更しないでください。代わりに常にSMでそれらを変更し、変更をUCMDBに

ポピュレートします。

l SMですでに作成され、UCMDBが自動的に検出できるCIまたはCI関係の場合、ポピュレーション

を 1回実行し、それらをUCMDBに同期してからUCMDBをデータソースとして使用します。

注意 : これらのベストプラクティスに従わない場合、次のような問題が発生する可能性があります。

問題 1：
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(ポピュレーションアダプタ) ：CIまたはCI関係がUCMDBからプッシュされた後に、最初にそれらをポ

ピュレーションで UCMDBに戻さずにSMでそれらのレコードを直接変更した場合、変更をUCMDB
にポピュレートできません。

回避策：

これらのUCMDBレコードをSMで変更することは推奨されません。ただし、この操作が必要な場合

は、次の手順を実行してこの問題を解決できます。すべてのレコードがSMにプッシュされた後で、

最初にUCMDBにそれらをポピュレーションで戻してから、SMで変更を加えます。このようにすること

で、変更をUCMDBにポピュレートできるようになります。

問題 2：

(ポピュレーションアダプタ) ：ノード CI (node 1)と実行中のソフトウェアCIの間のComposition関係が

SMにプッシュされた後で、この関係のアップストリームCIを node 1から node 2に変更し、変更のポ

ピュレーションを実行してこの変更をポピュレートした場合、実行中のソフトウェアCIがUCMDBで

削除されます。

回避策：

SMで実行中のソフトウェアのコンテナを直接置き換える代わりに、UCMDBで実行中のソフトウェア

を削除して、新しい実行中のソフトウェアを作成することをお勧めします。問題が発生する操作を回

避できない場合は、次の手順を実行します。

関係のアップストリームCIを node 1から node 2に変更した後で、変更のポピュレーションを直接実

行しないようにします。この問題を回避するには、次の手順に従います。

1. SMで実行中のソフトウェアCIを更新します (または更新済みとしてマークするために単に保存

します)。

2. 実行中のソフトウェアCIの変更のポピュレーションを実行します。これにより、node 2 (UCMDB
内にまだ存在していない場合 )およびnode 2とこの実行中のソフトウェアCIの間の新しい

Composition関係が作成されます。

3. 差分ポピュレーションを実行して、関係の変更をUCMDBに同期します。node 1と実行中の

ソフトウェアCIの間の関係が削除され、手順 2で作成した新しい関係が残ります。

関係のアップストリームCIを node 1から node 2に変更した後で差分ポピュレーションを実行し、結

果として実行中のソフトウェアCIがUCMDBで削除された場合は、次の手順に従って問題を解決

します。

1. SMで実行中のソフトウェアCIを更新します (または更新済みとしてマークするために単に保存

します)。

2. 実行中のソフトウェアCIの変更のポピュレーションを実行します。これにより、実行中のソフト

ウェアCI、node 2 (UCMDB内にまだ存在していない場合 )、およびnode 2とこの実行中のソフ

トウェアCIの間の新しいComposition関係が作成されます。

Universal CMDB統合ガイド (ServiceManager拡張汎用アダプタ使用 )
第4章 :標準およびベストプラクティス

HP Service Manager (Service Manager 9.40、Universal CMDB 10.20 以降) 87 / 198 ページ



プッシュのスケジュールに関する推奨事項
プッシュジョブには 2つの主要な実行方法があります。プッシュジョブを手動で実行する方法とプッシュジョ

ブをスケジュールする方法です。

すべてのプッシュジョブは潜在的にUCMDBおよびSMシステムに負荷を発生させる可能性があるので、

HPでは、次のガイドラインに従うことを推奨しています。

スケジューラの時間枠

スケジューラの「時間枠」の概念の役割を理解することが重要です。プッシュジョブを実行すると、システム

のアクティビティが増加し、アプリケーションの応答時間に影響する可能性があります。ユーザが効果的に

アプリケーションを対話操作できるようにするために、HPでは次のガイドラインを推奨しています。

システムの負荷を減らすために、ピーク時以外の時間帯、できればシステムの使用率が最も低い時間

帯にUCMDBからSMへのプッシュが実行されるようにスケジュールします。

スケジュールの頻度

スケジュールの頻度を構成するときには、ビジネス要件を認識することが重要です。スケジュールの頻度

は、UCMDB とSMの間で同期する必要があるインフラストラクチャ環境の変更に依存します。

スケジュールの頻度は、最新のCI情報の利用に関するビジネス要件を基にして決定します。ほとんどの

実装では、日ごとに更新する必要があります。頻繁に変更される傾向がある小規模な ITシステムでス

ケジュールする際には、スケジュールの頻度の増加が必要になることがあります。

プッシュジョブの依存関係

UCMDBプッシュジョブは、相互の依存関係をサポートしません。各「プッシュジョブ」は、個別のタスクと見

なされ、ユーザはジョブの依存関係を定義できません。たとえば、1つのジョブが別のジョブに依存したり、

完了を待ってから次のジョブを実行したりすることはできません。

ServiceManagerに関係がプッシュされないことを回避するために、CI クエリとそれらが依存する関係クエ

リの両方が同じジョブ内に存在することが重要です。リスト内での各クエリの位置を変更して適切な実

行順序を定義することができます。次の図に例を示します。
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クラスタ化された環境でのプッシュ
クラスタ化された SM環境は、並列的に実行される複数のサーブレットと、利用可能なサーブレットに

ユーザの依頼をディスパッチするロードバランサで構成されます。SMロードバランサではなく、特定のサーブ

レットをポイントするようにUCMDB-SM統合を構成する必要があります。これを行うには、最初に専用の

Webサービスリスナを作成する必要があります。

本項の内容

l 「専用 Webサービス」(89ページ)

l 「クラスタ構成プロセスの手順」(89ページ)

l 「複数のSMプロセスの接続」(90ページ)

専用 Webサービス

水平スケーリングまたは垂直スケーリング用に構成された ServiceManagerシステムでは、ロードバランサ

を使用して、クライアントの接続要求を利用可能な SMプロセスにリダイレクトします。ただし、ほとんどの

Webサービスクライアントはリダイレクト要求を処理できないため、SMロードバランサをエンドポイント URL
として使用した場合は失敗しまします。

HPでは、Webサービス要求専用に 1つ以上のSMプロセスを作成することをお勧めします。ユーザは、

専用のServiceManagerプロセスに直接接続する関連する外部 Webサービスクライアントを構成する

必要があります。

クラスタ構成プロセスの手順

本項では、統合のクラスタ環境を構成する手順について説明します。

Webクライアントの構成方法

関連する外部 Webクライアントを構成するには：

1. ServiceManagerサービスを停止します。

2. sm.cfgファイルを開き、-debugnodeパラメータを使用して、Webサービス要求をリスンする専用の

SMプロセスを作成します。
次のエントリは、ポート 13085および13445上でリスンする専用のプロセスを作成します。

解説
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この部分的なコードは、SMクライアントがSMサービスに接続できるようにする各 SMプロセスリスナ

(Webサービス)のさまざまな設定を示しています。

行 01は、ロードバランサポート (13080)を定義します。

行 02および03は、非専用 SMクライアントがSMロードバランサによってリダイレクトされるSMポー

トを定義します。

行 04は、専用のSMクライアントによって使用される debugnodeポートを定義します。

注 : debugnodeパラメータ

debugnodeパラメータは、このServiceManagerプロセスへのクライアント接続要求を転送しないよう

にSMロードバランサに指示します。このプロセスに直接接続するクライアントのみがこのポートにアク

セスできます。

debugnodeの構成方法

debugnodeを構成するには：

1. SMサービスを開始します。

2. debugnodeで実行されているSMプロセスに直接接続する外部 Webサービスクライアントを構成し

ます。UCMDBを使用して統合を実行しているときには、SMのServiceManagerアダプタが

debugnodeポートに接続するように構成する必要があります。
たとえば、通常の接続の場合、エンドポイント URLを次のように設定します。

http://<fully qualified host name>:13085/SM/9/rest/<Service Name>

SSLで暗号化された接続の場合、URLを次のように設定します。

https://<fully qualified host name>:13445/SM/9/rest/<Service Name>

これらのクライアントには、UCMDB (プッシュのため)、Connect-It、その他のアプリケーションが含まれ

ます。

複数のSMプロセスの接続

パフォーマンスを向上させたい場合は、複数のServiceManagerプロセスに接続できます。統合は、

ServiceManagerの垂直ロードバランサ環境と水平ロードバランサ環境の両方をサポートします。

Webサービス要求専用の複数のSMプロセスを作成し、それらの専用のSMプロセスを使用して、統合

ポイントの［URL 上書き］フィールドを構成することができます。このフィールドの値 (存在する場合 )は、

［ホスト名 /IP］および［ポート］の設定を上書きします。

次に、このフィールドの値の例を示します。2つのSMプロセスに接続します。

http://<fully qualified host name1>:13080/SM/9/rest;http://<fully qualified host
name2>:13082/SM/9/rest
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初期ロードの構成
構成プロセスを開始する前に、UCMDBからSMに転送されるCIおよび関係のデータ量を評価し、デー

タ量に基づいて必要になる反復プロセスを確認する必要があります。

最初に、すべてのデータを 1回の処理でプッシュできるかどうかを確認する必要があります。これは、プッ

シュクエリに含まれるデータの量、およびこのデータをプッシュするのにかかる時間によって確認できます。

本項の内容

l 「シングルスレッド環境でのプッシュのパフォーマンス」(91ページ)

l 「マルチスレッドの実装」(92ページ)

l 「マルチスレッド環境でのプッシュのパフォーマンス」(93ページ)

l 「複数 SMプロセス環境でのプッシュのパフォーマンス」(93ページ)

l 「初期ロード用のSMDEMルールを設定する方法」(94ページ)

注 : この文書で示されるパフォーマンスデータは、HPで実行されたテストを基にしており、参考データ

としてのみ提供されます。統合のパフォーマンスは、実際の環境ではハードウェア構成によって大きく

異なる場合があります。

シングルスレッド環境でのプッシュのパフォーマンス

シングルスレッド環境で 22,500のUCMDBルート CI (クエリ内のルート )および関係をプッシュする場合、

約 1時間かかり、直線的に処理が実行されます。次の表を参照してください。

1時間の間にプッシュされるルート CI/CI 関係の数 sm.properties でのマルチスレッドの設定

22,500 number.of.concurent.sending.threads=1

min.objects.for.concurent.sending=50

number.of.chunks.per.thread=3

recommended.min.cis.per.chunk=50

シングルスレッド環境でのパフォーマンスデータ

UCMDBで sm.properties ファイルを表示または編集するには、［データ フロー管理］>［アダプタ管理］>
［ServiceManagerEnhancedAdapter9-x］>［構成ファイル］>［sm.properties］に移動します。

ルート CI と関係の数 /22,500

特定の環境でのプッシュの時間 (時間単位 )は次のように計算されます。

単一の計画済みクエリのプッシュが許可されている時間枠に違反する可能性がある場合は、データを複

数のクエリに分割する必要があります。各クエリは個別にプッシュする必要があります。

Universal CMDB統合ガイド (ServiceManager拡張汎用アダプタ使用 )
第4章 :標準およびベストプラクティス

HP Service Manager (Service Manager 9.40、Universal CMDB 10.20 以降) 91 / 198 ページ



このクエリの分割は、複数のクエリを作成し、データのフィルタリングを可能にする異なるノード条件を各ク

エリに設定することによって行います。すべてのクエリの最初のプッシュが完了したときに、初期ロードプロセ

スが完了します。

注 : ノード条件の適用

さまざまな SMの同期クエリにノード条件を適用するときには、すべての関連データがSMにコピーさ

れるようにすべての情報がクエリに含まれていることを確認する必要があります。

マルチスレッドの実装

パフォーマンスを向上させるために、ServiceManagerアダプタは、CIおよび関係のデータをSMにプッシュ

する際に複数のスレッドを使用します。次のセクションでは、これらの設定、およびパフォーマンスを最大限

に向上させるための設定の構成方法について説明します。

マルチスレッドの構成は、UCMDBサーバ上のsm.properties ファイルで定義します。UCMDBでこのファ

イルを表示または編集するには、 [データ フロー管理］>［アダプタ管理］>
［ServiceManagerEnhancedAdapter9-x］>［構成ファイル］>［sm.properties］に移動します。

次に、sm.properties ファイルのマルチスレッド定義の例を示します。

01 number.of.concurrent.sending.threads=6

02 min.objects.for.concurrent.sending=50

03 number.of.chunks.per.thread=3

04 recommended.min.cis.per.chunk=50

解説

この部分的なコードは、UCMDBサーバでの関連するマルチスレッドの設定を示しています。

l 行 01は、CIプッシュのためにUCMDBがSMに対して開く並列スレッドの数を定義します。このパラ

メータを 1に設定すると、マルチスレッドが無効になり、2以上の値にすると、マルチスレッドが有効にな

ります。

l 行 02は、シングルスレッドとは異なるマルチスレッドを使用するために必要な SMオブジェクトの最小

数を定義します。

l 行 03は、スレッドごとのチャンクの数を定義します。この数にスレッド数を乗算すると、CIデータチャン

クの合計数になります。

l 行 04は、CIデータチャンクごとの推奨されるCIの最小数を定義します。

チャンクの合計数 ＝ number.of.chunks.per.thread * number.of.concurrent.sending.threads

統合は、次のようにキューメカニズムを実装します。

UCMDBからSMに渡されるデータは、均等なチャンクに分割され、これらのチャンクはキューに入れられ

ます。

すべてのスレッドが利用可能になるまで、利用可能な各スレッドがキューから次のチャンクを取り出しま

す。このプロセスが完了すると、プッシュが完了します。
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このメカニズムは、各スレッドのアイドル時間が最小限になるように設計されています。各プロセスが並列

でチャンクを処理するので、一部のスレッドが他のスレッドより前に完了し、そのためにスレッドが相互に待

機して非効率的になる場合があります。

注意 :定義するスレッドが多すぎる場合

スレッドの数を増やしすぎると、SMサーバが過負荷状態になり、効率が低下します。非常に高機

能な SMサーバでプッシュデータを処理しているエンタープライズ環境では、スレッドの数を 10に増や

すことが可能であり、場合によっては 20に増やすこともできます。しかし、スレッドの数を増やすと、プッ

シュ中のSMサーバのCPU使用率が高くなり、アプリケーションのパフォーマンスが低下する可能性

があることを考慮する必要があります。

マルチスレッド環境でのプッシュのパフォーマンス

マルチスレッド環境で 60,000のUCMDBルート CI (クエリ内のルート )および関係をプッシュする場合、約

1時間かかり、直線的に処理が実行されます。次の表を参照してください。

1時間の間にプッシュされるルート CI/CI 関係

の数

sm.properties でのマルチスレッドの設定 (標準設

定 )

60,000 number.of.concurrent.sending.threads=6

min.objects.for.concurrent.sending=50

number.of.chunks.per.thread=3

recommended.min.cis.per.chunk=50

出荷時設定のマルチスレッド環境でのパフォーマンスデータ

特定の環境でのプッシュの時間 (時間単位 )は次のように計算されます。

ルート CI と関係の数 /60,000

複数 SMプロセス環境でのプッシュのパフォーマンス

複数 SMプロセス環境で 190,000のUCMDBルート CI (クエリ内のルート )および関係をプッシュする場

合、約 1時間かかり、直線的に処理が実行されます。次の表を参照してください。
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1時間の間にプッ

シュされるルート

CI/CI 関係の数 SM プロセス

sm.properties でのマルチスレッドの設定 (標準

設定 )

160,000 各ホストで 4つのプロセスが

実行されている 2つのサーバ

ホスト

number.of.concurrent.sending.threads=60

min.objects.for.concurrent.sending=50

number.of.chunks.per.thread=3

recommended.min.cis.per.chunk=50

データプッシュチャンクサイズ= 4000 (UCMDBで

の統合設定 )

複数 SM プロセス環境でのプッシュのパフォーマンスデータ

統合用の複数のSMプロセスの定義の詳細については、「UCMDB内に統合ポイントを作成する方

法」(31ページ)を参照してください。

特定の環境でのプッシュの時間 (時間単位 )は次のように計算されます。

ルート CI と関係の数 /160,000

初期ロード用のSM DEMルールを設定する方法

SM検出イベントマネージャルール (DEMルール)を使用すると、ユーザがSMにレポートされる各イベント

タイプに対して実行する適切なアクションを定義できます。

UCMDBからSMにプッシュされる各 CIおよび関係レコードは、既存のSMレコードと比較して分析さ

れ、変更依頼がオープンされます。SMルールは、SMに送信される各タイプのCIデータ更新に対して実

行する適切なアクションを定義します。

SM検出イベントマネージャルールを表示または更新するには：

1. システム管理者として ServiceManagerにログインします。

2. ［カスタマイズ］>［Web サービス］>［検出イベントマネージャルール］に移動します。

3. ［Enter］キーを押すか、［検索］ボタンをクリックします。
すべての検出イベントマネージャルールのリストが表示されます。通常、各ルールは 1つのCI タイプ

または同じタイプのCIのサブセットにリンクされます。

4. 個別のCI検出イベントマネージャルールをクリックすると、詳細が表示されます。

初期ロード用のDEMルールを設定するには：

ヒント :初期ロードを実行するときには、以下に説明するように、SM検出イベントマネージャルールを

設定して、新しくレポートされたCIを追加することをお勧めします。これにより、膨大な数の変更ま

たはインシデントを作成する可能性がある初期ロードの「ノイズ」が最小限に抑えられます。

各検出イベントマネージャルールについて、次の手順を実行します。
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1. 関連する検出イベントマネージャルールを選択します。

2. ［一致するレコードが存在しない場合のアクション］セクションに移動し、［レコードの追加］オプション

を選択します。

3. ［レコードは存在するが、予期しないデータが検出された場合のアクション］セクションに移動し、［結

果のログの記録とレコードの更新］オプションを選択します。

4. ［レコードが削除予定である場合のアクション］で、［レコードの削除］オプションを選択します。

5. 検出イベントマネージャルールレコードを保存します。

差分ロード DEMルールを構成する方法

ヒント : CIデータの「初期ロード」または「データロード」が完了したら、差分ロードの設定を適用する

ことをお勧めします。これらの設定は、UCMDBからSMにロードされるすべてのデータに適用されま

す。

これらのロードでは、 ITインフラストラクチャ内で検出された変更に関する更新のみをUCMDBから

SMに送信します。

差分ロードのSMDEMルールをセットアップするには：

1. システム管理者として ServiceManagerにログインします。

2. ［カスタマイズ］>［Web サービス］>［検出イベントマネージャルール］に移動します。

3. ［Enter］キーを押すか、［検索］ボタンをクリックします。
SM内のすべての検出イベントマネージャルールのリストが表示されます。

4. 各検出イベントマネージャルールについて、次の手順を実行します。
a. 関連する検出イベントマネージャルールを選択します。

b. ［一致するレコードが存在しない場合のアクション］で、新しく検出される各 CIに必要なアクショ

ンを選択します。よくわからない場合は、［レコードの追加］オプションを選択します。

c. ［レコードは存在するが、予期しないデータが検出された場合のアクション］セクションで、変更さ

れたために予期しないまたは正しくない結果になった各 CIに対する適切なアクションを選択し

ます。ベストプラクティスとして、［変更のオープン］オプションを選択することをお勧めします。

d. ［レコードが削除予定である場合のアクション］で、削除された各 CIに必要なアクションを選択

します。ベストプラクティスとして、CI関係については［レコードの削除］オプションを選択し、CIに
ついては［レコードを選択したステータスに更新］オプションを選択することをお勧めします。

e. 検出イベントマネージャルールレコードを保存します。

Universal CMDB統合ガイド (ServiceManager拡張汎用アダプタ使用 )
第4章 :標準およびベストプラクティス

HP Service Manager (Service Manager 9.40、Universal CMDB 10.20 以降) 95 / 198 ページ



プッシュの障害検出およびリカバリ
Universal CMDBのバージョン 9.05以降では、障害検出およびリカバリのメカニズムが提供されていま

す。これにより、個別のCIの障害が原因でプッシュ全体が失敗することはなくなりました。Universal
CMDB Studioですべての失敗したCIを確認し、それらを再プッシュすることができます。

重複する logical.nameの問題

一般的に発生する障害として、重複する論理名の問題があります。これは、Universal CMDB と

ServiceManagerで異なる固有キーを使用することが原因になっています。ServiceManagerのCI
logical.nameは一意であり、通常はUniversal CMDBのCI表示名にマップされます (こちらは一意では

ありません)。HPでは、この問題を解決するために次のガイドラインに従うことをお勧めします (優先順位

の高いものから順番に示します)。

l UCMDBの各表示ラベルフィールドの値が一意であることを確認します。

l これを確認できない場合は、アダプタマッピング構成ファイルで、Universal CMDB表示ラベルとSM
論理名の直接のマッピングを使用しないようにします。

l SM論理名を一意な別のUniversal CMDBフィールドにマップします。

l UCMDB表示ラベルの値にプリフィックスまたはサフィックスを追加します。

注 :出荷時設定では、実行中のソフトウェアのSM論理名はDNS名のプレフィックスを付けて

マップされます。

<target_mapping datatype="STRING" name="CIIdentifier"
value="SMPushFunctions.getCIIdentifier(Root['display_label'],Root.Node*.
getAt('display_label'))"/>

public static String getCIIdentifier(String name, def arr){ 
if( fIsEmpty(arr) ){ return name;}else{

return covertArray2String(arr)+name;
}
return name;

}

l 上記のどの方法も実行できない場合は、以下に説明するように、UCMDBの障害検出およびリカバ

リメカニズムと、DEMルールの［重複ルール］設定を合わせて使用します。

重複する論理名に対するDEMルールをセットアップするには：

1. システム管理者として ServiceManagerにログインします。

2. ［カスタマイズ］>［Web サービス］>［検出イベントマネージャルール］>［重複ルール］タブに移動しま

す。

3. 各検出イベントマネージャルールについて、次の手順を実行します。
a. ［論理名が重複している場合のアクション］セクションに移動し、［エラーを返す］オプションを選択

します。
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b. 検出イベントマネージャルールレコードを保存します。

注 : プッシュジョブを実行した後で、重複名の例外が発生して失敗したCI として重複する論

理名を持つCIが報告されます。Universal CMDB Studioで失敗したCIを確認し、Universal
CMDBまたはアダプタマッピング構成ファイル (XMLおよびGroovy)でデータを変更してエラーを

修正し、失敗したCIを再プッシュします。

Lightweight Single Sign-On (LW-SSO)構成を有効にする方
法
この統合のLW-SSOを有効にすると、ユーザは、UCMDBのユーザ名とパスワードを入力しなくとも、

ServiceManagerWebクライアントから［UCMDB のビュー］ボタンをクリックして、UCMDB CIレコードを直

接表示できるようになります。

注 : LW-SSOは、ServiceManagerWindows クライアントではサポートされません。

統合のLW-SSOを有効にするには：

1. LW-SSOが必要な各 ServiceManagerユーザアカウントについて、UCMDBに同じユーザ名のユー

ザアカウントを作成します。2つのシステムでパスワードは異なっていてもかまいません。

2. ServiceManagerWeb Tierで LW-SSOを有効にします。詳細については、ServiceManagerのヘ

ルプの「ServiceManagerWeb TierでのLW-SSOの構成」を参照してください。

3. UCMDBで LW-SSOを有効にします。詳細については、『HP Universal CMDBデプロイメントガイ

ド』を参照してください。

よく寄せられる質問
本項では、UCMDB-SM統合に関してよく寄せられる質問の答えを示します。

本項の内容

l 「ServiceManagerで新しいCIが作成されるのはいつですか。 」(98ページ)

l 「SMで CIが削除された理由を分析できますか。」(98ページ)

l 「UCMDB とSMの間で関係の変更を監視するにはどうすればよいですか。」(99ページ)

l 「UCMDBからSMにどのような関係がプッシュされますか。」(99ページ)

l 「ルート CI ノードとは」(99ページ)

l 「ルート関係とは」(100ページ)
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l 「UCMDB-SM統合クエリで使用される「仮想 -複合」関係タイプとは」(100ページ)

l 「ポピュレーション機能が必要になる状況」(100ページ)

l 「物理的に削除されたCIをSMからUCMDBにポピュレートできますか。」(100ページ)

l 「SMで CI関係の停止の依存関係の設定を維持するにはどうすればよいですか。」(101ページ)

l 「XML構成ファイルを作成する方法を教えてください。」(103ページ)

l 「［フィールドのロード］ボタンを使用して複数の管理フィールドを追加する方法を教えてください。」

(104ページ)

l 「ポピュレーション構成ファイル (smPopConf.xml)の<container>要素の目的」(104ページ)

l 「サブアイテムの削除をポピュレートできますか。」(105ページ)

l 「ポピュレーションジョブが失敗または完了した場合の処理」(105ページ)

Service Managerで新しい CIが作成されるのはいつです
か。
SMで CIが作成されるのは、次のような状況です。

l 構成管理モジュールを介して CIがSMに手動で追加される場合。

l 次の条件に従って UCMDBが新しく検出されたCIをレポートする場合。
n 新しいCIがレポートされ、かつ検出イベントマネージャルールが［レコードの追加］に設定されてい

る場合。

n 新しいCIがレポートされ、かつ検出イベントマネージャルールが［インシデントのオープン］に設定さ

れ、インシデントがクローズされている場合。

n 新しいCIがレポートされ、かつ検出イベントマネージャルールが［変更のオープン］に設定され、変

更が検証されている場合。

SMで CIが削除された理由を分析できますか。
いいえ。

SMは、削除されたCIに関する変更依頼をオープンし、次の情報を含めます。

「検出によって CI "CI名 "の削除イベントがトリガされました。」

回避策

SM変更依頼には、削除の理由の説明は含まれませんが、UCMDB履歴データベースからCIの削除

に関する具体的な情報を抽出することができます。UCMDBデータは、CIの削除を開始したユーザまた

は検出パターンに関する情報を提供します。
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UCMDBとSMの間で関係の変更を監視するにはどうすれ
ばよいですか。
SMでの関係の変更を理解するには、次のような異なるタイプの関係の変更を区別する必要がありま

す。

l 関係の2番目のエンドポイントが変更され、関係を介して CI XがCI Yにリンクされる代わりに、CI X
がCI Zにリンクされるようになる。

l 関係の属性が変更される。

最初のタイプの関係の変更は、UCMDB-SM統合によってサポートされるので、そのような「関係の変

更」で CI関係の更新を起動するか、インシデントまたは変更の作成を実行し、その後で確認および監

視することができます。

2つ目の関係の変更もサポートされますが、出荷時設定では対応していません。ユーザが、そのような関

係の属性を公開するようにUniversal CMDBクエリを構成し、マップされたフィールドを公開するように

ServiceManagerWSDLを構成して、その後で XMLおよびGroovyでアダプタのマッピングを構成できま

す。ただし、そのような関係の属性の変更では、インシデントまたは変更の作成は実行できず、CI関係

の更新の直接の起動のみがサポートされます。

UCMDBから SMにどのような関係がプッシュされますか。
次の条件の下で、あらゆる種類の関係がUCMDBからSMにプッシュされます。

l この関係は、UCMDBクエリマネージャの［Service Manager］>［Push］フォルダにあるプッシュクエリに

表示されます。

l この関係は、プッシュクエリ内のRootという名前の関係です。

l この関係は、UCMDB構成ファイル (XMLおよびGroovy ファイルで SM内の適切なターゲットにマッ

プされます。

UCMDBからSMにプッシュされる出荷時設定の関係は、次のような 2つのCI間の関係です。

l ビジネスサービスとアプリケーションの間

l ビジネスサービスとホストの間

l アプリケーションとネットワークコンポーネントの間

l ホスト、ネットワークコンポーネント、およびプリンタの間

ルート CIノードとは
ルートノードは、TQLクエリ構造からSMへのプッシュによって作成されるCI タイプを表すTQLクエリノード

です。残りのTQLクエリ構造は、ルート CI タイプに組み込むことができる情報を含み、追加の情報や属

性で SM内のレコードの情報を充実させるために使用されます。
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ルート関係とは
ルート関係は、クエリ内の関係で、プッシュによりSMに作成されます。2つのルート CI間の関係を表しま

す。ルートとしてマークされた関係のみがSMにプッシュされます。

UCMDB-SM統合クエリで使用される「仮想 -複合」関係タ
イプとは
複数のUCMDB CIエンティティが連続して接続される場合、「仮想 -複合」関係は、最初と最後のエン

ティティの間の関係を表します。これは仮想関係であり、物理的な表現は存在しません。

「仮想 -複合」関係タイプは、論理的な関係がある 2つのCI タイプエンティティをリンクする関係です。次

の図を参照してください。

解説

この図は、仮想 -複合関係の例を示しています。SMの関係は、ホストとビジネスサービスの間で直接作

成されます。

ポピュレーション機能が必要になる状況
次の状況で、ポピュレーション機能が必要になります。

l SMでモデリングを実行した場合。特に計画およびデザインフェーズで、モデルをUCMDBに反映する

必要がある場合。

l UCMDB-SM統合を実装する必要があるが、SMCMDBにすでに投資していて、その投資を無駄に

したくない場合。

l UCMDB/ディスカバリの実装を発展させながら、SMCMDBの一部を引き続き維持する必要がある

場合。

物理的に削除された CIを SMからUCMDBにポピュレートで
きますか。
いいえ。

CIの物理的な削除は SMで許可されますが、SMはそのような「削除変更」を取得できず、ポピュレー

ション機能はそのような変更をUCMDBに同期しません。
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CIの物理的な削除は、CIを誤って作成した後にのみ発生する例外と考えることができます。通常、CI
の削除は、ステータスを［廃棄済み/消費済み］などに設定することで行います。そのような CIがUCMDB
にポピュレートされた場合、ユーザがUCMDBからそれらを手動で削除する必要があります。

SMで CI関係の停止の依存関係の設定を維持するには
どうすればよいですか。
出荷時設定では、UCMDBからSMにプッシュされるCI関係には、デフォルトの停止の依存関係はあり

ません。そのような情報が必要な場合は、次のようにして CI関係 WSDLのDEMルールを設定できま

す。

1. システム管理者として ServiceManagerにログインします。

2. ［カスタマイズ］>［Web サービス］>［検出イベントマネージャルール］に移動します。

3. ucmdbRelationshipレコードを開きます。

4. ［ルール］タブで、［レコードを追加して、依存関係を Trueに設定］を選択します。

これにより、各 CI関係の停止の依存関係が trueに設定され、依存するダウンストリームCIの数が

1に設定されます (これは、UCMDBが1対 1のCI関係のみをサポートするためです)。

たとえばビジネスサービスから開始される関係の停止の依存関係を構成する場合など、一部の関係に

のみ停止の依存関係を設定する場合は、アダプタ構成ファイル (XML)とWSDL定義を構成できます。

関係タイプごとに停止の依存関係を構成することもできます (UCMDBクエリ)。
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1. WSDL定義で、outage.dependencyフィールドとoutage.thresholdフィールドを公開します。

2. XMLファイルで、公開される停止フィールドを設定します。たとえば、ビジネスサービス関係の停止の

依存関係を trueに設定し、しきい値を 1に設定する場合、XMLマッピングファイルSM
Business Service Relations Push 2.0.xmlの変更のみが必要です。このXMLマッピングファイル

で、次のOutageDependencyおよび OutageThreadholdの設定を使用します。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<integration>

<info>
<source name="UCMDB" vendor="HP" version="10.20"/>
<target name="SM" vendor="HP" version="9.40"/>

</info>
<import>

<scriptFile path="mappings.scripts.SMPushFunctions"/>
</import>
<target_entities>

<source_instance root-element-name="Root_directly" query-name="EA_SM
Business Service Relations Push">

<target_entity name="Relationship">
<target_mapping datatype="STRING" name="RelationshipType"

value="SMPushFunctions.getDisplayName(Root_directly['element_
type'],ClassModel)"/>

<target_mapping datatype="STRING" name="ParentCI"
value="SMPushFunctions.getEndId(OutputCI.getExternalId().getEnd1Id())"/>

<target_mapping datatype="STRING_LIST" name="ChildCIs"
value="[SMPushFunctions.getEndId(OutputCI.getExternalId().getEnd2Id())]"/>
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<target_mapping datatype="BOOLEAN" name="OutageDependency"
value="true"/>

<target_mapping datatype="NUMBER" name="OutageThreadhold"
value="1"/>

</target_entity>
</source_instance>

</target_entities>
</integration>

XML構成ファイルを作成する方法を教えてください。
XML構成ファイルはアダプタ管理で作成します。既存のXML構成ファイルの内容を新しいファイルにコ

ピーし、その後で必要な編集を行うことができます。

XML構成ファイルを作成するには：

1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ［データ フロー管理］>［アダプタ管理］に移動します。［ServiceManagerEnhancedAdapter9-x］>
［構成ファイル］を選択します。

3. ［リソースの新規作成］アイコン をクリックします。

4. ［新しい構成ファイル］を選択します。

5. ファイルの名前を入力します。ファイル名は、<AdapterID>/mappings/<Synch Type>/<filename>の

形式にする必要があります。例：ServiceManagerEnhancedAdapter9-
x/mappings/push/SM Computer Push.xml

6. ［OK］をクリックします。ビジュアルマッピングツールエディタでファイルを開くかどうかを尋ねるメッセージが

表示されます。

7. ［はい］または［いいえ］をクリックして続行します。
UCMDBによって、アダプタの構成ファイルフォルダに新しいXML構成ファイルが作成されます。

8. 既存のXML構成ファイルの内容を新しいファイルにコピーします。

9. 新しいファイルに必要な編集を加えます。

注意 :無効な XML

XMLファイルからXML要素を削除するときには、残りの要素が、UCMDBクエリ定義を変換するた

めに使用される有効な XMLファイルを構成するように注意する必要があります。
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［フィールドのロード］ボタンを使用して複数の管理フィール
ドを追加する方法を教えてください。
ServiceManagerは、ucmdbIntegrationWebサービスに管理フィールドの一覧を格納します。このWeb
サービスは複数のWebサービスオブジェクトで構成されます。DEMルールに管理フィールドを追加し、

ServiceManagerがUCMDBのより多くのCI属性の変更を監視して、関連するDEMルールで定義さ

れたアクションをトリガできるようにすることができます。

関連付けられているWSDL定義で公開される管理フィールドをDEMルールに手動で追加することもで

きますが、［フィールドのロード］ボタンを使用すると、管理フィールドをDEMルールに自動的に (そのため

正しく)追加できます。

1. DEMルールの［管理フィールド］タブをクリックします。

2. ［フィールドのロード］ボタンをクリックします。

3. DEMルールレコードのテーブル (［テーブル名］フィールド内 )に 1つのWSDL定義のみが関連付けら

れている場合、WSDL定義で公開されるすべてのフィールドは直ちに［管理フィールド］リストに追加

されます。
次のようなメッセージが表示されます。<XX> 個の新規フィールドがロードされました。

4. テーブルに複数のWSDL定義が関連付けられている場合、管理フィールドのインポートウィザード

が開き、WSDL定義 (ucmdbIntegrationWebサービスオブジェクト )のリストが表示されます。
a. 1つ以上のオブジェクトを選択し、［次へ］をクリックします。選択したWebサービスオブジェクトか

ら追加できるすべての新しいフィールドが表示されます。

b. すべてのフィールドを追加する場合は、［終了］をクリックします。一部のフィールドを無視する場

合は、それらの［アクション］の値を［追加］から［無視］に変更して［終了］をクリックします。
次のようなメッセージが表示されます。<XX> 個の新規フィールドがロードされました。

5. DEMルールレコードを保存します。

ポピュレーション構成ファイル (smPopConf.xml)の
<container>要素の目的
出荷時設定では、smPopConf.xmlファイルには container要素があります。

<tql name="SM RunningSoftware Population 2.0" citype="running_software">
<request type="Retrieve" dataType="ci"

resourceCollectionName="ucmdbRunningSoftwares"
resourceName="ucmdbRunningSoftware"
basicQueryCondition="type=&quot;runningsoftware&quot;"
fullQueryCondition="istatus~=&quot;Retired/Consumed&quot;"
changedCreationQueryCondition="created.by.date&gt;'{fromDate}' and

istatus~=&quot;Retired/Consumed&quot;"
changedUpdateQueryCondition="created.by.date&lt;='{fromDate}' and

devicemodtime&gt;'{fromDate}' and istatus~=&quot;Retired/Consumed&quot;"
changedDeletionQueryCondition="devicemodtime&gt;'{fromDate}' and
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istatus=&quot;Retired/Consumed&quot;"/>
<container tql="SM Computer Population 2.0"

keyFields="CIIdentifier"
linkTql="SM Computer Composition Software 2.0"
linkRetrieveCondition="downstreamci.logical.name=&quot;$$$&quot; and

upstreamci.type=&quot;computer&quot; and
downstreamci.type=&quot;runningsoftware&quot; and
relationship.subtype=&quot;Composition&quot;"

linkRetrieveConditionKey="CIIdentifier"
linkValueFields="upstreamci.logical.name"/>

</tql>

l UCMDBでは、RunningSoftware CIはルートコンテナ (ノード )とともに存在している必要があります

が、ServiceManagerでは、ノードを伴わないRunningSoftware CIが許可されます。

l 統合アダプタは、CI と関係を別々に同期します。そのため、RunningSoftware CIのポピュレーションを

行うときに、統合がCI とノードの間に関係が存在するかどうかを確認する機会はありません。

統合は、<container>要素を使用して、RunningSoftware CIを containerとともにポピュレートします。

サブアイテムの削除をポピュレートできますか。
はい。

ServiceManagerとUCMDBはCI情報を異なるデータ構造に格納するため、1つのSMCIが複数の

CI として UCMDBに同期される場合があります。たとえば、ポピュレーション時に、SMのコンピュータCIレ
コードがUCMDBのノード CIに同期され、コンピュータCIの属性が、 IP、インタフェース、場所など (これ

らはノード CIのサブアイテムと呼ばれます)に同期されることがあります。この場合、NodeCIはルート CI
になります。

統合では、サブアイテムの削除をUCMDBにポピュレートできます。たとえば、コンピュータの IPアドレス属

性値を削除した場合、UCMDB内の対応する IP CIレコードも削除されます。

ポピュレーションジョブが失敗または完了した場合の処理
ポピュレーションジョブが失敗した場合

失敗した場合、残りのポピュレーションタスクは実行されません。次のジョブの実行は、最終成功時間か

ら開始されます。ページネーションが発生した場合 (つまりタスクが複数のページに分割された場合 )、最

終成功時間から最初のページ内でタスクが何度も実行されます (最初のページの末尾に到達すると、

新しいタスクは実行されなくなります)。

ポピュレーションジョブが完了した場合

ジョブのステータスが［正常に完了］ではなく［完了］になると、警告が表示されます。警告が表示されて

も、残りのポピュレーションタスクは実行されます。次のジョブの実行では、最終成功時間から開始してす

べてのタスクが再び実行されます。ページネーションが発生した場合 (タスクが複数のページに分割された

場合 )、すべてのページ上のタスク (前回正常に完了したタスクを含む)が再実行されます。
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第5章 :統合のカスタマイズ
UCMDB-SM統合をカスタマイズすることで、管理 CI タイプ、属性、関係タイプの追加や削除を行い、ビ

ジネスニーズに合わせることができます。本章では、統合アーキテクチャ、およびデータプッシュ、ポピュレー

ション、連携のオプションのカスタマイズについて説明します。

本項の内容

l 「統合のアーキテクチャ」(106ページ)

l 「統合カスタマイズオプション」(120ページ)

統合のアーキテクチャ
統合をカスタマイズする前に、出荷時の統合に含まれる次のコンポーネントがどのように機能するのかを

把握しておく必要があります。

l 「統合のクラスモデル」(106ページ)

l 「統合クエリ」(106ページ)

l 「ServiceManagerWebサービス」(111ページ)

l 「ServiceManager調整ルール」(116ページ)

l 「ServiceManager検出イベントマネージャルール」(117ページ)

統合のクラスモデル
UCMDB 9以降では、統合 CIを管理するのに、以前のバージョンで必要だったCIのプライベートクラス

モデルは使用しません。代わりに標準的なUCMDB管理オブジェクトを使用して、それらのオブジェクトを

クエリと変換ファイルで ServiceManager CI タイプと属性にマップします。

統合クエリ
本項では、データプッシュ、実際のステータス、およびポピュレーションに使用される出荷時設定のクエリに

ついて説明します。

l 「プッシュのクエリ」(107ページ)

l 「実際のステータスのクエリ」(109ページ)
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l 「ポピュレーションのクエリ」(110ページ)

l 「クエリの要件」(111ページ)

プッシュのクエリ

プッシュ機能の場合、統合は、一連のクエリを使用して、Universal CMDBからCI属性情報を収集

し、それをServiceManagerシステムに送信します。

これらの出荷時設定のデータプッシュクエリにアクセスするには、［モデリング］>［モデリングスタジオ］に移動

し、リソースタイプの［クエリ］を選択して、［Root］>［Integration］>［Service Manager］>［Push］フォルダ

に移動します。

統合に含めるCI タイプ、関係タイプ、または属性を変更する場合、更新されたCI タイプ、CI関係タイ

プ、および属性をサポートする統合クエリも編集する必要があります。

クエリ名 説明

SM Local
Printer
Push 2.0

このクエリは、プリンタCIからCI属性を収集します。NodeCI タイプからも関連するCI
属性を収集します。

SMNet
Printer
Push 2.0

このクエリは、NodeRoleに “printer”が含まれているNodeCI タイプからCI属性を収集

します。

また、コンテナとリンクを経由して、次のCI タイプからも関連 CI属性を収集します。

IPAddress、 Interface、CPU、FileSystem、DiskDevice、Location

SM
Mainframe
Push 2.0

このクエリは、次のNodeCI タイプからCI属性を収集します。Mainframe Logical
PartitionおよびMainframeCPC

また、コンテナとリンクを経由して、次のCI タイプからも関連 CI属性を収集します。

IPAddress、 Interface、CPU、FileSystem、DiskDevice、Location

SMMobile
Device
Push 2.0

このクエリは、NodeRoleに “pda_handheld”が含まれているNodeCI タイプからCI属性

を収集します。

また、コンテナとリンクを経由して、次のCI タイプからも関連 CI属性を収集します。

IPAddress、 Interface、CPU、FileSystem、DiskDevice、Location

SM
Network
Component
Push 2.0

このクエリは、NodeRoleに router、adsl_modem、appletalk_gateway、bandwith_
manager、cable_model、csu_dsu、ethernet、 fddi、 firewall、hub、kvm_switch、 load_
balancer、multicast_enabled_router、nat_router、 token_ring、undefined_network_
component、voice_gateway、voice_switch、または vpn_gatewayが含まれている

NodeCI タイプからCI属性を収集します。

また、コンテナとリンクを経由して、次のCI タイプからも関連 CI属性を収集します。

IPAddress、 Interface、CPU、FileSystem、DiskDevice、Location

SM Cluster
Push 2.0

このクエリは、次のNodeCI タイプからCI属性を収集します。ClusterResourceGroup

また、コンテナとリンクを経由して、次のCI タイプからも関連 CI属性を収集します。

IPAddress、 Interface、CPU、FileSystem、DiskDevice、Location、Cluster
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クエリ名 説明

SM
Computer
Push 2.0

このクエリは、NodeRoleに “desktop”、“server”、“virtualized_system”が含まれているか

またはNodeRoleが設定されていないNodeCI タイプからCI属性を収集します。また、

コンテナとリンクを経由して、次のCI タイプからも関連 CI属性を収集します。

IPAddress、 Interface、CPU、FileSystem、DiskDevice、Location

SM
Storage
Push 2.0

このクエリは、NodeRoleに san_switch、san_gateway、san_routerが含まれているか、

表示名がストレージアレイであるNodeCI タイプからCI属性を収集します。

また、コンテナとリンクを経由して、次のCI タイプからも関連 CI属性を収集します。

IPAddress、 Interface、CPU、FileSystem、DiskDevice、Location

SM
Running
Software
Push 2.0

このクエリは、実行中のソフトウェアCIからCI属性を収集します。

SM Switch
Push 2.0

このクエリは、NodeRoleに atm_switch、 frame_relay_switch、または lan_switchが含

まれているNodeCI タイプからCI属性を収集します。

また、コンテナとリンクを経由して、次のCI タイプからも関連 CI属性を収集します。

IPAddress、 Interface、CPU、FileSystem、DiskDevice、Location

SM Service
Element
Push 2.0

このクエリは、ビジネス要素 CI タイプからCI属性を収集します。

SM
Business
Service
Push 2.0

このクエリは、ビジネスサービスCI タイプからCI属性を収集します。

SM Layer2
Topology
Relations
Push 2.0

このクエリは、次のコンポーネント間の関係を収集します。複数のノード。グループを通じ

て関係が拡張するため、クエリには複合関係が含まれます。

SM
Business
Service
Relations
Push 2.0

このクエリは、次のコンポーネント間の関係を収集します。

l ビジネスサービスCI と実行中のソフトウェアCI

l ビジネスサービスCI とNodeCI

l 複数のビジネスサービス

グループを通じて関係が拡張するため、クエリには複合関係が含まれます。

SMCRG
Relations
Push 2.0

このクエリは、次のコンポーネント間の関係を収集します。ノード CI とクラスタリソースグ

ループCI

グループを通じて関係が拡張するため、クエリには複合関係が含まれます。
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クエリ名 説明

SMNode
Relations
Push 2.0

このクエリは、次のコンポーネント間の関係を収集します。

l ノード CI とプリンタCI

l ノード CI と実行中のソフトウェアCI

関係のルートクラスは compositionです。

注 : ServiceManager拡張汎用アダプタは、UCMDBバージョン 10.20から導入されました。このアダ

プタは、古いXSLTアダプタと共存できます。XSLTアダプタのクエリと拡張アダプタのクエリを区別する

ために、拡張アダプタのクエリにはすべて 2.0のサフィックスが付けられています。

実際のステータスのクエリ

出荷時設定では、UCMDBからServiceManager構成アイテム (CI)フォームの［実際のステータス］セク

ションにCI情報を取得する場合、次の表のクエリが使用されます。ServiceManagerでは、これらのクエ

リに従って CIデータを取得するUCMDBWebサービスを呼び出すことによって CIの実際のステータス情

報を取得します。

これらのクエリは、UCMDBモデリングスタジオの［Integration］>［SM Query］フォルダにあります。

クエリ名 説明

localPrinterExtendedData このクエリは、UCMDBのプリンタCIからのリアルタイム拡張情報を

収集します。

applicationExtendedData このクエリは、UCMDBの実行中のソフトウェア (RunningSoftware)
CIからのリアルタイム拡張情報を収集します。

businessServiceExtendedData このクエリは、UCMDBのビジネスサービスCIからのリアルタイム拡張

情報を収集します。

hostExtendedData このクエリは、UCMDBのノード CI タイプからリアルタイム拡張情報

(Asset、Party、Location、LogicalVolume、WindowsService、
Printer、 InstalledSoftware、FileSystem、 IPAddress、 Interface、
DiskDevice、Cpuなど)を収集します。

連携のクエリ

汎用アダプタフレームワークの技術的な制限のために、UCMDB CI タイプと連携 CI タイプ (インシデント、

問題、およびServiceManagerのRFC)の間の関係について記述するクエリが必要です。モデリングスタ

ジオの［Integration］>［Service Manager］>［Federation］フォルダに連携用に定義された約 300のクエ

リが用意されているので、UCMDBの出荷時設定のCI タイプ用にユーザがクエリを開発する必要はあり

ません。通常、これらのクエリは変更する必要がありませんが、UCMDB内の独自のカスタムCI タイプに

ついてのみ、新しいクエリを定義する必要があります。
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連携用のクエリを定義する方法については、『HP Universal CMDB開発者向け参照情報ガイド』の

「Achieving Data Federation Using the Generic Adapter (汎用アダプタを使用したデータ連携の実行 ) 」
を参照してください。

注 : この技術的な制限は、UCMDB 10.20から発生しました。将来のリリースで修正される可能性

があります。

ポピュレーションのクエリ

CI/CI関係のポピュレーションの場合、統合は以下のクエリを使用して CI/CI関係の属性情報を

UCMDBに保存します。

クエリ名 説明

SM Business Service
Population 2.0

ビジネスサービスCIのCI格納構造を定義します。

SM Business Application
Population 2.0

アプリケーションサービスCIのCI格納構造を定義します。

SM Infrastructure Service
Population 2.0

インフラストラクチャサービスCIのCI格納構造を定義します。

SMRunning Software
Population 2.0

実行中のソフトウェアCIのCI格納構造を定義します。

SMComputer Population
2.0

コンピュータCIのCI格納構造を定義します。

SMCLIP Down Time
Population 2.0

ScheduledDowntime CIのCI格納構造を定義します。

SM Biz Containment Biz 2.0 このクエリは、bizservice CIが別のCIを含んでいるCI関係のCI格
納構造を定義します。

SM Biz Usage Biz 2.0 bizservice CIが別のCIを使用するCI関係のCI格納構造を定義し

ます。

SM Biz Containment
Computer 2.0

このクエリは、bizservice CIがcomputer CIを含んでいるCI関係のCI
格納構造を定義します。

SM Biz Containment
Software 2.0

bizservice CIがRunningSoftware CIを含んでいるCI関係のCI格
納構造を定義します。

SM Biz Usage Computer
2.0

bizservice CIがコンピュータCIを使用するCI関係のCI格納構造を

定義します。
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クエリ名 説明

SM Biz Usage Software 2.0 bizservice CIがRunningSoftware CIを使用するCI関係のCI格納

構造を定義します。

SMComputer Connects
Computer 2.0

computer CIが別のCIに接続するCI関係のCI格納構造を定義し

ます。

SMComputer Composition
Software 2.0

RunningSoftware CIがcomputer CI内に含まれ、RunningSoftware
CIがコンテナなしで存在できないCI関係のCI格納構造を定義しま

す。

SMCI Connection Down
TimeCI 2.0

ScheduledDowntime CIが影響を受けるCIに接続するCI関係のCI
格納構造を定義します。

クエリの要件

統合では、ユーザが作成するカスタムクエリがフォーマット条件を満たすことが必要です。統合に含めるど

のクエリもこれらの条件を満たす必要があります：

l CIをクエリするには、クエリにRoot という名前のCI タイプを 1つ含める必要があります。このRoot ノー
ドがUCMDBが同期するメインCIです。その他のCIはすべて、Root CIに含まれます。

l 関係をクエリするには、クエリにRoot という名前の1つまたは複数の関係を含める必要があります。

l クエリには、Root CI と、Root CIに直接接続しているCIのみを含める必要があります。Root CIは、

常にクエリ階層の最上位ノードです。

l クエリレイアウトには循環を含めることはできません。

l 関係を同期するクエリにカーディナリティがある場合、そのカーディナリティは 1...*である必要がありま

す。カーディナリティエントリを追加する場合、エントリ間はOR条件で連結する必要があります。

l 統合で特定 CIのみを同期する場合、そのCIをフィルタ処理するクエリの条件を構成する必要があ

ります。

Service Manager Webサービス
ServiceManagerは、Webサービスメッセージを使用して UCMDBシステムからCI情報を取得して受信

します。出荷時設定では、UCMDBは、ServiceManagerシステムが実際に管理するより多くのCI属
性情報を送信します。ServiceManagerユーザは、CIレコードの［実際のステータス］セクションで、

UCMDBシステムが送信するCI属性情報をすべて確認できます。

ServiceManagerは、UCMDB-SM統合が使用するためのWebサービスをいくつか公開します。UCMDB
システムは、Webサービスを使用して、UCMDB CI タイプとCI属性をServiceManagerシステムが認識

するWebサービスオブジェクトにマップします。ビジュアルマッピングツールを使用して、ServiceManagerで
管理するUCMDB CI タイプやCI属性を追加できます。このツールは、自動的に 1つまたは複数の

Webサービスを更新してWebサービスオブジェクトを定義します。
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管理フィールド

注 :管理フィールドは、データプッシュ機能にのみ使用されます。

ServiceManager管理フィールドとは、受信するUCMDBWebサービスメッセージ内のCI属性値と、

ServiceManager CIレコード内の値とをシステムが比較するフィールドのことです。Webサービスメッセージ

内の値がCIレコード内の値と一致しない場合、ServiceManagerは検出イベントマネージャ (DEM)
ルールを実行して、実行するアクションを決定します。DEMルールは、Webサービスオブジェクトとして公

開され、統合により管理されるフィールドを決定します。管理フィールドの値を変更するだけで、DEM
ルールがトリガされます。

ucmdbIntegrationWebサービスは、Webサービスオブジェクトのセットで構成され、それぞれのオブジェク

トはWebサービスフィールドのリストを定義します。出荷時設定では、統合はそれらの一部のみを使用

します (「ServiceManagerWebサービスオブジェクト、テーブル、およびDEMルール間のマッピング」の表を

参照してください)。それらの一部 (およびそれらに関連するDEMルール)は廃止され (「廃止されたデータ

プッシュ用のucmdbIntegrationWebサービスオブジェクト」の表を参照してください)、一部はポピュレーショ

ンまたは連携に使用されます (「ポピュレーションまたは連携で使用される ucmdbIntegrationWebサービ

スオブジェクト」の表を参照してください)。

Web サービスオブジェクト フィールドの公開元のテーブル 使用する DEM ルール ID

Relationship cirelationship ucmdbRelationship

ucmdbRunningSoftware device ucmdbRunningSoftware

ucmdbBusinessService joinbizservice ucmdbBusinessService

ucmdbNode joinnode ucmdbNode

Service Manager Web サービスオブジェクト、テーブル、および DEM ルール間のマッピング

Web サービスオブジェクト フィールドの公開元のテーブル 推奨される置換 (オブジェクト )

ucmdbApplication device ucmdbRunningSoftware

ucmdbComputer ucmdbComputer ucmdbNode

UcmdbDevice device ucmdbRunningSoftware

ucmdbNetwork joinnetworkcomponents ucmdbNode

ucmdbPrinter joinofficeelectronics ucmdbNode

廃止されたデータプッシュ用の ucmdbIntegration Web サービスオブジェクト

Web サービスオブジェクト フィールドの公開元のテーブル 用途 DEM ルールが必要か

cirelationship1to1 cirelationship1to1 ポピュレーション いいえ

ポピュレーションまたは連携で使用される ucmdbIntegration Web サービスオブジェクト
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Web サービスオブジェクト フィールドの公開元のテーブル 用途 DEM ルールが必要か

ucmdbIDPushBack device ポピュレーション いいえ

UcmdbChange cm3r 連携 いいえ

UcmdbChangeTask cm3t 連携 いいえ

UcmdbIncident Probsummary 連携 いいえ

UcmdbProblem rootcause 連携 いいえ

ポピュレーションまたは連携で使用される ucmdbIntegration Web サービスオブジェクト (続き)

以下の項では、データプッシュで使用されるWebサービスオブジェクトとして公開されるフィールドの一覧を

示し (「ServiceManagerWebサービスオブジェクト、テーブル、およびDEMルール間のマッピング」の表を

参照してください)、それらが出荷時設定のServiceManagerシステムで管理フィールドかどうかを示しま

す。このリファレンスを参考にして、Webサービスオブジェクトとしてフィールドを公開する必要があるかどう

か、また、オブジェクトのDEMルールを作成する必要があるかどうかを判断できます。

オブジェクト名：Relationship

ServiceManagerは、cirelationshipテーブルから次のフィールドを公開します。

Web サービスオブジェクトとして公開さ

れるフィールド

Web サービスメッセージで使用され

るキャプション

フィールドは管理フィー

ルドである

relationship.name RelationshipName

logical.name ParentCI

related.cis ChildCIs はい

relationship.subtype RelationshipSubtype

Relationship オブジェクトのWeb サービスと管理フィールド

オブジェクト名：ucmdbRunningSoftware

ServiceManagerは、deviceテーブルの次のフィールドを公開します。

Web サービスオブジェクトとして公開さ

れるフィールド

Web サービスメッセージで使用され

るキャプション

フィールドは管理フィー

ルドである

ucmdb.id UCMDBId

ci.name ApplicationName はい

type Type

ucmdbRunningSoftware オブジェクトのWeb サービスと管理フィールド
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Web サービスオブジェクトとして公開さ

れるフィールド

Web サービスメッセージで使用され

るキャプション

フィールドは管理フィー

ルドである

subtype Subtype

company CompanyId

logical.name CIIdentifier はい

product.version ProductVersion

vendor Vendor

version Version

id1 CIName

ucmdbRunningSoftware オブジェクトのWeb サービスと管理フィールド (続き)

オブジェクト名：ucmdbBusinessService

ServiceManagerは、 joinbizserviceテーブルの次のフィールドを公開します。

Web サービスオブジェクトとして公開さ

れるフィールド

Web サービスメッセージで使用され

るキャプション

フィールドは管理フィー

ルドである

ucmdb.id UCMDBId

ci.name ServiceName はい

type Type

subtype Subtype

company CustomerId

logical.name CIIdentifier はい

vendor ServiceProvider

id2 CIName

ucmdbBusinessService オブジェクトのWeb サービスと管理フィールド

オブジェクト名：ucmdbNode

ServiceManagerは、 joinnodeテーブルの次のフィールドを公開します：

1この属性は、ポピュレーション機能でのみ使用されます。
2この属性は、ポピュレーション機能でのみ使用されます。
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Web サービスオブジェクトとして公開さ

れるフィールド

Web サービスメッセージで使用され

るキャプション

フィールドは管理フィー

ルドである

ucmdb.id UCMDBId

type Type

subtype Subtype

company CustomerId

logical.name CIIdentifier はい

default.gateway DefaultGateway はい

network.name DNSName はい

building Building はい

room Room はい

floor Floor はい

location Location

addlIPAddr[addlIPAddress] AddlIPAddress はい

addlIPAddr[addlSubnet] AddlSubnet はい

addlMacAddress AddlMacAddress はい

bios.id BIOSId はい

operating.system OS はい

os.version OSVersion はい

physical.mem.total PhysicalMemory はい

serial.no. SerialNo

vendor Vendor

cpu[cpu.id] CpuID

cpu[cpu.name] CpuName

ucmdbNodeオブジェクトのWeb サービスと管理フィールド
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Web サービスオブジェクトとして公開さ

れるフィールド

Web サービスメッセージで使用され

るキャプション

フィールドは管理フィー

ルドである

cpu[cpu.clock.speed] CpuClockSpeed

file.system[mount.point] MountPoint

file.system[disk.type] DiskType

file.system[file.system.type] FilesystemType

file.system[disk.size] DiskSize

asset.tag AssetTag

machine.name HostName はい

disk.device[model.name] ModelName

disk.device[disk.vendor] DiskVendor

disk.device[disk.name] DiskName

id1 CIName

isVisualization IsVisualization

istatus AssetStatus

ucmdbNodeオブジェクトのWeb サービスと管理フィールド (続き)

Service Manager調整ルール
ServiceManager調整ルールにより、統合はUCMDBシステム内のCIに一致するServiceManagerシ
ステム内のCIレコードを特定できます。ServiceManagerは、UCMDBシステムからのCI属性の各プッ

シュで CIレコードを調整します。統合は、次のワークフローを使用して UCMDB CIをServiceManager
CI と照合します。

1. UCMDBシステムは、ServiceManagerに最新のCI属性データを含むWebサービスメッセージを送

信します。

2. ServiceManagerは、Webサービスメッセージをスキャンして CI ucmdb.id値を取得します。

注 :出荷時設定のServiceManagerでは、ユーザが値を変更できないようにするため、CIレ
コードフォームに ucmdb.idフィールドは表示されません。フォームにこの値を追加するには、

1この属性は、ポピュレーション機能でのみ使用されます。
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deviceテーブルで定義されている umcdb.idフィールドを検索します。HPでは、このフィールドを

読み取り専用フィールドにしておくことを推奨します。

3. ServiceManagerは、同じ umcdb.id値の既存のCIレコードを検索します。

4. ucmdb.id値が一致するCIが見つかった場合は、調整は必要ありません。ServiceManagerは
UCMDB CI属性とServiceManager管理フィールドとを比較し、必要に応じて適切な検出イベン

トマネージャ (DEM)ルールを実行します。

5. ucmdb.id値が一致するCIが見つからなかった場合は、調整ルールを実行します。

6. ServiceManagerは、同じ調整フィールド値の既存のCIレコードを検索します。

7. 調整フィールド値が一致するCIが見つかったら、ServiceManagerは一致するUCMDB CIの
ucmdb.id値で CIレコードを更新します。ServiceManagerはUCMDB CI属性とServiceManager
管理フィールドとを比較し、必要に応じて適切な検出イベントマネージャ (DEM)ルールを実行しま

す。

8. 調整フィールド値が一致するCIが見つからなかった場合、ServiceManagerは「一致するレコード

が存在しない場合のアクション」のDEMルールを実行します。出荷時設定のDEMルールでは、

ServiceManagerは新規 CIレコードを作成します。CIレコードの作成には、受信したUCMDB CI
のucmdb.id値が使用されます。

パフォーマンスについて

ServiceManagerは各プッシュで CIの調整を試みるので、調整フィールドの数が統合のパフォーマンスに

影響を与えます。調整ルールが多いほど、ServiceManagerがCIを照合するのに必要となる検索が多

くなります。調整の検索パフォーマンスを改善するには、基礎となるServiceManagerテーブルの一意な

キーである調整フィールドを選択する必要があります。たとえば、deviceテーブルのCIレコードを調整す

る場合、一意なキーである logical.nameフィールドを調整フィールドとして使用します。調整ルールの作

成方法の詳細については、「DEM調整ルールの追加方法」(125ページ)を参照してください。

DEMルールの使用

ServiceManagerは、CIを調整できないときには常に［一致するレコードが存在しない場合のアクション］

DEMルールを使用します。UCMDBからServiceManagerに最初のCIのプッシュを行う前に、DEM設

定を確認し、DEM設定が会社でのビジネス基準を満たしていることを確認してください。たとえば、

ServiceManagerで［変更のオープン］オプションを選択することで、最初のCIプッシュで各 CIの変更依

頼が作成されるようにします。

Service Manager検出イベントマネージャルール
検出イベントマネージャ (DEM)ルールを作成するだけで、次のカスタムアクションを実行できるようになりま

す。
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l 「DEMルールが実行される条件の変更」(118ページ)

l 「DEMルールが実行するアクションの変更」(118ページ)

l 「変更またはインシデントのレコードをオープンするカスタムJavaScriptの作成」(119ページ)

DEMルールが実行される条件の変更

ServiceManagerは、条件フィールドが trueに評価される場合にのみDEMルールを実行します。出荷

時設定では、どのDEMルールにもルールが実行される状況を限定する条件文はなく、すべての統合

DEMルールはデフォルトで常に実行されます。

ServiceManagerがDEMルールを実行する状況を限定するには、DEMルールの条件文を更新しま

す。たとえば、ucmdbNode DEMルールに次の条件を追加すると、ルールはデスクトップCIのみに限定さ

れます。

subtype in $L.file=”Desktop”

条件フィールドを使用して、同じテーブル名に適用される複数のDEMルールを作成することもできます。

たとえば、次のDEMルールは両方とも joinnodeテーブルに適用されます。

DEM ルール ID テーブル名 条件

ucmdbNode joinnode subtype in $L.file!=”Desktop”

ucmdbDesktop joinnode subtype in $L.file=”Desktop”

異なる条件を使用して、同じテーブルに影響を与える DEM ルール

通常、条件を追加しなければならないのは、ビジネスプロセスにより統合で特定のCI タイプやSLAに異

なるアクションが必要となる場合のみです。

DEMルールが実行するアクションの変更

出荷時設定では、統合のDEMルールは次のアクションを実行します：

l UCMDBデータが既存のServiceManager CIレコードに一致しない場合にCIレコードを追加

l UCMDB CI属性データがServiceManager CIレコードのCI属性データと一致しない場合に、変更

をオープン、または結果をログ記録して CIレコードを更新

l UCMDBデータにCIが削除されたことが示されている場合にCIレコードを削除

ビジネスプロセスに合わせて、統合のDEMルールを変更できます。たとえば、統合が予期しないデータの

ある非デスクトップCIを検出したときに ucmdbNode DEMルールを使用して変更をオープンするように設

定したり、統合が予期しないデータのあるデスクトップCIを検出したときに ucmdbDesktop DEMルールを

使用して結果をログに記録し、レコードを更新するように設定することができます。

注意 :変更管理の検証と統合の変更管理の検証機能を使用する場合は、DEMルールで「レ

コードは存在するが、予期しないデータが見つかった場合のアクション」イベントに［変更のオープン］

オプションを使用する必要があります。
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変更またはインシデントのレコードをオープンするカスタム
JavaScriptの作成

ServiceManagerが変更またはインシデントのレコードをオープンするときには、discoveryEvent
JavaScriptを使用して CI名を作成し、必須フィールドの値を設定します。出荷時設定では、このスクリ

プトは次のデフォルト値を使用します。

新規 CIを作成するためのデフォルト値

createCINameとpopulateNewCI関数を更新して、次のCIの値を設定できます。

CI 属性 discoveryEventで定義されているデフォルト値

record.logical_name システムが生成する ID番号

record.assignment AUTO

record.istatus Installed

record.os_name record.operating_systemの値

新規 CI を作成するのに使用されるデフォルト値

新規変更を作成するためのデフォルト値

populateChange関数を更新して、次の変更の値を設定できます。

CI 属性 discoveryEventで定義されているデフォルト値

change.category Unplanned Change

change.reason reasonの値

change.initial_impact 3

change.severity 3

change.coordinator Change.Coordinator

change.requested_by discovery

change.status initial

新規変更を作成するのに使用されるデフォルト値

新規インシデントを作成するためのデフォルト値

populateIncident関数を更新して、次のインシデントの値を設定できます。
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CI 属性 discoveryEventで定義されているデフォルト値

incident.category incident

incident.subcategory hardware

incident.product_type missingまたは stolen

incident.assignment Hardware

incident.initial_impact 3

incident.severity 3

incident.logical.name IDの値

incident.site_cateogry C

incident.contact_name ANALYST, INCIDENT

incident.affected_item MyDevices

新規インシデントを作成するのに使用されるデフォルト値

統合カスタマイズオプション
統合には、次のカスタマイズオプションがあります：

l 「統合アダプタ構成ファイル (sm.properties)を更新する方法」(121ページ)

l 「DEM調整ルールの追加方法」(125ページ)

l 「検出イベントマネージャルールを追加する方法」(127ページ)

l 「データプッシュ用のCI属性を統合に追加する方法」(131ページ)

l 「データプッシュ用のCI タイプを統合に追加する方法」(145ページ)

l 「データプッシュ用のCI関係タイプを統合に追加する方法」(160ページ)

l 「統合ジョブにカスタムクエリを追加する方法」(166ページ)

l 「ポピュレーション用のCI タイプ、属性、または関係タイプを統合に追加する方法」(167ページ)

l 「CI タイプのUCMDB IDプッシュバックを有効または無効にする方法 」(168ページ)

l 「連携用のサポートされるCI タイプの属性を追加する方法」(170ページ)
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統合アダプタ構成ファイル (sm.properties)を更新する方法
統合では、アダプタの構成ファイルとしてプロパティファイル (sm.properties)を使用します。出荷時設定で

このファイルはベストプラクティスに基づいてセットアップされているので、通常はデフォルトのパラメータ値をそ

のまま使用できます。オプションで、ニーズに合わせてパラメータ値を更新することもできます。

sm.propertiesファイルを更新するには：

1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ［データ フロー管理］>［アダプタ管理］>［ServiceManagerEnhancedAdapter9-x］>［構成ファイル］

に移動します。

3. プロパティ構成ファイルsm.propertiesをクリックします。

4. 必要に応じて、カーネルパラメータを更新します。パラメータのリストについては、下の表を参照してく

ださい。

#trueの場合は、SM統合で、ucmdbIdの代わりに globalIdを使用する。

use.global.id=true

#タイプ 0：機能が無効になる

#タイプ 1：列挙型が “{value}”に展開される

#タイプ 2：列挙型が "{index}-{value}"に展開される

type.of.expand.enum=2

#falseの場合、型のラベルの代わりに型を直接使用する。

use.type.label=true

#ServiceManagerからデータをポピュレートするためのパラメータ

pop.pagination.switch=on

pop.pagination.recordcount=1000

pop.createci.key=sm_id

# xslt ファイルでポピュレーションのためのUCMDB IDキーとして使用されるプロパティ。global.idが
tureの場合はアダプタによって "global_id" として扱われ、それ以外の場合はCMDB ID として扱わ

れる。

pop.ucmdb.id.key=ucmdb_id

#uCMDB IDをプッシュバックするためのSMWebサービス

ucmdbid.pushback.request=UpdateucmdbIDPushBackRequest
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ucmdbid.pushback.xslt=ucmdbid_pushback.xslt

#ジョブを実行する前にSMインスタンスへのSOAP接続を確認するかどうか

check.sm.connections=false

#外部 Webサービスのインタフェースタイプ。restfulまたは soap

connector.type=restful

パラメータ デフォルト値 コメント

timeout.minutes 10 統合の接続タイムアウト値 (分 )

number.of.concurrent.sending.threa
ds

6 データプッシュ機能に使用される同時ス

レッドの数

l 1:無効

l 2以上：有効

注 : CIデータプッシュのパフォーマンス

を向上させるために複数のService
Managerインスタンスに接続する場

合 (「UCMDB内に統合ポイントを作

成する方法」(31ページ)のURL上書

きの設定を参照してください)、パ

フォーマンスを最適化するためにこの

値を増やすことが推奨されます。たと

えば、2つのServiceManagerインス

タンスに接続する場合は、12に設定

します。

min.objects.for.concurrent.sending 50 シングルスレッド送信の代わりに同時送信

を使用するために必要な Service
Managerオブジェクトの最小数

注 : プッシュ機能で使用されます。

number.of.chunks.per.thread 3 プッシュ機能に使用されるスレッドごとの

チャンクの数

チャンクの合計数 ＝

number.of.chunks.per.thread *
number.of.concurrent.sending.threads

sm.properties ファイルのパラメータ

Universal CMDB統合ガイド (ServiceManager拡張汎用アダプタ使用 )
第5章 :統合のカスタマイズ

HP Service Manager (Service Manager 9.40、Universal CMDB 10.20 以降) 122 / 198 ページ



パラメータ デフォルト値 コメント

recommended.min.cis.per.chunk 50 CIデータチャンクごとの許可されるCIの最

小数。この値は、データチャンクが小さくな

りすぎるリスクを軽減するために使用され

ます。

例えば、システムで次の設定を使用する

と仮定します。

l number.of.chunks.per.thread=3

l number.of.concurrent.sending.thread
s=3

l recommended.min.cis.per.chunk=50

1000個のCIをプッシュする場合、各チャ

ンク内のCIの数は 1000/3/3として計算さ

れます。計算結果が

recommended.min.cis.per.chunk値より

も大きいので、計算結果が使用されま

す。その一方、270個のCIをプッシュする

場合は、計算結果が

recommended.min.cis.per.chunk未満な

ので計算結果が使用されます。

max.running.hours.for.multi.threade
d

20 マルチスレッド環境でプッシュ要求がタイム

アウトになるまでの最大時間数。

number.of.cis.per.request 1000 IDごとにServiceManagerから取得され

るオブジェクトの最大数

注意 :ポピュレーションおよび連携機

能で使用されます。依頼に 64 Kの

制限がある場合は、1000より大きい

値に設定しないでください。

federation.request.pagination.switc
h

on

federation.request.max.size 2000 連携のクエリ条件のサイズ

federation.isin.max.count 500 isin{}サイズのサイズ

sm.properties ファイルのパラメータ (続き)
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パラメータ デフォルト値 コメント

type.of.expand.enum 2 UCMDBの列挙型の値のマッピングルール

を構成します

l 0:機能が無効になります

l 1:列挙型が “{value}”に展開されま

す。

l 2:列挙型が “{index}-{value}”に展開

されます。

注 : プッシュ機能で使用されます。

op.pagination.switch on ページネーション (クライアント駆動 )が有

効かどうかを示します

l on：有効。

l off：無効。

注 :ポピュレーション機能で使用され

ます。

pop.pagination.recordcount 1000 ページネーションが有効な場合に各ペー

ジに表示されるレコードの最大数。

注 :ポピュレーション機能で使用され

ます。

pop.createci.key sm_id ServiceManager CI IDを格納するCIレ
コードのUCMDBフィールド。

注 :ポピュレーション機能による

UCMDB IDのプッシュバックで使用さ

れます。

sm.properties ファイルのパラメータ (続き)
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パラメータ デフォルト値 コメント

ucmdbid.pushback.request UpdateucmdbID
PushBackReque
st

UCMDB IDをServiceManagerにプッシュ

バックするためのWebサービス依頼。

注 :ポピュレーション機能で使用され

ます。

check.sm.connections false ジョブを実行する前にServiceManagerイ
ンスタンスへのSOAP接続を確認するか

どうかを示します。

次のいずれかの状況で、このオプションを

有効にすることができます。

l ServiceManagerが高可用性モード

で (ロードバランスを使用して)実行さ

れ、UCMDBを複数のService
Managerインスタンスに接続する必要

がある場合。

l 利用可能な統合接続がないときに

は、ジョブを実行してから失敗をレポー

トするのではなく、UCMDBでジョブを

実行しないようにする場合。

sm.properties ファイルのパラメータ (続き)

DEM調整ルールの追加方法
ServiceManagerシステムには、UCMDBシステム内のCI と一致するCIレコードがすでに含まれている場

合があります。ServiceManagerシステムに重複するCIレコードを追加するのではなく、ServiceManager
を構成して、特定のフィールド値を基に両システム間で CIレコードが調整されるようにします。

ServiceManagerは必ず、ServiceManagerテーブルの一意のキーフィールドおよびucmdb.idフィールドを

基にして、CIレコードの調整を試みます。［DEM調停ルール］フォームで、調整の基準とする追加フィー

ルドを指定できます。ServiceManagerがこれらのフィールドのいずれかに一致する値を検出すると、受信

するUCMDBレコードの属性で ServiceManager CIレコードを更新します。

マルチテナンシーが有効である場合、ServiceManagerは、データプッシュジョブの会社 ID と一致する会

社 IDを持つCIのみを調整します。たとえば、会社 2からCIをプッシュする際は、会社番号 2に対応す

る会社コードのServiceManager CIレコードにのみ調整ルールが適用されます。

調整フィールドを指定するには、ServiceManagerとUCMDBシステムの両方でテーブルとフィールド名を

理解している必要があります。UCMDBシステムの特定の属性について調整する場合、その属性に対

応するServiceManager管理フィールドが存在することを確認する必要があります。このようなマッピングが

存在しない場合、ServiceManagerは、CIレコード内で一致する値を検索することができません。
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注 : ServiceManager内に対応するフィールドが存在しないUCMDB属性があります。対応するフィー

ルドが存在しない場合、ServiceManagerシステムをカスタマイズして、一致フィールドの追加が必要

となる場合があります。

調整での結合テーブルの使用

調整ルールを設定するときに、調整するデバイスタイプに (devtypeテーブルで定義される) joindef定義が

ある場合は、deviceテーブルではなく結合テーブル名を使用します。たとえば、コンピュータCIを調整す

る場合は、deviceテーブルではなく joincomputerテーブルを使用します。

調整の順序

調整ルールでは、一致するCI値を検索するServiceManagerテーブルとフィールドを指定します。また、

ServiceManagerが調整ルールを処理する順序も指定します。デフォルトで、ServiceManagerはフィール

ド名のアルファベット順にルールを処理します。たとえば、ServiceManagerは、ci.nameフィールドで CIを
調整する前に、asset.tagフィールドで CIを調整します。

ServiceManagerがCIを調整する順序を変更するには、シーケンスフィールドに数値を追加します。たと

えば、次の調整ルールを使用することで、ServiceManagerはci.nameフィールドでCIを処理してから、

asset.tagフィールドで CIを調整するようになります。

テーブル名 フィールド名 シーケンス

joincomputer ci.name 1

joincomputer asset.tag 2

シーケンスで順番付けられた調整ルールのサンプル

検出イベントマネージャ (DEM)調整ルールでは、既存のCIレコードがUCMDBシステムにあるCI と一致

するかどうかを判断するのに使用するServiceManagerフィールドを指定できます。管理者は通常、

ServiceManagerによって重複するCIレコードが作成されないように、UCMDBレプリケーションジョブを開

始する前に調整ルールを指定します。

DEM調整ルールを作成するには：

1. システム管理者として ServiceManagerにログインします。

2. ［カスタマイズ］>［Web サービス］>［DEM 調停ルール］をクリックします。［DEM調停レコード］フォーム

が表示されます。

3. ［テーブル名］に、調停するフィールドを含むServiceManagerテーブルの名前を入力します。

4. ［フィールド名］に、調停する値を含むServiceManagerフィールドの名前を入力します。

5. ［シーケンス］に、ServiceManagerがこのルールを実行する順序を指定します。

注 :シーケンス値を指定しないと、ServiceManagerはフィールド名のアルファベット順に処理し

ます。

6. ［新規］をクリックします。調整ルールが作成されます。
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検出イベントマネージャルールを追加する方法
ServiceManagerは、検出イベントマネージャ (DEM)を使用して、受信する構成アイテム (CI)レコードの

実際のステータスがHP ServiceManager内の管理ステータスと異なる場合に、システムが実行すべきア

クションを定義します。DEMルールを使用することで、ServiceManagerシステムが受信するUCMDBデー

タを基にして CIレコードの追加、更新、または削除を行うかどうかを定義できます。

CIレコードのみの場合、DEMルールを使用して、ServiceManagerで重複する論理名を処理する方法

を定義することもできます。

ServiceManagerで DEM ルールにアクセスするには、［カスタマイズ］>［Web サービス］>［検出イベントマ

ネージャルール］に移動し、［検索］をクリックして既存のルールを表示するか、［新規］をクリックして新しい

ルールを作成します。

本項の内容

l 「DEMルール」(127ページ)

l 「重複ルール」(129ページ)

l 「変更およびインシデントのレコードに表示されるCI属性」(130ページ)

l 「統合によってオープンされた変更およびインシデントのレコードの検索」(131ページ)

DEMルール

ServiceManagerでは、以下のルールオプションを利用できます：

一致するレコードが存在しない場合のアクション

これは、一致するCIレコードが見つからない場合にServiceManagerが実行するアクションです。

l レコードの追加：(デフォルト )ServiceManagerは、一致するレコードが見つからないときにCIレコード

を追加します。ServiceManagerがCIレコードの照合に使用するフィールドを定義するには、「DEM
調整ルールの追加方法」(125ページ)を参照してください。

l レコードを追加して、依存関係を Trueに設定：このオプションは、CI関係データの同期にのみ利用

可能です。ServiceManagerは、CI関係レコードを追加し、次の処理を実行して、レコードの停止

の依存関係を有効にします。
n ［停止の依存関係］チェックボックスをオンにします。

n 依存するダウンストリームCIの数を 1に設定します。これは、UCMDBが1対 1のCI関係のみを
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サポートするためです。

l インシデントのオープン：ServiceManagerは、ユーザが新規 CIレコードを確認できるように、インシデ

ントをオープンします。このインシデントにより、ユーザは新規 CIレコードがビジネスプラクティスに準拠し

ているかどうかを調査できます。

l 変更のオープン：ServiceManagerは、ユーザが新規 CIレコードを確認できるように、計画外の変更

をオープンします。この変更により、ユーザは新規 CIレコードがビジネスプラクティスに準拠しているかど

うかを調査できます。CIレコードが準拠している場合、変更を承認できます。CIレコードが準拠して

いない場合、変更を却下して CIレコードを削除できます。変更レコードには、現在の属性値と推

奨される属性値の両方が一覧されます。

レコードは存在するが、予期しないデータが検出された場合のアクション

これは、一致するCI属性値が見つからない場合にServiceManagerが実行するアクションです。

l 変更のオープン： (デフォルト ) ServiceManagerは、CIレコードの実際のステータスを確認するために、

予定外の変更をオープンします。この変更により、ユーザは新規属性値がビジネスプラクティスに準拠

しているかどうかを調査できます。値が準拠している場合、変更を承認できます。値が準拠していな

い場合、変更を却下して、CI属性値を元の管理ステータスに戻すことができます。

l 結果のログの記録とレコードの更新：ServiceManagerは、CIレコードの実際のステータスの結果をロ

グに記録し、CIレコードを更新します。

l インシデントのオープン：ServiceManagerがインシデントを開いて、CIレコードの実際のステータスを調

査し、レコードをServiceManagerに適合させるために実行または開始する必要があるアクションを決

定します。
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レコードが削除予定である場合のアクション

これは、外部イベントがレコードを削除する必要があると指定している場合に、ServiceManagerが実行

するイベントです。

l レコードの削除： (CI関係レコードのデフォルト )このオプションは、CIおよびCI関係レコードの両方の

同期で利用可能です。ServiceManagerは、CI/CI関係レコードを自動的に削除します。

l インシデントのオープン： このオプションは、CI関係レコードの同期にのみ利用可能です。Service
Managerは、削除されるレコードを調査するためにインシデントを開き、レコードをServiceManager
に準拠させるために実行や開始が必要となるアクションを判断します。

l 変更のオープン： このオプションは、CI関係レコードの同期にのみ利用可能です。ServiceManager
は、削除されるCIレコードを確認させるため、計画外の変更をオープンします。この変更により、ユー

ザは削除されるレコードがビジネスプラクティスに準拠しているかどうかを調査できます。レコードが準拠

している場合、変更を承認できます。CIレコードが準拠していない場合、変更を却下して CIレコー

ドをシステムに戻すことができます。

l レコードを選択したステータスに更新： (CIレコードのデフォルト )このオプションは、CIレコードの同期に

のみ利用可能です。ServiceManagerは、レコードを完全に削除する代わりに、CIレコードのステー

タスをドロップダウンリストから選択された値 (［廃棄済み/消費済み］など)に更新します。

注 : ドロップダウンリストで選択できる値は、［ICM ステータス］グローバルリストで定義されます。

l 変更をオープンして、レコードを選択したステータスに更新します：このオプションは、CIレコードの同期

にのみ利用可能です。ServiceManagerは、予定外の変更をオープンし、CIレコードのステータスを

ドロップダウンリストから選択された値 (［廃棄済み/消費済み］など)に更新します。この変更により、

ユーザは要求されたステータス変更がビジネスプラクティスに準拠しているかどうかを調査できます。変

更が承認されてクローズされると、ServiceManagerがCIレコードを選択されたステータスに自動的に

変更します。変更が否認された場合は、ServiceManagerはCIレコードを変更しません。

l インシデントをオープンして、レコードを選択したステータスに更新します：このオプションは、CIレコード

の同期にのみ利用可能です。ServiceManagerは、インシデントをオープンし、レコードのステータスを

ドロップダウンリストから選択された値 (［廃棄済み/消費済み］など)に更新します。インシデントが承

認されてクローズされると、ServiceManagerがCIレコードを選択されたステータスに自動的に更新し

ます。

重複ルール

UCMDBは、完全に別々でありながら偶然同じ「名前」になった 2つの有効な CIレコードを作成するこ

とがあります。UCMDBの名前フィールドは、ServiceManagerの logical.nameフィールド (こちらは一意に

する必要があります)にマップされます。この2つのCIレコードをServiceManagerにプッシュすると、重複

する論理名の問題が発生します。この問題を回避する方法がいくつかあります。次の表を参照してくださ

い。
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製品側 解決策

UCMDB UCMDBで直接名前を変更するか、UCMDBで調整ルールを変更して、同じ名

前にならないようにします。

この方法を強くお勧めします。

次のいずれかの方法を使用し、統合アダプタのマッピング構成 (xslt)ファイルで

UCMDBの名前フィールドがSMの論理名フィールドに直接マッピングされることを

回避します。

l UCMDBの別の一意の属性をSMの logical.nameフィールドにマップし、

UCMDBの名前フィールドを別のSMフィールドにマップします。

l 名前にプリフィックスを追加します。以下に例を挙げます。
n UCMDBのスイッチまたはルータには、単純に “Router”または “Switch”とい

う名前を付け、基になるMACアドレスで識別します。それらの「SM論理

名」が “<MAC> + <name>”になるように構成できます。

n UCMDBでは、複数のデータベースに同じ名前が付けられることがよくありま

す (クラスタおよびOracle RACの実装が原因になっています)。それらの

「SM論理名」が “<full DNS name> + <name>”になるように構成できま

す。

ServiceManager ServiceManagerで DEMルールの重複ルールオプションを使用します。

重複する論理名の問題の解決策

ServiceManagerの［重複ルール］タブには以下の重複ルールオプションがあり、各 DEMルールで

“cirelationship”以外のテーブル名を使用します。

l 論理名が重複している場合のアクション (異なる uCMDB ID のCI)：これは、CIレコードが追加また

は更新されたときに、その論理名が別のCIレコードによってすでに使用されている場合にService
Managerが実行するアクションです。
n <name>_[RENAMED]_1/2/3に名前を変更：(デフォルト )ServiceManagerでサフィックスを追加し

て論理名を変更します。

n エラーを返す：ServiceManagerからUCMDBに重複キーエラーを返します。

変更およびインシデントのレコードに表示される CI属性

ServiceManagerではUCMDB-SM統合を通じて CI属性の変更を検出したときに、変更レコードやイ

ンシデントレコードを開くようにDEMを構成すると、対応する変更の［変更の詳細］セクション、または対

応するインシデントの［CMDB変更］セクションが表示されます。ServiceManagerでは、UCMDB-SM統

合が有効であり、検出イベントマネージャで、CIの追加、更新、または削除の際に変更レコードやイン

シデントレコードを作成するルールを定義している場合のみ、CI属性のタブが表示されます。

［変更の詳細］セクションと［CMDB変更］セクションの両方に、UCMDBによって検出された実際の属性

値と一緒に現在のCI属性値が表示されます。この情報を使用して、変更の承認や却下を行ったり、

適切な担当グループにインシデントをエスカレートできます。
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統合によってオープンされた変更およびインシデントのレコードの
検索

次の検索基準を用いて、UCMDB-SM統合によってオープンされた変更およびインシデントのレコードを

検索できます。

レコードタイプ 利用できる検索オプション

変更 カテゴリが「unplanned change」のレコードを検索します。

インシデント ［UCMDB 統合により生成］オプションを使用してレコードを検索します。

変更レコードとインシデントレコードに利用できる検索オプション

データプッシュ用のCI属性を統合に追加する方法
次の手順を用いて、統合にCI属性を追加できます。

1. UCMDBクラスモデルにCI属性はすでに存在していますか?
はい。手順 3に進みます。

いいえ。手順 2に進みます。

2. UCMDBクラスモデルにCI属性を追加します。
「CI属性をUCMDBクラスモデルに追加する方法」(131ページ)を参照してください。

3. クエリのレイアウトにCI属性を追加します。
「CI属性をクエリレイアウトに追加する方法」(133ページ)を参照してください。

4. ServiceManager CI タイプ用のWebサービスフィールドを追加します。
「ServiceManager CI タイプのWebサービスフィールドを追加する方法」(134ページ)を参照してくださ

い。

5. ServiceManagerWebサービスフィールドにCI属性をマップします。

「CI属性をServiceManagerWebサービスフィールドにマップする方法」(143ページ)を参照してくださ

い。

CI属性をUCMDBクラスモデルに追加する方法

統合では、UCMDBシステムで利用できるCI属性のサブセットのみが使用されます。出荷時設定で

は、統合は、ServiceManagerシステムで通常管理されるCI属性 (ホスト名やホスト DNS名など)で構

成されます。新規 UCMDB CI属性を作成する前に、必要とするデータを提供する既存のCI属性が

UCMDBシステムにあるかどうかを特定する必要があります。通常は、統合に追加する必要があるデータ

を追跡している既存の属性が存在します。たとえば、NodeCI タイプには、統合に追加できる多くの属

性が含まれています。
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次の手順では、既存のCI タイプに新規CI属性を追加する方法を示します。このシナリオはあまり現実

的な状況ではありません。通常は、統合に既存のCI属性を追加するので、これらの手順を実行する

必要はありません。

注 :統合では、UCMDBクラスモデルにCI属性を追加するのに特別な手順は必要ありません。標

準的な CI属性作成手順を用いて、CI属性を追加できます。CI属性の作成の詳細については、

UCMDBヘルプセンタを参照してください。

次の手順では、例として、commentsという属性をビジネスサービスCI タイプに追加する方法を示しま

す。

UCMDBクラスモデルにCI属性を追加するには：

1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ［モデリング］>［CI タイプマネージャ］に移動します。

3. ［CI タイプ］ナビゲーションツリーから、新規 CI属性の追加先となるCI タイプを選択します。

［ConfigurationItem］>［BusinessElement］>［BusinessService］などです。

4. ［属性］タブを選択します。

5. ［追加］アイコンをクリックします。
［属性の追加］ウィンドウが開きます。

6. ［属性名］に、新規 CI属性に使用する一意の名前を入力します。「comments」などです。

注意 :名前に次の文字を含めることはできません： ‘ / \ [ ] : | < > + = ; , ? *

7. ［表示名］に、UCMDBのインタフェースに表示する名前を入力します。「Comments」などです。

8. (オプション) ［説明］に、新規 CI属性の説明を入力します。

9. ［属性タイプ］で、属性のデータ型に応じて［プリミティブ］または［列挙 /リスト］を選択します。たとえ

ば、［プリミティブ］を選択して、［string］を選択します。
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10. ［値のサイズ］に、属性に格納できる最大文字数を入力します。「300」などです。

11. ［標準設定値の有効化］オプションを選択し、デフォルト値を入力します。または、このオプションを

選択せずに、デフォルト値を空白のままにします。

12. ［OK］をクリックして、属性を保存します。

13. ［保存］アイコン をクリックして、CI タイプに属性の変更を保存します。

これで、CI タイプに属性が追加されました。次に、CI タイプを同期するクエリに属性を追加する必要があ

ります。「CI属性をクエリレイアウトに追加する方法」(133ページ)を参照してください。

CI属性をクエリレイアウトに追加する方法

統合に既存のCI属性を追加するには、そのCI タイプを同期するクエリのレイアウト設定にこの属性を

追加する必要があります。統合に追加するCI属性がどのCI タイプに含まれるのかを把握しておく必要

があります。

クエリレイアウトにCI属性を追加するには：

1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ［モデリング］>［モデリングスタジオ］に移動します。

3. ［リソースタイプ］で、［クエリ］を選択します。

4. ［クエリ］ナビゲーションツリーから、［Integration］>［Service Manager］をクリックします。

5. 統合に追加する属性を持つCI タイプを管理するクエリを選択します。［Push］>［SM Computer
Push 2.0］などです。UCMDBには、クエリのTQLレイアウトが表示されます。

6. 統合に追加するCI属性を含むノードをクエリレイアウトから選択します。「Root」などです。

7. ノードを右クリックし、［クエリノードのプロパティ］を選択します。［クエリノードのプロパティ］ウィンドウが

表示されます。

8. CI タイプ (この例ではデータベース)を選択し、［要素レイアウト］タブをクリックします。

9. ［利用可能な属性］リストから統合に含めるCI属性を選択し、［追加］アイコンクリックして、［特定

の属性］リストに追加します。［Comments］などです。
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10. ［OK］をクリックして、ノードのプロパティを保存します。

11. ［保存］アイコン をクリックして、クエリを保存します。

これで、対応するクエリのレイアウトにCI属性が追加されました。次に、このUCMDB CI属性にマップさ

れるServiceManagerWebサービスフィールドを追加する必要があります。

Service Manager CIタイプのWebサービスフィールドを追加する方
法

統合では、ServiceManager (SM)システムで利用できるCI属性のサブセットのみが使用されます。

UCMDB とSMの間で CI属性をマップする必要があります。前に追加したUCMDB CI属性にマップされ

る新しいSMCI属性を作成する前に、必要なデータを提供する既存のCI属性がServiceManagerシ
ステムにあるかどうかを確認する必要があります。通常は、統合に追加する必要があるデータを追跡して

いる既存の属性が存在します。たとえば、コンピュータCI タイプには、統合に追加できる多くの属性が含

まれています。
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新しい属性を作成する代わりに既存の属性を使用する場合、ServiceManagerでWebサービス定義

を直接変更してその属性を公開し、その後で UCMDB ビジュアルマッピングツールを使用して、このSM 
属性をUCMDB属性にマップすることができます (「CI属性をServiceManagerWebサービスフィールドに

マップする方法」(143ページ)を参照してください)。

新しい属性を追加する場合は、次の手順に従います。手順は属性のデータ型によって異なります。つま

り、単純な属性 (文字列など)か、複雑な属性 (構造体の配列、構造体 )かによって異なります。

SM CI タイプへの単純な属性の追加

次の手順では、例として、既存のCI タイプ (ビジネスサービス)に単純な属性 (mycomments)を追加す

る方法を示します。

1. システム管理者として UCMDBにログインします。

2. ［データ フロー管理］>［アダプタ管理］をクリックして、［ServiceManagerEnhancedAdapter 9-x］を
選択して、対応するXMLマッピングファイル (この例では SM Business Service 2.0.xml)をビジュア

ルマッピングツールエディタで開きます。

3. ［外部クラスモデル］表示枠で、CI タイプ (bizservice)を選択します。
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4. 左側の［属性］表示枠 (ServiceManagerWebサービスオブジェクトから取得されるビジネスサービス

CI タイプのフィールドが表示されます)で、［選択した外部ノードへの新規属性の追加］アイコンをク

リックします。

5. 新しい属性の名前と表示ラベルを入力し、［OK］をクリックします。

注意 : ServiceManager CI タイプの属性テーブル内または deviceテーブル内の既存のフィール

ド名と重複する名前またはその一部になっている名前を入力した場合は、属性を作成できな

かったことを示すエラーが表示されます。
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6. ［OK］をもう一度クリックして、属性の作成を確認します。

新しい属性 (mycomments)が、ServiceManagerの属性リストに表示されます。
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同時に、UCMDBが、ServiceManagerWebサービスAPIを呼び出して新しい属性を追加し、

WebサービスAPIでその属性を公開して、管理フィールドとして設定します。ServiceManagerで
Webサービスオブジェクトを開いて、新しい属性を確認できます (［カスタマイズ］>［Web サービス］>
［Web サービス構成］)。

7. 構成ファイルを保存します。

CIタイプへの構造体の配列または構造体の追加

ServiceManagerは、構造体の配列または構造体を使用して、複雑な属性 (コンピュータCIのポート

など)を格納します。UCMDBでビジュアルマッピングツールを使用してそのような複雑な属性を作成する

こともできます。

次の手順では、コンピュータCI タイプに comportという名前の属性を追加する方法を示します。
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1. システム管理者として UCMDBにログインします。

2. ビジュアルマッピングツールエディタを使用して、対応するXMLマッピングファイル (この例では SM
Computer Push 2.0.xml)を開きます。

3. CI タイプ (computer)を選択し、［外部クラスモデルへの新規 CI タイプの追加］アイコンをクリックし

ます。

4. 表示される子 CI タイプの作成ダイアログで、属性の名前と説明を入力し、［Relation with
Parent］で、属性のデータ型が構造体の配列である場合は［Many to One］を選択し、データ型が

構造体である場合は［One to One］を選択します。
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5. ［OK］をクリックします。属性がServiceManager側で作成されます。

6. ［外部クラスモデル］表示枠で属性を選択し、［選択した外部ノードへの新規属性の追加］アイコ

ンをクリックします。

7. 構造体の配列にフィールド (httpPort)を追加し、［OK］をクリックします。［OK］をもう一度クリックし

て、属性の作成を確認します。
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8. 必要に応じて前の2つの手順を繰り返して、構造体の配列にフィールドを追加します。
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さらに、この属性は、ServiceManager内の対応するWebサービスオブジェクトに自動的に追加さ

れます。
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9. 構成ファイルを保存します。

次に、このServiceManager CI タイプ属性を、UCMDBで前に追加した属性にマップする必要がありま

す。

CI属性を Service Manager Webサービスフィールドにマップする方
法

統合では、アダプタを使用して、UCMDB CI属性をServiceManagerによって認識されるWebサービス

オブジェクトに変換します。アダプタは、UCMDBクエリを適切にフォーマットされた ServiceManagerWeb
サービスメッセージに変換するのに使用するXML変換ファイルを指定します。

出荷時設定では、統合クエリごとに対応するXML構成ファイルがあり、それによりUCMDBの特定のCI
タイプがマップされます。さらに、計算を有効にする属性はそれぞれ、XML構成ファイル内に独自のエント
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リを必要とします。XML変換エントリがない場合、ServiceManagerはUCMDBシステムからCI属性の

更新を受信できません。

統合に新規属性を追加する場合、上位 CI タイプのXML構成ファイルを編集して、CI属性のエントリ

を追加する必要があります。各クエリが管理するCI タイプの詳細については、「プッシュのクエリ」(107ペー

ジ)を参照してください。

次の手順では、UCMDB CI属性 Comments (前に追加しました)をMyCommentsServiceManager
属性 (前の手順で作成しました)にマップする方法を示します。

UCMDB CI属性をSMCI 属性にマップするには：

1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ［データ フロー管理］>［アダプタ管理］>［ServiceManagerEnhancedAdapter9-x］>［構成ファイル］

に移動します。

3. CI属性の上位 CI タイプを管理するXML構成ファイルをダブルクリックします。たとえば、SM
Business Service Push 2.0.xmlを開いて、SM Business Service Push 2.0クエリに属性を追

加します。

4. ［外部クラスモデル］表示枠で関連するCI タイプを選択し (この例では bizservice)、属性

(mycomments)を左側の［属性］表示枠から［視覚マッピング］表示枠にドラッグアンドドロップしま

す。

5. ［ローカルクエリ］表示枠で関連するノードを選択し (この例ではRoot)、属性 (この例では

comments)を前の手順で作成したマッピングエントリにドラッグアンドドロップします。
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6. XML構成ファイルを保存します。これで、UCMDB のComments属性がServiceManagerの
MyComments属性にマップされました。

注 : UCMDBのアダプタ管理で構成ファイルを作成または編集して保存すると、アダプタが新し

い構成ファイルで自動的に再起動されます。

データプッシュ用のCIタイプを統合に追加する方法
次の手順を用いて、統合にCI タイプを追加できます。

1. UCMDBクラスモデルにCI タイプはすでに存在していますか?
はい。手順 3に進みます。

いいえ。手順 2に進みます。

2. UCMDBクラスモデルにCI タイプを追加します。
「CI タイプをUCMDBクラスモデルに追加する方法」(146ページ)を参照してください。

3. CI タイプを同期するためのクエリを作成します。
「CI タイプを同期するためのクエリの作成方法」(148ページ)を参照してください。

4. クエリのレイアウトにCI タイプの属性を追加します。
「CI タイプの属性をクエリレイアウトに追加する方法」(152ページ)を参照してください。

5. ServiceManagerServiceManagerにCI タイプを追加します。
「ServiceManagerにCI タイプを追加する方法」(154ページ)を参照してください。

6. WebサービスフィールドにCI タイプの属性をマップします。
「CI タイプの属性をWebサービスフィールドにマップする方法」(156ページ)を参照してください。

7. 統合のデータプッシュジョブにカスタムクエリを追加します。
「統合ジョブにカスタムクエリを追加する方法」(166ページ)を参照してください。
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CIタイプをUCMDBクラスモデルに追加する方法

新規UCMDB CI タイプを作成する前に、必要な CI属性を提供する既存のCI タイプがUCMDBシステ

ムにあるかどうかを特定する必要があります。通常は、1つまたは複数の既存のCI タイプへのリンクを作

成することで、統合で使用する新しい論理 CI タイプを作成します。

次の手順では、databaseという既存のCI タイプを基にして、SMRDBMS という新規 CI タイプを作成す

る方法を示します。

注 :統合では、UCMDBクラスモデルにCI タイプを追加するのに特別な手順は必要ありません。標

準的な CI タイプ作成手順を用いて、CI タイプを追加できます。CI タイプの作成の詳細について

は、UCMDBヘルプセンタを参照してください。

UCMDBクラスモデルにCI タイプを追加するには、次の手順を実行します。

1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ［モデリング］>［CI タイプマネージャ］に移動します。

3. ［CI タイプ］ナビゲーションツリーから、新規 CI タイプに対して使用するベースのCI タイプを選択しま

す。［Managed Object］>［ConfigurationItem］>［Infrastructure Element］>［Running
Software］>［Database］などです。

4. ［新規］アイコン をクリックします。
［構成アイテムタイプを作成］ウィンドウが開きます。

5. ［名前］に、新規 CI タイプに使用する一意の名前を入力します。「sm_rdbms」などです。

注意 :名前に次の文字を含めることはできません： ‘ / \ [ ] : | < > + = ; , ? *

6. ［表示名］に、インタフェースに表示する名前を入力します。［SM RDBMS］などです。

7. ［説明］に、新規 CI タイプの説明を入力します。これはオプションのフィールドです。「関係データベー

スを実行するホスト」などです。

8. ［ベースのCI タイプ］で、適切なベースCI タイプが選択されていることを確認します。新規 CI タイプ

は、ここで選択するベースのCI タイプの属性を継承します。「Database」などです。

9. ［次へ］をクリックします。ウィザードには、ベースのCI タイプのCI属性のリストが表示されます。

10. 新規 CI タイプに対して、必要に応じて CI属性を追加、編集、または削除します。たとえば、

Databaseから継承したデフォルトの属性をそのまま使用します。

11. ［次へ］をクリックします。ウィザードには、ベースのCI タイプの修飾子のリストが表示されます。

12. 新規 CI タイプの必要に応じて、修飾子を追加または削除します。たとえば、デフォルトの修飾子を

そのまま使用します。

13. ［次へ］をクリックします。ウィザードには、CI タイプに関連付けられたアイコンのリストが表示されます。
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14. このCI タイプに関連付けるアイコンを選択します。たとえば、デフォルトの抽象クラスのアイコンをその

まま使用します。

15. ［次へ］をクリックして、必要に応じてメニューアイテムのプロパティやラベル定義を追加します。たとえ

ば、ベースのCI タイプのデフォルト設定をそのまま使用します。

16. ［完了］をクリックして、CI タイプを作成します。

17. ツリーから新規 CI タイプを選択します。［SM RDBMS］などです。

18. リンク先とする既存のCI タイプを参照して、Ctrlキーを押しながらクリックし、そのCI タイプを選択に

追加します。「Node」などです。

注 :新しい論理 CI タイプに追加する属性がある既存のCI タイプを選択します。

19. 選択したCI タイプのいずれかを右クリックして、［関係の追加 /削除］をクリックします。［関係］ウィン

ドウが開きます。

20. 既存のCI タイプから新規 CI タイプへのSMリンク関係を作成します。［Node］から［SM RDBMS］
へのリンクなどです。

注 : SMリンク関係が存在しない場合は、新しいSMリンク関係を作成する必要があります。
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21. ［OK］をクリックして、関係を作成します。

22. ［保存］アイコンをクリックして、CI タイプを保存します。

CIタイプを同期するためのクエリの作成方法

統合では、クエリを使用して CI属性値を収集し、それをServiceManagerシステムに渡します。統合に

追加する任意のCI タイプについて、クエリを作成する必要があります。作成するクエリは、いずれも 「クエ

リの要件」(111ページ)に準拠する必要があります。

次の手順では、前の項で説明した SM RDBMS CI タイプに対して、rdbmsDataという名前の新規クエ

リを作成する方法について説明します。

1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ［モデリング］>［モデリングスタジオ］に移動します。

3. ［クエリ］ナビゲーションツリーから、［Integration］>［Service Manager］をクリックします。

4. ［Service Manager］を右クリックし、［新規］>［クエリ］を選択します。
［クエリ定義］ウィンドウが開きます。

5. ［CI タイプセレクタ］から、クエリのルートノードとなるCI タイプを探します。このCI タイプは通常、CI
のほとんどの属性を提供するCI タイプです。たとえば、［Managed Object］>［ConfigurationItem］

>［InfrastructureElement］>［RunningSoftware］>［Database］>［SM RDBMS］などです。

6. ［CI タイプセレクタ］からルート CI タイプをドラッグして、空の［編集］表示枠にドラッグします。

UCMDBにCI タイプのアイコンが表示されます。
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7. CI タイプアイコンを右クリックし、［クエリノードのプロパティ］を選択します。［ノードのプロパティ］ウィンド

ウが表示されます。

8. 要素名を「Root」に変更します。

9. ［OK］をクリックして、ノードのプロパティを保存します。
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10. ［CI タイプセレクタ］から、クエリに追加する追加のCI タイプを探します。これらのCI タイプは通常、

追加のCI属性を提供します。たとえば、［Managed Object］>［ConfigurationItem］>
［Infrastructure Element］>［Node］などです。

11. ［CI タイプセレクタ］から追加のCI タイプをドラッグして、［クエリ定義］表示枠にドラッグします。

UCMDBに追加のCI タイプのアイコンが表示されます。
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12. 必要に応じて、ルート CI タイプと追加のCI タイプ間の関係を作成します。たとえば、RootとNode
の間に「SM Link」を作成します。
a. ［Root］を選択して、Ctrlキーを押しながら追加のCI タイプをクリックします。「Node」などです。

b. 選択した項目のいずれかを右クリックして、［関係の追加］をクリックします。［関係の追加］ウィン

ドウが開きます。

c. 関係の名前を入力します。たとえば、「SM Link」などです。

d. 関係の方向を選択します。
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e. ［OK］をクリックして、関係を追加します。

13. クエリに追加する追加の各 CI タイプについて手順 10～ 12を繰り返します。たとえば、SM
RDBMSは追加のCI タイプは必要としません。

14. ［保存］アイコン をクリックして、クエリを保存します。
a. ［クエリ名］に、新規クエリに使用する一意の名前を入力します。「rdbmsData」などです。

b. フォルダツリーで、クエリの保存先のフォルダを選択します。［Root］>［Integration］>［Service
Manager］>［Push］などです。

c. ［OK］をクリックします。UCMDBが［クエリ］リストに新規クエリを追加します。

CIタイプの属性をクエリレイアウトに追加する方法

統合にCI属性を追加するには、CI タイプを同期するクエリから計算レイアウト設定を有効にする必要

があります。統合に追加する各属性で計算を有効にする必要があることから、統合のCI タイプとそれら

の属性について理解しておく必要があります。

次の手順では、前の項で説明した SM RDBMS CI タイプの属性の計算を有効にする方法を示しま

す。

クエリレイアウトにCI タイプの属性を追加するには：
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1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ［モデリング］>［モデリングスタジオ］に移動します。

3. ［クエリ］ナビゲーションツリーから、［Integration］>［Service Manager］をクリックします。

4. 統合に追加する属性があるCI タイプを管理するクエリをダブルクリックします。［rdbmsData］などで

す。UCMDBには、クエリのTQLレイアウトが表示されます。

5. Rootノードを右クリックし、［クエリノードのプロパティ］を選択します。［クエリノードのプロパティ］ウィン

ドウが表示されます。

注意 :統合クエリには、Rootという名前のノードが含まれている必要があります。詳細について

は、「クエリの要件」(111ページ)を参照してください。

6. ［要素レイアウト］タブをクリックし、［レイアウトの属性を選択］オプションを選択します。

7. ［属性条件］リストから［特定の属性］を選択し、［利用可能な属性］リストから必要な属性を選択

して、［特定の属性］リストに移動します。たとえば、［製品名］、［アプリケーションバージョンの説

明］、［データベースインスタンス名］、［ポート］などの属性を追加します。

8. ［OK］をクリックして、クエリノードのプロパティを保存します。

9. 統合に追加する属性が含まれる追加のノードを選択します。「Node」などです。

10. 追加の各ノードについて手順 4～ 8を繰り返します。

11. ［OK］をクリックして、クエリノードのプロパティを保存します。
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12. 統合に追加する属性が含まれる追加の各ノードについて手順 9～ 13を繰り返します。

13. ［保存］アイコン をクリックして、クエリを保存します。

Service ManagerにCIタイプを追加する方法

新規ServiceManager CI タイプを作成する前に、必要な CI属性を提供する既存のCI タイプが

ServiceManagerシステムにあるかどうかを特定する必要があります。ほとんどの場合、統合用の既存の

CI タイプを再利用できます。

UCMDBのビジュアルマッピングツールを使用して ServiceManagerに新しいCI タイプを追加することがで

きます。つまりUCMDBをログアウトして ServiceManagerにログインする必要はありません。

次の手順では、RDBMS という名前の新しいCI タイプを作成する方法を示します。

注 : この例は手順の説明のみを目的として提供されています。ベストプラクティスは、既存のService
Manager CI タイプRunningSoftwareを再利用して UCMDB CI タイプSM RDBMSにマップするこ

とです。

1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ビジュアルマッピングツールエディタを使用して、既存のXMLマッピングファイル (SM Computer Push
2.0.xmlなど)を開きます。

3. ［外部クラスモデル］表示枠でルートノードを選択し、［外部クラスモデルへの新規 CI タイプの追

加］アイコンをクリックします。

4. 次のようにパラメータの値を入力します。

Name：rdbms

Description：RDBMSのCI タイプ

table：smrdbms

subtype：Oracle, SQL Server
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5. ［OK］をクリックします。

6. ［OK］をもう一度クリックして、CI タイプの作成を確認します。次の図に示すように、CI タイプは

ServiceManager内に自動的に作成されます。
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Service Manager (SM) 側での処理

フォーマットを除いて、新しいCI タイプに関連するすべてのSMオブジェクト (DBDICT、結合定義、

WebサービスAPI、DEMルールなど)は、SM側で自動的に作成されます。新しいCI タイプは、デ

フォルトのフォーマットとして configurationItemを使用します。

SM で新しいCI タイプにカスタムフォーマットを使用する場合は、それらを手動で作成する必要があ

ります。フォームデザイナで既存の表示フォームや一括更新フォームを基にしてフォーマットを作成で

きます。ServiceManagerでフォームデザイナにアクセスするには、コマンドラインに「fd」と入力する

か、［カスタマイズ］>［フォームデザイナ］に移動します。ServiceManagerでのフォームの作成の詳細

については、ServiceManagerのオンラインヘルプおよび『Tailoring Best Practices Guide』を参照し

てください。

CIタイプの属性をWebサービスフィールドにマップする方法

統合では、ServiceManagerアダプタを使用して、UCMDB CI属性をServiceManagerによって認識さ

れるWebサービスオブジェクトに変換します。ServiceManagerアダプタは、XML構成ファイルを使用し

て、UCMDBクエリを適切にフォーマットされた ServiceManagerWebサービスメッセージに変換します。

出荷時設定では、統合クエリごとに対応するXML構成ファイルがあります。さらに、［詳細レイアウト設

定］から同期を有効にする属性はそれぞれ、XML構成ファイル内に独自のエントリを必要とします。

統合にCI タイプを追加する場合、ServiceManagerアダプタがServiceManagerWebサービスオブジェク

トに各 CI タイプを変換する方法を定義し、整合させるXML構成ファイルを作成する必要があります。

各クエリが管理するCI タイプの詳細については、「統合クエリ」(106ページ)を参照してください。
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次の手順では、前の項で説明した rdbmsDataクエリのXML構成ファイルを作成する方法について説

明します。

CI タイプの属性をWebサービスオブジェクトにマップするには：

1. 管理者アカウントで UCMDBにログインします。

2. ［データ フロー管理］>［アダプタ管理］>［ServiceManagerEnhancedAdapter9-x］に移動し、アダプ

タを選択します。

3. ［リソースの新規作成］アイコン をクリックします。

4. ［新しい構成ファイル］を選択します。

5. 完全なファイル名を入力します。<AdapterID>/mappings/push/<filename>のように入力します。た

とえば、「ServiceManagerEnhancedAdapter9-x/mappings/push/SM RDBMS
Push.xml」などです。

6. ［OK］をクリックします。マッピングファイルが作成されます。

7. 新しいマッピングファイルをダブルクリックし、ビジュアルマッピングツールエディタで開きます。

8. ［ローカルクエリ］表示枠で、［TQL クエリの追加］アイコンをクリックし、rdbmsDataクエリを追加しま

す。
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9. ［OK］をクリックします。
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10. “Root”ノードを［ローカルクエリ］表示枠からマッピング領域にドラッグアンドドロップします。

11. “RDBMS”ノードを［外部クラスモデル］表示枠からマッピング領域にドラッグアンドドロップします。

12. 必要な SM属性をマッピング領域にドラッグアンドドロップします。

13. 関連するUCMDB属性をマッピング領域にドラッグアンドドロップします。
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14. 新しいマッピングファイルを保存します。

注 : UCMDBのアダプタ管理で構成ファイルを作成または編集して保存すると、アダプタが新し

い構成ファイルで自動的に再起動されます。

XML 構成ファイルでのGroovyスクリプトの使用

ServiceManager拡張汎用アダプタは、次の4つのフィールドマッピングシナリオで、XMLおよびGroovy
マッピングスクリプトを使用します。1対 1、1対多、多対多、および値の変換のシナリオです。Groovyスク

リプトは、複雑なシナリオで使用する必要があります。詳細については、「UCMDBでのカスタムCI タイプ

の構成の更新」(22ページ)を参照してください。

データプッシュ用のCI関係タイプを統合に追加する方法
新しいCI タイプを統合に追加し、そのタイプと他のCI タイプの間の関係をUCMDBで作成した後に、こ

れらの各関係タイプについて次の作業を実行し、UCMDBが各タイプの関係をServiceManagerにプッ

シュできるようにする必要があります。

次の手順では、例として、データプッシュ用のOwnershipという (CostとCostCategoryCI タイプの間の)
関係タイプを統合に追加する方法について説明します。

注 : これらの手順では、CostおよびCostCategoryCI タイプをすでに統合に追加済みであるものと

します。

1. 関係タイプをプッシュするためのクエリを作成します。
「関係タイプをプッシュするためのクエリの作成方法」(161ページ)を参照してください。
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2. 関係クエリをServiceManagerWebサービスオブジェクトにマップします。
「関係タイプクエリをServiceManagerWebサービスオブジェクトにマップする方法」(164ページ)を参

照してください。

3. 新しい関係タイプのXML構成ファイルを作成します。

「関係タイプのXML構成ファイルを作成する方法」(165ページ)を参照してください。

関係タイプをプッシュするためのクエリの作成方法

CI タイプ間の関係を作成したら、関係をServiceManagerにプッシュするクエリを作成する必要がありま

す。

注 :作成するクエリは、いずれも 「クエリの要件」(111ページ)に準拠する必要があります。

Cost とCostCategory CI タイプ間の所有関係のためのCost CostCategory Ownership Relationsと
いう新しいクエリを作成するには：

1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ［モデリング］>［モデリングスタジオ］に移動します。

3. ［新規］>［クエリ］をクリックします。［クエリ定義］表示枠が表示されます。

4. CI タイプセレクタから、CostおよびCostCategory CI タイプをクエリ表示枠にドラッグします。
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5. CostからCostCategoryへの所有関係を作成します。
a. ［関係を作成］アイコンをクリックします。

b. ［Cost］ノードを選択し、このノードからCostCategory ノードへ矢印をドラッグします。

c. ［通常関係］を選択して、［OK］をクリックします。

d. ［Connection］>［Ownership］を選択し、［関係の名前］に「Ownership」と入力して、［OK］
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をクリックします。CI タイプ間の所有関係が作成されます。

6. 関係の矢印を右クリックし、［関係のプロパティ］を選択します。

7. 要素名を「Ownership」から「Root」に変更し (または “Root_”から始まる名前を付け)、［OK］をク

リックします。
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8. ［保存］アイコンをクリックして、次のようにしてクエリを保存します。
a. クエリ名を入力します。「Cost CostCategory Ownership Relations Push」などで

す。

b. ［Integration］>［Service Manager］>［Push］フォルダを選択します。

c. ［OK］をクリックします。

これでクエリが作成されました。このクエリをプッシュ構成ファイル (smPushConf.xml)に追加できます。

関係タイプクエリを Service Manager Webサービスオブジェクトにマッ
プする方法

関係タイプのクエリを作成したら、次の手順に従って、ServiceManagerでクエリをRelationshipWeb
サービスオブジェクトにマップする必要があります。

1. ［データ フロー管理］>［アダプタ管理］>［ServiceManagerEnhancedAdapter9-x］>［構成ファイル］

に移動します。

2. smPushConf.xml ファイルをクリックします。

3. 関係プッシュのための既存のマッピングエントリをコピーしてマッピングエントリを追加します。たとえば、

次のマッピングエントリを追加します。
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<tql name="SM Layer2 Topology Relations Push 2.0"
resourceCollectionName="Relationships" resourceName="Relationship" />

4. TQLクエリの名前を関係タイプ用に作成したクエリの名前に変更します。「Cost CostCategory
Ownership Relations Push」などです。

<tql name="Cost CostCategory Ownership Relations Push"
resourceCollectionName="Relationships" resourceName="Relationship" />

5. ［保存］をクリックして構成ファイルを保存します。

関係タイプのXML構成ファイルを作成する方法

関係タイプのXML構成ファイルを作成するには：

1. 管理者アカウントで UCMDBにログインします。

2. [データ フロー管理］>［ServiceManagerEnhancedAdapter9-x］を選択し、アダプタを選択します。

3. ［リソースの新規作成］アイコンをクリックします。

4. ［新しい構成ファイル］を選択します。

5. 完全なファイル名を入力します。<AdapterID>/mappings/push/<filename>のように入力

します。「ServiceManagerEnhancedAdapter9-x/mappings/push/SM Cost
CostCategory Ownership.xml」などです。

6. ［OK］をクリックして新しいファイルを保存します。新しいファイルが、構成ファイルの一覧に表示され

ます。

7. ビジュアルマッピングインタフェースのXMLエディタで新しいファイルを開きます。

8. XMLエディタ表示枠で、既存のマッピングファイルから内容をコピーして新しいファイルの内容を上書

きし、クエリ名を作成したクエリの名前 (Cost CostCategory Ownership Relations
Push)に更新します。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<integration xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
xsi:noNamespaceSchemaLocation="../mappings_schema.xsd">

<info>
<source name="UCMDB" version="10.20" vendor="HP"/>
<target name="SM" version="9.40" vendor="HP"/>

</info>
<import>

<scriptFile path="mappings.scripts.SMPushFunctions"/>
</import>
<!--

Push Cost to Cost Category Relations.
-->
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<target_entities>
<source_instance query-name="Cost CostCategory Ownership Relations

Push" root-element-name="Root">
<target_entity name="Relationship">

<target_mapping name="RelationshipType" datatype="STRING"
value="SMPushFunctions.getDisplayName(Root['element_type'],ClassModel)"/>

<target_mapping name="ParentCI" datatype="STRING"
value="SMPushFunctions.getEndId(OutputCI.getExternalId().getEnd1Id())"/>

<target_mapping name="ChildCIs" datatype="STRING_LIST"
value="[SMPushFunctions.getEndId(OutputCI.getExternalId().getEnd2Id())]"/>

</target_entity>
</source_instance>

</target_entities>
</integration>

9. ［保存］アイコンをクリックして新しい構成ファイルを保存します。

これで、新しい関係タイプが統合に追加されました。次に、下の図に示すように、新しい関係クエリを

データプッシュジョブに追加する必要があります。詳細な手順については、「統合ジョブにカスタムクエリを

追加する方法」(166ページ)を参照してください。

注意 :関係プッシュジョブを実行する前に、既に関連するCI タイプ (この例ではCostと
CostCategory)を統合に追加し、関連するCIをServiceManagerにプッシュしていることを確認し

てください。

統合ジョブにカスタムクエリを追加する方法
統合で、ServiceManagerとUCMDB システムの間で、カスタムCI タイプ、属性、および関係を同期する

には、データプッシュジョブまたはポピュレーションジョブにカスタムクエリを追加する必要があります。
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次の手順では、前に作成した rdbmsDataという名前のカスタムクエリ (「CI タイプを同期するためのクエリ

の作成方法」(148ページ)を参照してください)をデータプッシュジョブに追加する方法を示します。ポピュ

レーションクエリをポピュレーションジョブに追加する手順も同様です。

データプッシュジョブまたはポピュレーションジョブにカスタムクエリを追加するには：

1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ［データ フロー管理］>［Integration Studio］をクリックします。

3. ServiceManager統合ポイントの名前をクリックします。「sm_integration」などです。

4. ［データ プッシュ］タブを選択します。

注 :ポピュレーションジョブにクエリを追加する場合は、代わりに［ポピュレーション］をクリックしま

す。

5. 統合ジョブの名前をクリックします。「SM Configuration Item Push job」などです。

6. ［編集］アイコン をクリックします。

7. ［追加］アイコンをクリックします。

8. ［Integration］>［Service Manager］>［Push］>［rdbmsData］をクリックします。

注 :ポピュレーションの場合は、代わりに［Integration］>［Service Manager］>［Population］に
移動し、ポピュレーションクエリをクリックします。

9. ［OK］をクリックして、カスタムクエリを追加します。

10. クエリの［削除を許可］オプションを有効にし、統合ジョブで削除されたデータを消去できるようにしま

す。

11. ［OK］をクリックして、［ジョブ定義の更新］ウィンドウを閉じます。

ポピュレーション用のCIタイプ、属性、または関係タイプを
統合に追加する方法
ポピュレーション用のすべての設定済みのマッピングファイルは、［データ フロー管理］>［アダプタ管理］>
［ServiceManagerEnhancedAdapter9-x］>［ServiceManagerEnhancedAdapter9-
x/mappings/population/<Name of Mapping File>］を選択して表示できます。

ビジュアルマッピングツールを使用すると、データプッシュの場合と似た手順に従って、ポピュレーション用の

CI タイプ、CI属性、または関係を統合に追加できます。また、ポピュレーションクエリをポピュレーションジョ

ブに追加する必要もあります。データプッシュに関する以下の手順を参照してください。

「データプッシュ用のCI属性を統合に追加する方法」(131ページ)
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「データプッシュ用のCI タイプを統合に追加する方法」(145ページ)

「データプッシュ用のCI関係タイプを統合に追加する方法」(160ページ)

「統合ジョブにカスタムクエリを追加する方法」(166ページ)

CIタイプのUCMDB IDプッシュバックを有効または無効にす
る方法
UCMDBで新しいCIが作成されると、UCMDB ID値がそのCIに割り当てられます。ポピュレーションを

介して CIがServiceManager (SM)からUCMDBに同期されるときに、UCMDB IDプッシュバック機能に

より、UCMDB ID値をプッシュして SMに戻すことができます。その後、UCMDB ID フィールドは、ポピュ

レーションを介して CIが既にUCMDBに同期されているかどうかを示すフラグとして使用されます。

UCMDB IDのプッシュバック機能を有効にしたくない場合もあります。例えば、UCMDB内のscheduled_
downtime CI タイプは、SM内には物理的に存在しません。代わりに、統合が、SM内の複数のエンティ

ティから予定ダウンタイム情報を取得し、その情報をUCMDB内のscheduled_downtime CIに同期しま

す。このため、scheduled_downtime CIのUCMDB IDプッシュバック機能はデフォルトで無効になっていま

す。無効になっていないとポピュレーション時にプッシュバックエラーが発生します。

CI タイプのUCMDB IDプッシュバックを有効にするには、次の手順に従います。

1. CI タイプのポピュレーション構成ファイル (My Business Service Population.xmlなど)に次のエン

トリを追加します。

<target_mapping name="sm_id" datatype="STRING" value="bizservice['CIName']"/>

<target_mapping name="global_id" datatype="STRING" value="bizservice['UCMDBId']
"/>

注 : この例では、下の図に示すように、bizserviceは、ServiceManagerで定義されたCI タイ

プの表示名であり、UCMDB ビジュアルマッピングインタフェースに表示される外部クラスモデル名

でもあります。

Universal CMDB統合ガイド (ServiceManager拡張汎用アダプタ使用 )
第5章 :統合のカスタマイズ

HP Service Manager (Service Manager 9.40、Universal CMDB 10.20 以降) 168 / 198 ページ



2. XML構成ファイルを保存します。

3. smPopConf.xmlファイルを開き、CI タイプのUCMDB IDプッシュバックの設定が存在しないか、存

在して trueに設定されていることを確認します。

<pushback>

<type name="business_service" enable="true"/>

</pushback>

ここで、<type name>は、UCMDB内のCI タイプの名前です。

CI タイプのUCMDB IDプッシュバック機能を無効にするには、次の手順に従います。
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1. smPopConf.xmlファイルを開きます。

2. <pushback>セクションに、CI タイプに関する次の1行を挿入します。

<config>
<pushback>

<type name="scheduled_downtime" enable="false"/>
<type name="business_service" enable="false"/>

</pushback>
<mapping>

<tql name="SM Business Service Population 2.0">
...
</tql>
…

</mapping>
</config>

連携用のサポートされる CIタイプの属性を追加する方法
初期設定状態の統合は、UCMDBの次の3つの外部 CI タイプの連携をサポートします。 Incident、
Problem、およびRequestForChangeです。UCMDBには、サポートされるCI タイプごとに属性のリストが

あり、このリストを連携用のServiceManagerWebサービスオブジェクトにマップすることができます。次の図

は、 Incident CI タイプで使用できる設定済みのUCMDB CI属性を示しています。

たとえば、連携用のSM Incident属性を追加するには、SMUcmdbIncident Webサービスオブジェクトで

このフィールドを公開し、その後でフィールドを適切な UCMDB属性 (存在しない場合は先にUCMDB
で作成する必要があります)にマップする必要があります。

次の図は、ServiceManagerのUcmdbIncidentWebサービスオブジェクトで公開されたフィールドを示し

ています。
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追加のフィールドを公開して、追加の Incident属性をUCMDBに連携させることができます。次に例とし

て、連携のためにServiceManager probsummary (Incident)ファイル内に “action”フィールドを追加する

方法を説明します。これは、このフィールドを detailsという新しいUCMDB属性にマップすることで行いま

す。

注 : ServiceManager内のインシデントフォームで、“action”フィールドには、インシデントレコードをより

詳しく説明するために使用される “Description”というラベルが付いています。次の図を参照してくだ

さい。

連携用のサポートされるCI タイプの属性を追加するには：
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1. Web サービスオブジェクトに SM 属性を追加します。
次の例では、UcmdbIncident WebサービスオブジェクトでインシデントのSM “action”フィールドを公

開する方法を説明します。

a. システム管理者として ServiceManagerにログインします。

b. ［カスタマイズ］>［Web サービス］>［Web サービス構成］に移動します。

c. 次のフィールドの値を入力し、［検索］をクリックします。
o サービス名：ucmdbIntegration

o 名前：Probsummary

UcmdbIncident Webサービスオブジェクトが表示されます。

d. ［フィールド］タブに以下の行を追加します。
o フィールド：action

o キャプション:Description

e. Webサービスオブジェクトを保存します。

2. SM 属性を UCMDB 属性にマップします。
次の例では、SMの “action”属性を detailsという名前の新しいUCMDB属性にマップする方法に

ついて説明します。

Universal CMDB統合ガイド (ServiceManager拡張汎用アダプタ使用 )
第5章 :統合のカスタマイズ

HP Service Manager (Service Manager 9.40、Universal CMDB 10.20 以降) 172 / 198 ページ



a. 管理者として UCMDBにログインします。

b. ［モデリング］>［CI タイプマネージャ］に移動します。

c. ［ItProcessRecord］>［Incident］に移動し、そのプロパティ表示枠を開きます。

d. ［追加］アイコンをクリックして、detailsという名前の新しい属性を Incident CI タイプに追加しま

す。

o 名前：details

o 表示名：詳細

o 説明：インシデントの詳細

o 属性タイプ：［プリミティブ］>［string］ を選択します。

o 値のサイズ： 500

e. インシデント CI タイプレコードを保存します。
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f. ［データ フロー管理］>［アダプタ管理］>［ServiceManagerEnhancedAdapter9-x］>［構成ファ

イル］に移動します。

g. 関係する連携マッピングファイル (ServiceManagerEnhancedAdapter9-
x/mappings/federation/SM Incident 2.0.xml)を編集して、新しい属性のマッピングエントリを

追加します。

<target_entities>
<source_instance query-name="SM Incident 2.0" root-element-

name="ucmdbIncident">
<target_entity name="incident">

<target_mapping name="reference_number"
datatype="STRING" value="ucmdbIncident['IncidentID']"/>

<target_mapping name="name"
datatype="STRING" value="ucmdbIncident['BriefDescription']"/>

<target_mapping name="priority"
datatype="STRING" value="SMFederationFunctions.getEnumValue
(ucmdbIncident['PriorityCode'],'Priority')"/>

<target_mapping name="incident_status"
datatype="STRING"
value="SMFederationFunctions.firstLetterToLowerAndReplaceSpaceWithUnders
core(ucmdbIncident['IMTicketStatus'])"/>

<target_mapping name="category"
datatype="STRING"
value="SMFederationFunctions.replaceSpaceWithUnderscore(ucmdbIncident
['Category'])"/>

<target_mapping name="closed_time"
datatype="DATE" value="SMFederationFunctions.convertDate
(ucmdbIncident['ClosedTime'])"/>

<target_mapping name="create_time"
datatype="DATE" value="SMFederationFunctions.convertDate
(ucmdbIncident['OpenTime'])"/>

<target_mapping name="last_modified_time"
datatype="DATE" value="SMFederationFunctions.convertDate
(ucmdbIncident['UpdatedTime'])"/>

<target_mapping name="impact_scope"
datatype="STRING" value="SMFederationFunctions.getEnumValue
(ucmdbIncident['ImpactScope'],'ImpactScope')"/>

<target_mapping name="urgency"
datatype="STRING" value="SMFederationFunctions.getEnumValue
(ucmdbIncident['Urgency'],'Urgency')"/>

<target_mapping name="details" datatype="STRING"
value="ucmdbIncident['Description']"/>

</target_entity>
</source_instance>

</target_entities>

h. ［保存］をクリックしてファイルを保存します。
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次に、SMインシデントの説明 (フィールド名：action)属性が連携のために統合に追加されます。

UCMDBモデリングスタジオでインシデント連携クエリを実行し、SMの説明データが正しく連携され

ているかどうかを確認します。連携クエリの実行方法の詳細については、「連携の使用例」(47ペー

ジ)を参照してください。

次の図は、SMインシデントレコードの説明がDetailsとして UCMDBに連携されている例を示して

います。
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第6章 : トラブルシューティング
データプッシュやポピュレーションのエラーが発生した場合は、エラーメッセージと統合ログファイルを確認

し、原因を特定してエラーを修正する必要があります。本章では、一般的なトラブルシューティング手

順、一般的なエラー、および解決策について説明します。

本項の内容

l 「データプッシュの問題のトラブルシューティング」(176ページ)

l 「ポピュレーションの問題のトラブルシューティング」(185ページ)

データプッシュの問題のトラブルシューティング
データプッシュのエラーや問題が発生した場合は、エラーメッセージとログファイルを確認し、原因を特定し

てエラーを修正する必要があります。

この統合では、データプッシュに関して次のエラーコードを使用します。

SM エラーコード 説明

UCMDB エラーコー

ド

-1 SMからのサーバアプリケーションエラー 900008

-4 SMからの401認証エラー 900001

3 データがロックされていることを示すSMからのエラー 900003

9 Restful構成が見つからない 900009

51 別のプロセスによって変更されたことを示すSMからのエ

ラー

900004

70 操作が無効なことを示すSMからのエラー 900005

71 検証に失敗したことを示すSMからのエラー 900002

881 データが無効なことを示すSMからのエラー 900007

882 関係操作のCIがSMで見つからない 900010

SMでメッセージの作成に失敗した 900013

SMとの通信に失敗した 900014

SMからのその他のエラー 900099
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データプッシュジョブに失敗すると、ジョブのステータスが［失敗］になります。次のようにして、失敗したジョブ

のトラブルシューティングを行います。

l Universal CMDB Studioで失敗したジョブのエラーメッセージを確認します。
「失敗したプッシュジョブのエラーメッセージを確認する方法」(177ページ)を参照してください。

l ログファイルで詳細を確認します。
「プッシュのログファイルを確認する方法」(179ページ)を参照してください。

一部のレコードが失敗した状態でデータプッシュジョブが完了した場合、ジョブのステータスが［完了］にな

ります。次のようにして、失敗したレコードのトラブルシューティングを行います。

l Universal CMDB Studioで失敗したCIのエラーメッセージを確認します。
「プッシュジョブで失敗したCIまたは関係のエラーメッセージを確認する方法」(178ページ)を参照してく

ださい。

l ログファイルで詳細を確認します。
「プッシュのログファイルを確認する方法」(179ページ)を参照してください。

失敗したプッシュジョブのエラーメッセージを確認する方法
失敗したプッシュジョブのエラーメッセージを確認するには：

1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ［データ フロー管理］>［Integration Studio］をクリックします。

3. ［統合ポイント］リストからこの統合の統合ポイントを選択します。

4. ［データ プッシュ］タブを選択します。

5. 統合ジョブからジョブを選択します。

6. ［ジョブエラー］サブタブをクリックし、リストでメッセージの［重大度］をダブルクリックします。
ポップアップウィンドウにこの失敗したジョブの詳細なエラーメッセージが表示されます。以下に示すの

は、プッシュTQLクエリのマッピング構成が見つからなかったことを示すエラーメッセージのサンプルの一

部です。

java.lang.RuntimeException:No mapping is found for TQL: "SM Business Service
Push 2.0", or Cannot retrieve the mapping from SM side by QueryNodeName
[bizservice", please configure in smPushConf.xml or SM configuration

at
com.mercury.topaz.fcmdb.adapters.serviceDeskAdapter.push.SmGenericPusher.pus
h(SmGenericPusher.java:119)

... 35 more
--- End of probe-side exception ---

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.adhoctasks.AdHocProbeRequestOpe
ration.convertThrowableToStringSafeException
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(AdHocProbeRequestOperation.java:86)
at

com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.adhoctasks.AdHocProbeRequestOpe
ration.performAction(AdHocProbeRequestOperation.java:77)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.taskdispatcher.AdHocTaskDispatc
her.dispatchTask(AdHocTaskDispatcher.java:70)

at sun.reflect.GeneratedMethodAccessor59.invoke(Unknown Source)
at sun.reflect.DelegatingMethodAccessorImpl.invoke

(DelegatingMethodAccessorImpl.java:43)
at java.lang.reflect.Method.invoke(Method.java:601)
at com.sun.jmx.mbeanserver.StandardMBeanIntrospector.invokeM2

(StandardMBeanIntrospector.java:111)
at com.sun.jmx.mbeanserver.StandardMBeanIntrospector.invokeM2

(StandardMBeanIntrospector.java:45)
at com.sun.jmx.mbeanserver.MBeanIntrospector.invokeM

(MBeanIntrospector.java:235)
at com.sun.jmx.mbeanserver.PerInterface.invoke(PerInterface.java:138)
at com.sun.jmx.mbeanserver.MBeanSupport.invoke(MBeanSupport.java:252)
at javax.management.StandardMBean.invoke(StandardMBean.java:405)
at com.sun.jmx.interceptor.DefaultMBeanServerInterceptor.invoke

(DefaultMBeanServerInterceptor.java:819)
at com.sun.jmx.mbeanserver.JmxMBeanServer.invoke(JmxMBeanServer.java:792)
at javax.management.MBeanServerInvocationHandler.invoke

(MBeanServerInvocationHandler.java:305)
at org.springframework.jmx.access.MBeanClientInterceptor.doInvoke

(MBeanClientInterceptor.java:405)
at org.springframework.jmx.access.MBeanClientInterceptor.invoke

(MBeanClientInterceptor.java:353)
at org.springframework.aop.framework.ReflectiveMethodInvocation.proceed

(ReflectiveMethodInvocation.java:172)
at org.springframework.aop.framework.JdkDynamicAopProxy.invoke

(JdkDynamicAopProxy.java:202)
at com.sun.proxy.$Proxy57.dispatchTask(Unknown Source)
at

com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probegw.managementtasks.adhoctasks.Adhoc
Thread.run(AdhocThread.java:54)

... 3 more

プッシュジョブで失敗した CIまたは関係のエラーメッセージ
を確認する方法
一部のレコードが失敗した状態でデータプッシュジョブが完了した場合、Universal CMDB Studioで、失

敗した各レコードの詳細なエラーメッセージを確認できます。

データプッシュジョブで失敗したレコードのエラーメッセージを確認するには：
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1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ［データ フロー管理］>［Integration Studio］をクリックします。

3. ［統合ポイント］リストからこの統合の統合ポイントを選択します。

4. ［データ プッシュ］タブを選択します。

5. 統合ジョブからジョブを選択します。

6. ［クエリのステータス］サブタブをクリックします。

7. 失敗したクエリをダブルクリックします。エラーメッセージおよび失敗した各 CI タイプのCI数が表示さ

れます。

8. エラーメッセージをダブルクリックします。失敗したレコードのリストが表示されます。

9. 失敗したレコードをダブルクリックします。
レコードの詳細なエラーメッセージが表示されます。

プッシュのログファイルを確認する方法
UCMDBのプッシュの結果ツリーノードを確認し、ServiceManagerとメッセージを送受信できるようにする

には、開発アダプタのログレベルをDEBUGまたは TRACEに設定する必要があります。または、ログレベ

ルを TRACEに設定して、マッピングファイルを基にして変換時間を確認できます。

注 : プッシュ、ポピュレーション、および連携の問題のトラブルシューティングを行うには、

fcmdb.propertiesファイルおよび fcmdb.push.propertiesファイルで開発アダプタのログレベルを

DEBUGまたは TRACEに設定する必要があります。これらのファイルは、Data Flow Probeまたは統

合サービスのインストールフォルダの \conf\logフォルダにあります。さらに、fcmdb.push.all.logファイ

ルでプッシュ、ポピュレーション、および連携のログ情報を表示できます。このファイルは、Data Flow
Probeまたは統合サービスのインストールフォルダの \runtime\logフォルダにあります。Data Flow
Probeまたは統合サービスは、UCMDBサーバと同じホストにインストールすることも別のホストにイン

ストールすることもできます。

開発アダプタのログレベルをDEBUGまたは TRACEに設定するには：

1. UCMDB Data Flow Probeまたは統合サービスがインストールされているホストに管理者としてログイ

ンします。

2. <UCMDBインストールフォルダ>\DataFlowProbe\conf\logフォルダまたは <UCMDBインストールフォ
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ルダ\UCMDBServer\integrations\conf\logに移動します。例：

C:\hp\UCMDB\DataFlowProbe\conf\log\

またはC:\hp\UCMDB\UCMDBServer\integrations\conf\log

3. テキストエディタで fcmdb.propertiesファイルを開き、ログレベルを DEBUGまたは TRACEに変更しま

す。例：

#loglevel can be any of TRACE DEBUG INFO WARN ERROR FATAL
loglevel=DEBUG
def.file.max.size=5000KB
def.files.backup.count=10
msg.layout=%d %-5p [%t] - %m%n

4. テキストエディタで fcmdb.push.propertiesファイルを開き、 log4jログレベルを DEBUGまたは TRACE
に変更します。例：

### UCMDB log4j Properties
log.file.path=log/${log.folder.path.output}
#loglevel can be any of TRACE DEBUG INFO WARN ERROR FATAL
loglevel=DEBUG
def.file.max.size=5000KB
def.files.backup.count=10
msg.layout=%d %-5p [%t] - %m%n

5. ファイルを保存します。

プッシュのログファイルを確認するには：

1. UCMDB Data Flow Probeまたは統合サービスがインストールされているホストに管理者としてログイ

ンします。

2. <UCMDBインストールフォルダ>\DataFlowProbe\runtime\logフォルダまたは <UCMDBインストール

フォルダ\UCMDBServer\integrations\runtime\logフォルダに移動します。

3. テキストエディタで fcmdb.push.all.logファイルを開きます。

プッシュの一般的なエラーメッセージと解決策
本項では、データプッシュ時に発生する可能性がある一般的なエラーメッセージとそれらの解決策につい

て説明します。

本項の内容

l 「クエリがsmPushConf.xmlで構成されていない」(181ページ)

l 「マッピングファイルがwell formed (整形式 )ではない」(182ページ)
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クエリがsmPushConf.xmlで構成されていない

サンプル構成

関係をプッシュするために使用される TQLクエリは、smPushConf.xmlファイルで構成する必要がありま

す。

<config>
<mapping>

<!--
現在、マッピングを構成するときに TQL 名のワイルドカードがサポートされます。

マッピングを構成するときに TQL 名の末尾に '*' を追加できます。

OOTB でのマッピングにワイルドカードを使用すると、TQL に名前を付けて保存するたびに、

マッピングを手動で変更しなくとも SM にプッシュできます。

たとえば、<TQL_name> クエリを <TQL_name>_1 および <TQL_name>_2 に保存する場合、

この構成ファイルでは TQL 名は <TQL_name>* として指定され、

統合は自動的にこのマッピングエントリを 3 つの TQL すべてで使用します。

ただし、正確な TQL 名を使用したマッピングの構成も引き続きサポートされます。

-->
<tql name="SM Business Service Relations Push 2.0"

resourceCollectionName="Relationships" resourceName="Relationship"/>
<tql name="SM CRG Relations Push 2.0"

resourceCollectionName="Relationships" resourceName="Relationship"/>
<tql name="SM Node Relations Push 2.0"

resourceCollectionName="Relationships" resourceName="Relationship"/>
<tql name="SM Layer2 Topology Relations Push 2.0"

resourceCollectionName="Relationships" resourceName="Relationship"/>
</mapping>

</config>

エラーメッセージ

「失敗」ステータスでプッシュジョブが失敗します。Universal CMDB Studioのログファイルと失敗したジョブ

の詳細エラーメッセージの両方に (「失敗したプッシュジョブのエラーメッセージを確認する方法」(177ページ)
を参照してください)、次のようなエラーが表示されます。

java.lang.RuntimeException: No mapping is found for TQL: "SM Business Service Push
2.0", or Cannot retrieve the mapping from SM side by QueryNodeName [bizservice",
please configure in smPushConf.xml or SM configuration

at
com.mercury.topaz.fcmdb.adapters.serviceDeskAdapter.push.SmGenericPusher.push
(SmGenericPusher.java:119)

... 35 more
--- End of probe-side exception ---

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.adhoctasks.AdHocProbeRequestOperati
on.convertThrowableToStringSafeException(AdHocProbeRequestOperation.java:86)

at
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com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.adhoctasks.AdHocProbeRequestOperati
on.performAction(AdHocProbeRequestOperation.java:77)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.taskdispatcher.AdHocTaskDispatcher.
dispatchTask(AdHocTaskDispatcher.java:70)

at sun.reflect.GeneratedMethodAccessor59.invoke(Unknown Source)
at sun.reflect.DelegatingMethodAccessorImpl.invoke

(DelegatingMethodAccessorImpl.java:43)
at java.lang.reflect.Method.invoke(Method.java:601)
at com.sun.jmx.mbeanserver.StandardMBeanIntrospector.invokeM2

(StandardMBeanIntrospector.java:111)
at com.sun.jmx.mbeanserver.StandardMBeanIntrospector.invokeM2

(StandardMBeanIntrospector.java:45)
at com.sun.jmx.mbeanserver.MBeanIntrospector.invokeM

(MBeanIntrospector.java:235)
at com.sun.jmx.mbeanserver.PerInterface.invoke(PerInterface.java:138)
at com.sun.jmx.mbeanserver.MBeanSupport.invoke(MBeanSupport.java:252)
at javax.management.StandardMBean.invoke(StandardMBean.java:405)
at com.sun.jmx.interceptor.DefaultMBeanServerInterceptor.invoke

(DefaultMBeanServerInterceptor.java:819)
at com.sun.jmx.mbeanserver.JmxMBeanServer.invoke(JmxMBeanServer.java:792)
at javax.management.MBeanServerInvocationHandler.invoke

(MBeanServerInvocationHandler.java:305)
at org.springframework.jmx.access.MBeanClientInterceptor.doInvoke

(MBeanClientInterceptor.java:405)
at org.springframework.jmx.access.MBeanClientInterceptor.invoke

(MBeanClientInterceptor.java:353)
at org.springframework.aop.framework.ReflectiveMethodInvocation.proceed

(ReflectiveMethodInvocation.java:172)
at org.springframework.aop.framework.JdkDynamicAopProxy.invoke

(JdkDynamicAopProxy.java:202)
at com.sun.proxy.$Proxy57.dispatchTask(Unknown Source)
at

com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probegw.managementtasks.adhoctasks.AdhocThre
ad.run(AdhocThread.java:54)

... 3 more

解決策

No mapping is found for TQLというテキスト文字列を検索し、まだ構成されていないクエリの名前を

見つけて、smPushConf.xmlファイルにそのクエリのマッピングエントリを追加します。

マッピングファイルがwell formed (整形式 )ではない

サンプル構成

"target_entity name"は、bizservice (ServiceManagerで定義されるCI タイプの表示名、および

UCMDBビジュアルマッピングインタフェースに表示される外部クラスモデル名 )にする必要がありますが、

誤った名前 businessserviceで構成しています。
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<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<integration xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
xsi:noNamespaceSchemaLocation="../mappings_schema.xsd">

<info>
<source name="UCMDB" version="10.20" vendor="HP"/>
<target name="SM" version="9.40" vendor="HP"/>

</info>
<import>

<scriptFile path="mappings.scripts.SMPushFunctions"/>
</import>
<!--

uCMDB CIT を SM Business Service にプッシュする。

-->
<target_entities>

<source_instance query-name="SM Business Service Push 2.0" root-element-
name="Root" >

<target_entity name="businessservice">
<target_mapping name="UCMDBId" datatype="STRING" value="Root

['global_id']"/>
<target_mapping name="CustomerId" datatype="STRING"

value="SMPushFunctions.getCustomerId(CustomerInformation)"/>
<target_mapping name="Type" datatype="STRING"

value="'bizservice'"/>
<target_mapping name="Subtype" datatype="STRING"

value="SMPushFunctions.getSMSubType(Root['element_
type'],ClassModel,'BizService')"/>

<target_mapping name="ServiceProvider" datatype="STRING"
value="Root['provider']"/>

<target_mapping name="ServiceName" datatype="STRING" value="Root
['display_label']"/>

<target_mapping name="CIIdentifier" datatype="STRING"
value="Root['display_label']"/>

</target_entity>
</source_instance>

</target_entities>
</integration>

エラーメッセージ

「失敗」ステータスでデータプッシュジョブが失敗します。Universal CMDB Studioのログファイルと失敗した

ジョブのエラーメッセージの両方に (「失敗したプッシュジョブのエラーメッセージを確認する方法」(177ページ)
を参照してください)、次のようなエラーが表示されます。

java.lang.RuntimeException:No mapping is found for TQL: "SM Business Service Push
2.0", or Cannot retrieve the mapping from SM side by QueryNodeName
[businessservice", please configure in smPushConf.xml or SM configuration

at
com.mercury.topaz.fcmdb.adapters.serviceDeskAdapter.push.SmGenericPusher.push
(SmGenericPusher.java:119)

... 35 more
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--- End of probe-side exception ---

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.adhoctasks.AdHocProbeRequestOperati
on.convertThrowableToStringSafeException(AdHocProbeRequestOperation.java:86)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.adhoctasks.AdHocProbeRequestOperati
on.performAction(AdHocProbeRequestOperation.java:77)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.taskdispatcher.AdHocTaskDispatcher.
dispatchTask(AdHocTaskDispatcher.java:70)

at sun.reflect.GeneratedMethodAccessor59.invoke(Unknown Source)
at sun.reflect.DelegatingMethodAccessorImpl.invoke

(DelegatingMethodAccessorImpl.java:43)
at java.lang.reflect.Method.invoke(Method.java:601)
at com.sun.jmx.mbeanserver.StandardMBeanIntrospector.invokeM2

(StandardMBeanIntrospector.java:111)
at com.sun.jmx.mbeanserver.StandardMBeanIntrospector.invokeM2

(StandardMBeanIntrospector.java:45)
at com.sun.jmx.mbeanserver.MBeanIntrospector.invokeM

(MBeanIntrospector.java:235)
at com.sun.jmx.mbeanserver.PerInterface.invoke(PerInterface.java:138)
at com.sun.jmx.mbeanserver.MBeanSupport.invoke(MBeanSupport.java:252)
at javax.management.StandardMBean.invoke(StandardMBean.java:405)
at com.sun.jmx.interceptor.DefaultMBeanServerInterceptor.invoke

(DefaultMBeanServerInterceptor.java:819)
at com.sun.jmx.mbeanserver.JmxMBeanServer.invoke(JmxMBeanServer.java:792)
at javax.management.MBeanServerInvocationHandler.invoke

(MBeanServerInvocationHandler.java:305)
at org.springframework.jmx.access.MBeanClientInterceptor.doInvoke

(MBeanClientInterceptor.java:405)
at org.springframework.jmx.access.MBeanClientInterceptor.invoke

(MBeanClientInterceptor.java:353)
at org.springframework.aop.framework.ReflectiveMethodInvocation.proceed

(ReflectiveMethodInvocation.java:172)
at org.springframework.aop.framework.JdkDynamicAopProxy.invoke

(JdkDynamicAopProxy.java:202)
at com.sun.proxy.$Proxy57.dispatchTask(Unknown Source)
at

com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probegw.managementtasks.adhoctasks.AdhocThre
ad.run(AdhocThread.java:54)

... 3 more

解決策

ServiceManagerで関連するCI タイプを検索し、正しい表示名を見つけて、正しい名前になるように

マッピングファイルを変更します。

ヒント : UCMDB ビジュアルマッピングツールを使用してマッピングファイルを生成すると、このような検証
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の問題を簡単に修正できます。

ポピュレーションの問題のトラブルシューティング
ポピュレーションのエラーや問題が発生した場合は、エラーメッセージとポピュレーションログファイルを確認

し、原因を特定して問題を解決する必要があります。

ポピュレーションジョブに失敗すると、ジョブのステータスが［失敗］になります。次のようにして、失敗したジョ

ブのトラブルシューティングを行います。

l Universal CMDB Studioで失敗したジョブのエラーメッセージを確認します。
「失敗したポピュレーションジョブのエラーメッセージを確認する方法」(185ページ)および「ポピュレーショ

ンの一般的なエラーメッセージと解決策」(186ページ)を参照してください。

l ログファイルで詳細を確認します。
「ポピュレーションのログファイルを確認する方法」(185ページ)を参照してください。

失敗したポピュレーションジョブのエラーメッセージを確認す
る方法
ポピュレーションジョブが失敗した場合、Universal CMDB Studioで詳細なエラーメッセージを確認できま

す。

失敗したポピュレーションジョブのエラーメッセージを確認するには：

1. 管理者として UCMDBにログインします。

2. ［データ フロー管理］>［Integration Studio］をクリックします。

3. この統合の統合ポイントを選択します。

4. ［ポピュレーション］タブをクリックします。

5. 統合ジョブから失敗したジョブを選択し、［ジョブエラー］サブタブをクリックします。

6. リストでエラーメッセージをダブルクリックします。
ポップアップウィンドウが開き、エラーの詳細が表示されます。

ポピュレーションのログファイルを確認する方法
開発アダプタのログレベルをDEBUGに設定し、UCMDBのポピュレーションの結果ツリーノードを確認

し、ServiceManagerとメッセージを送受信することができます。または、ログレベルを TRACEに設定し

て、マッピングファイルを基にして変換時間を確認できます。
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注 : プッシュ、ポピュレーション、および連携の問題のトラブルシューティングを行うには、

fcmdb.propertiesファイルおよび fcmdb.push.propertiesファイルで開発アダプタのログレベルを

DEBUGまたは TRACEに設定する必要があります。これらのファイルは、Data Flow Probeまたは統

合サービスのインストールフォルダの \conf\logフォルダにあります。さらに、fcmdb.push.all.logファイ

ルでプッシュ、ポピュレーション、および連携のログ情報を表示できます。このファイルは、Data Flow
Probeまたは統合サービスのインストールフォルダの \runtime\logフォルダにあります。Data Flow
Probeまたは統合サービスは、UCMDBサーバと同じホストにインストールすることも別のホストにイン

ストールすることもできます。

開発アダプタのログレベルを設定し、ポピュレーションログファイルを表示するには、「プッシュのログファイル

を確認する方法」(179ページ)で説明されている手順に従います。

ポピュレーションの一般的なエラーメッセージと解決策
本項では、ポピュレーション時に発生する可能性がある一般的なエラーメッセージとそれらの解決策につ

いて説明します。

本項の内容

l 「smPopConf.xmlで TQLクエリが構成されていない」(186ページ)

l 「smPopConf.xmlで TQLクエリのマッピングファイル名が定義されていない」(189ページ)

smPopConf.xmlで TQLクエリが構成されていない

エラーメッセージ

TQLクエリをジョブに追加していない場合、ジョブを作成または更新するときにこのクエリをリストから選択

できません。

このTQLクエリをすでにジョブに追加していても、smPopConf.xmlでこのクエリの構成を追加していない

場合、このポピュレーションジョブを実行したときに「失敗」ステータスになります。さらに、Universal CMDB
Studioで次のようなエラーメッセージが表示されます (「失敗したポピュレーションジョブのエラーメッセージを

確認する方法」(185ページ)を参照してください)。

running population. Destination ID: sm, Failed during query: SM Business
Application Population 2.0, all queries: [SM Business Application Population
2.0, SM Business Service Population 2.0], finished queries: [].
ERROR： com.mercury.topaz.cmdb.shared.base.CmdbException: [ErrorCode [802]
General Integration Error{sm}]
appilog.framework.shared.manage.impl.MamResponseException: [ErrorCode [802]
General Integration Error{sm}]
CMDB Operation Internal Error: class
com.mercury.topaz.cmdb.shared.fcmdb.dataAccess.exception.AdapterAccessGeneralExc
eption : Unsupported Query [SM Business Application Population 2.0], only
population TQL is supported : operation Data Access Adapter Query: Retrieve
Changed Data

at
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com.mercury.topaz.cmdb.shared.manage.operation.impl.AbstractCommonOperation.exec
ute(AbstractCommonOperation.java:160)

at
com.hp.ucmdb.dataAccess.manager.DataAccessAdapterManagerProbeImpl.executeOperati
on(DataAccessAdapterManagerProbeImpl.java:50)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.adapters.DataAccessAdaptersFacade.i
nvokeOperation(DataAccessAdaptersFacade.java:406)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.services.dynamic.core.AdapterService.runChangesOnPo
pulateChangesAdapter(AdapterService.java:1262)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.services.dynamic.core.AdapterService.runQueriesOnPo
pulateChangesAdapter(AdapterService.java:1102)

at com.hp.ucmdb.discovery.probe.services.dynamic.core.AdapterService.runQueries
(AdapterService.java:354)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.services.dynamic.core.AdapterService.runDiscovery
(AdapterService.java:198)

at com.hp.ucmdb.discovery.probe.services.dynamic.core.AdapterService.discover
(AdapterService.java:149)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.taskexecuter.JobExecuter.launchTask
(JobExecuter.java:1188)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.taskexecuter.JobExecuter$JobExecute
rWorker.launch(JobExecuter.java:945)

fcmdb.push.all.logファイルで、次のような詳細を参照できます。

2014-11-20 10:40:50,949 [JobExecuterWorker-0:DS_sm_SM BS pop] ERROR - sm >> Fail to
Create or Return PopulationConnectorOutput
com.hp.ucmdb.federationspi.exception.DataAccessGeneralException: Unsupported
Query [SM Business Application Population 2.0], only population TQL is supported

at com.hp.ucmdb.adapter.smpush.ServiceManagerGenericAdapter.populate
(ServiceManagerGenericAdapter.java:337)

at com.hp.ucmdb.adapters.GenericAdapter.getChanges(GenericAdapter.java:881)
at

com.hp.ucmdb.dataAccess.operations.DataAccessAdapterQueryRetrieveChanges.getChan
gesResult(DataAccessAdapterQueryRetrieveChanges.java:50)

at
com.hp.ucmdb.dataAccess.operations.DataAccessAdapterQueryRetrieveChanges.doDataA
ccessQueryExecute(DataAccessAdapterQueryRetrieveChanges.java:38)

at
com.hp.ucmdb.dataAccess.operations.AbstractDataAccessLifeCycleAdapterQuery.doLif
eCycleExecute(AbstractDataAccessLifeCycleAdapterQuery.java:34)

at
com.hp.ucmdb.dataAccess.operations.AbstractDataAccessLifeCycleAdapterOperation.d
oDataAccessExecute(AbstractDataAccessLifeCycleAdapterOperation.java:57)

at
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com.hp.ucmdb.dataAccess.operations.AbstractDataAccessAdapterOperation.dataAccess
Execute(AbstractDataAccessAdapterOperation.java:59)

at
com.hp.ucmdb.dataAccess.operations.AbstractDataAccessAdapterOperation.doExecute
(AbstractDataAccessAdapterOperation.java:37)

at
com.mercury.topaz.cmdb.shared.manage.operation.impl.AbstractFrameworkOperation.c
ommonExecute(AbstractFrameworkOperation.java:17)

at
com.mercury.topaz.cmdb.shared.manage.operation.impl.AbstractCommonOperation$Oper
ationExecuteFlowTrackingCommand.execute(AbstractCommonOperation.java:87)

at
com.mercury.topaz.cmdb.shared.manage.operation.impl.AbstractCommonOperation$Oper
ationExecuteFlowTrackingCommand.execute(AbstractCommonOperation.java:60)

at com.mercury.topaz.cmdb.shared.manage.flowmanagement.api.FlowManager.execute
(FlowManager.java:227)

at
com.mercury.topaz.cmdb.shared.manage.operation.flow.OperationInFlowDefaultExecut
or.execute(OperationInFlowDefaultExecutor.java:23)

at
com.mercury.topaz.cmdb.shared.manage.operation.impl.AbstractCommonOperation.exec
ute(AbstractCommonOperation.java:158)

at
com.hp.ucmdb.dataAccess.manager.DataAccessAdapterManagerProbeImpl.executeOperati
on(DataAccessAdapterManagerProbeImpl.java:50)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.adapters.DataAccessAdaptersFacade.i
nvokeOperation(DataAccessAdaptersFacade.java:406)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.services.dynamic.core.AdapterService.runChangesOnPo
pulateChangesAdapter(AdapterService.java:1262)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.services.dynamic.core.AdapterService.runQueriesOnPo
pulateChangesAdapter(AdapterService.java:1102)

at com.hp.ucmdb.discovery.probe.services.dynamic.core.AdapterService.runQueries
(AdapterService.java:354)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.services.dynamic.core.AdapterService.runDiscovery
(AdapterService.java:198)

at com.hp.ucmdb.discovery.probe.services.dynamic.core.AdapterService.discover
(AdapterService.java:149)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.taskexecuter.JobExecuter.launchTask
(JobExecuter.java:1188)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.taskexecuter.JobExecuter$JobExecute
rWorker.launch(JobExecuter.java:945)

at
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com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.taskexecuter.JobExecuter$JobExecute
rWorker.executeTask(JobExecuter.java:867)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.taskexecuter.JobExecuter$JobExecute
rWorker.run(JobExecuter.java:728)

解決策

“Unsupported Query by this adapter”というテキスト文字列を検索し、まだ構成されていないTQLクエリ

名を見つけて、smPopConf.xmlファイルでそのクエリを構成します。

smPopConf.xmlで TQLクエリのマッピングファイル名が定義されてい
ない

エラーメッセージ

ポピュレーションジョブを実行しているときに「失敗」ステータスになります。さらに、Universal CMDB Studio
で次のようなエラーメッセージが表示されます。

running population. Destination ID: sm, Failed during query: SM Business Service
Population 2.0, all queries: [SM Business Application Population 2.0, SM
Business Service Population 2.0], finished queries: [SM Business Application
Population 2.0].
ERROR： com.mercury.topaz.cmdb.shared.base.CmdbException: [ErrorCode [802]
General Integration Error{sm}]
appilog.framework.shared.manage.impl.MamResponseException: [ErrorCode [802]
General Integration Error{sm}]
CMDB Operation Internal Error: class
com.mercury.topaz.cmdb.shared.fcmdb.dataAccess.exception.AdapterAccessGeneralExc
eption : Query Definition [SM Business Service Population 2.0] has no matching
mapping. Make sure the mapping exist exists under folder 'mapping' and contains
the exact query name and root name. Available mappings:
[QueryRoot{queryName='SM Business Application Population 2.0',
rootName='bizservice'}] : operation Data Access Adapter Query: Retrieve Changed
Data

at
com.mercury.topaz.cmdb.shared.manage.operation.impl.AbstractCommonOperation.exec
ute(AbstractCommonOperation.java:160)

at
com.hp.ucmdb.dataAccess.manager.DataAccessAdapterManagerProbeImpl.executeOperati
on(DataAccessAdapterManagerProbeImpl.java:50)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.adapters.DataAccessAdaptersFacade.i
nvokeOperation(DataAccessAdaptersFacade.java:406)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.services.dynamic.core.AdapterService.runChangesOnPo
pulateChangesAdapter(AdapterService.java:1262)

at
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com.hp.ucmdb.discovery.probe.services.dynamic.core.AdapterService.runQueriesOnPo
pulateChangesAdapter(AdapterService.java:1102)

at com.hp.ucmdb.discovery.probe.services.dynamic.core.AdapterService.runQueries
(AdapterService.java:354)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.services.dynamic.core.AdapterService.runDiscovery
(AdapterService.java:198)

at com.hp.ucmdb.discovery.probe.services.dynamic.core.AdapterService.discover
(AdapterService.java:149)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.taskexecuter.JobExecuter.launchTask
(JobExecuter.java:1188)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.taskexecuter.JobExecuter$JobExecute
rWorker.launch(JobExecuter.java:945)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.taskexecuter.JobExecuter$JobExecute
rWorker.executeTask(JobExecuter.java:867)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.taskexecuter.JobExecuter$JobExecute
rWorker.run(JobExecuter.java:728)

解決策

“has nomatchingmapping”というテキストを検索し、見つからないマッピングファイル名を確認して、アダプ

タパッケージにマッピングファイルを追加します。

連携の問題のトラブルシューティング
連携エラーが発生した場合は、連携ログファイルでエラーメッセージを確認し、原因を特定して問題を解

決できます。

詳細については、以下を参照してください。

「失敗した連携要求のエラーメッセージを確認する方法」(190ページ)

「連携の一般的なエラーメッセージと解決策」(191ページ)

失敗した連携要求のエラーメッセージを確認する方法
連携クエリが失敗すると、UCMDB Studioに次のようなポップアップウィンドウが表示されます。
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注 : プッシュ、ポピュレーション、および連携の問題のトラブルシューティングを行うには、

fcmdb.propertiesファイルおよび fcmdb.push.propertiesファイルで開発アダプタのログレベルを

DEBUGまたは TRACEに設定する必要があります。これらのファイルは、Data Flow Probeまたは統

合サービスのインストールフォルダの \conf\logフォルダにあります。さらに、fcmdb.push.all.logファイ

ルでプッシュ、ポピュレーション、および連携のログ情報を表示できます。このファイルは、Data Flow
Probeまたは統合サービスのインストールフォルダの \runtime\logフォルダにあります。Data Flow
Probeまたは統合サービスは、UCMDBサーバと同じホストにインストールすることも別のホストにイン

ストールすることもできます。

開発アダプタのログレベルを設定し、失敗した連携クエリの詳細なエラーメッセージを表示するには、「プッ

シュのログファイルを確認する方法」(179ページ)で説明されている手順に従います。

連携の一般的なエラーメッセージと解決策
次の項では、連携中に発生する可能性がある一般的なエラーとそれらの解決策について説明します。

「smFedConf.xmlでの連携 CI タイプの構成が正しくない」(191ページ)

「連携 TQLクエリのマッピングファイルがwell formed (整形式 )ではない」(193ページ)

smFedConf.xmlでの連携 CIタイプの構成が正しくない

エラーメッセージ

smFedConf.xmlで CI タイプを正しく構成していない場合、UCMDB はこのタイプのCIを連携できませ

ん。関連する連携クエリを実行すると、UCMDB Studioにエラーウィンドウがポップアップ表示され、さらに、

次のようなエラーメッセージが連携ログファイルに記録されます。

2014-11-20 13:22:52,055 [AdHoc:AD_HOC_TASK_PATTERN_ID-51-1416460969254] ERROR - sm
>> Failed to retrieve or parsing Root/parent CI message from SM side, exit from
federation!
java.lang.NullPointerException

at
com.mercury.topaz.fcmdb.adapters.serviceDeskAdapter.federation.SmGenericFederato
r.processRootCiQueryByPage(SmGenericFederator.java:461)

at
com.mercury.topaz.fcmdb.adapters.serviceDeskAdapter.federation.SmGenericFederato
r.generateRootRtnResult(SmGenericFederator.java:162)

at
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com.mercury.topaz.fcmdb.adapters.serviceDeskAdapter.federation.SmGenericFederato
r.generateFederationRtnResult(SmGenericFederator.java:131)

at
com.mercury.topaz.fcmdb.adapters.serviceDeskAdapter.federation.SmGenericFederato
r.generateFederationOutput(SmGenericFederator.java:120)

at
com.mercury.topaz.fcmdb.adapters.serviceDeskAdapter.federation.SmGenericFederato
r.getNextResultChunk(SmGenericFederator.java:578)

at com.hp.ucmdb.adapter.smpush.ServiceManagerGenericAdapter.populate
(ServiceManagerGenericAdapter.java:363)

at com.hp.ucmdb.adapters.GenericAdapter.getDataResult(GenericAdapter.java:740)
at

com.hp.ucmdb.discovery.probe.processor.FederationTopologyGetDataResultProbeReque
stProcessor.processRequest
(FederationTopologyGetDataResultProbeRequestProcessor.java:40)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.processor.FederationTopologyGetDataResultProbeReque
stProcessor.processRequest
(FederationTopologyGetDataResultProbeRequestProcessor.java:26)

at com.hp.ucmdb.discovery.probe.processor.AbstractProbeProcessor.process
(AbstractProbeProcessor.java:56)

at com.hp.ucmdb.discovery.probe.processor.AbstractProbeProcessor.process
(AbstractProbeProcessor.java:19)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.adhoctasks.AdHocProbeRequestOperati
on.performAction(AdHocProbeRequestOperation.java:63)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.taskdispatcher.AdHocTaskDispatcher.
dispatchTask(AdHocTaskDispatcher.java:70)

at sun.reflect.GeneratedMethodAccessor75.invoke(Unknown Source)
at sun.reflect.DelegatingMethodAccessorImpl.invoke

(DelegatingMethodAccessorImpl.java:43)
at java.lang.reflect.Method.invoke(Method.java:601)
at com.sun.jmx.mbeanserver.StandardMBeanIntrospector.invokeM2

(StandardMBeanIntrospector.java:111)
at com.sun.jmx.mbeanserver.StandardMBeanIntrospector.invokeM2

(StandardMBeanIntrospector.java:45)
at com.sun.jmx.mbeanserver.MBeanIntrospector.invokeM

(MBeanIntrospector.java:235)
at com.sun.jmx.mbeanserver.PerInterface.invoke(PerInterface.java:138)
at com.sun.jmx.mbeanserver.MBeanSupport.invoke(MBeanSupport.java:252)
at javax.management.StandardMBean.invoke(StandardMBean.java:405)
at com.sun.jmx.interceptor.DefaultMBeanServerInterceptor.invoke

(DefaultMBeanServerInterceptor.java:819)
at com.sun.jmx.mbeanserver.JmxMBeanServer.invoke(JmxMBeanServer.java:792)
at javax.management.MBeanServerInvocationHandler.invoke

(MBeanServerInvocationHandler.java:305)
at org.springframework.jmx.access.MBeanClientInterceptor.doInvoke

(MBeanClientInterceptor.java:405)
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at org.springframework.jmx.access.MBeanClientInterceptor.invoke
(MBeanClientInterceptor.java:353)

at org.springframework.aop.framework.ReflectiveMethodInvocation.proceed
(ReflectiveMethodInvocation.java:172)

at org.springframework.aop.framework.JdkDynamicAopProxy.invoke
(JdkDynamicAopProxy.java:202)

at com.sun.proxy.$Proxy51.dispatchTask(Unknown Source)
at

com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probegw.managementtasks.adhoctasks.AdhocThre
ad.run(AdhocThread.java:54)

at org.eclipse.jetty.util.thread.QueuedThreadPool.runJob
(QueuedThreadPool.java:599)

at org.eclipse.jetty.util.thread.QueuedThreadPool$3.run
(QueuedThreadPool.java:534)

at java.lang.Thread.run(Thread.java:722)

解決策

smFedConf.xmlファイル (ServiceManagerEnhancedAdapter9-xアダプタの構成ファイルフォルダにありま

す)を開き、CI タイプの構成が正しいことを確認します。

連携 TQLクエリのマッピングファイルがwell formed (整形式 )では
ない

エラーメッセージ

連携 TQLクエリのマッピングファイルがwell formed (整形式 )ではない場合があります。たとえば、次の例

の連携マッピングファイル内の target_mapping_name “priority”は、誤ったGroovy関数名

(SMFederationFunctions.getEnumValue1)を指定しています。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<integration xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
xsi:noNamespaceSchemaLocation="../mappings_schema.xsd">

<info>
<source name="SM" version="9.40" vendor="HP"/>
<target name="UCMDB" version="10.20" vendor="HP"/>

</info>
<import>

<scriptFile path="mappings.scripts.SMFederationFunctions"/>
</import>
<target_entities>

<source_instance query-name="SM Incident 2.0" root-element-
name="ucmdbIncident">

<target_entity name="incident">
<target_mapping name="reference_number" datatype="STRING"

value="ucmdbIncident['IncidentID']"/>
<target_mapping name="name" datatype="STRING"

value="ucmdbIncident['BriefDescription']"/>
<target_mapping name="priority" datatype="STRING"
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value="SMFederationFunctions.getEnumValue1(ucmdbIncident
['PriorityCode'],'Priority')"/>

<target_mapping name="incident_status" datatype="STRING"
value="SMFederationFunctions.firstLetterToLowerAndReplaceSpaceWithUnderscore

(ucmdbIncident['IMTicketStatus'])"/>
<target_mapping name="category" datatype="STRING"

value="SMFederationFunctions.replaceSpaceWithUnderscore(ucmdbIncident
['Category'])"/>

<target_mapping name="closed_time" datatype="DATE"
value="SMFederationFunctions.convertDate(ucmdbIncident['ClosedTime'])"/>

<target_mapping name="create_time" datatype="DATE"
value="SMFederationFunctions.convertDate(ucmdbIncident['OpenTime'])"/>

<target_mapping name="last_modified_time" datatype="DATE"
value="SMFederationFunctions.convertDate(ucmdbIncident['UpdatedTime'])"/>

<target_mapping name="impact_scope" datatype="STRING"
value="SMFederationFunctions.getEnumValue(ucmdbIncident

['ImpactScope'],'ImpactScope')"/>
<target_mapping name="urgency" datatype="STRING"

value="SMFederationFunctions.getEnumValue(ucmdbIncident
['Urgency'],'Urgency')"/>

</target_entity>
</source_instance>

</target_entities>
</integration>

インシデントを連携しようとしたときに、ServiceManagerからレコードが取得されません。

fcmdb.push.all.logファイルを確認すると、次のような連携クエリに関する詳細なエラーメッセージが見つか

ります。

2014-11-20 14:09:58,670 [AdHoc:AD_HOC_TASK_PATTERN_ID-66-1416463796366] ERROR - >>
Failed executing value [SMFederationFunctions.getEnumValue1(ucmdbIncident
['PriorityCode'],'Priority')] of mapping <target_mapping name="priority">
<target_ci_type name="incident"> , Root cmdbId [null]
groovy.lang.MissingMethodException: No signature of method: static
mappings.scripts.SMFederationFunctions.getEnumValue1() is applicable for
argument types: (java.lang.String, java.lang.String) values: [1, Priority]
Possible solutions: getEnumValue(java.lang.String, java.lang.String)

at groovy.lang.MetaClassImpl.invokeStaticMissingMethod(MetaClassImpl.java:1359)
at groovy.lang.MetaClassImpl.invokeStaticMethod(MetaClassImpl.java:1345)
at org.codehaus.groovy.runtime.callsite.StaticMetaClassSite.call

(StaticMetaClassSite.java:50)
at org.codehaus.groovy.runtime.callsite.CallSiteArray.defaultCall

(CallSiteArray.java:42)
at org.codehaus.groovy.runtime.callsite.AbstractCallSite.call

(AbstractCallSite.java:108)
at org.codehaus.groovy.runtime.callsite.AbstractCallSite.call

(AbstractCallSite.java:120)
at Mapping_4a8761e7adc009e8a7d268c2f1349ab4.run(Mapping_

4a8761e7adc009e8a7d268c2f1349ab4.groovy:1)
at
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com.hp.ucmdb.adapters.instance.mapping.AbstractResultTreeNodeMapper.calculatePro
perties(AbstractResultTreeNodeMapper.java:231)

at
com.hp.ucmdb.adapters.instance.mapping.AbstractResultTreeNodeMapper.processTarge
tEntity(AbstractResultTreeNodeMapper.java:301)

at com.hp.ucmdb.adapters.instance.mapping.RtnToRtnMapper.processTargetEntities
(RtnToRtnMapper.java:214)

at
com.hp.ucmdb.adapters.instance.mapping.RtnToRtnMapper.processSourceInstanceWrapp
er(RtnToRtnMapper.java:101)

at com.hp.ucmdb.adapters.instance.mapping.RtnToRtnMapper.buildResultTreeNode
(RtnToRtnMapper.java:76)

at
com.hp.ucmdb.adapters.GenericAdapter$PopulationFederationChunkProcessor.invoke
(GenericAdapter.java:1213)

at com.hp.ucmdb.adapters.GenericAdapter.getDataResult(GenericAdapter.java:743)
at

com.hp.ucmdb.discovery.probe.processor.FederationTopologyGetDataResultProbeReque
stProcessor.processRequest
(FederationTopologyGetDataResultProbeRequestProcessor.java:40)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.processor.FederationTopologyGetDataResultProbeReque
stProcessor.processRequest
(FederationTopologyGetDataResultProbeRequestProcessor.java:26)

at com.hp.ucmdb.discovery.probe.processor.AbstractProbeProcessor.process
(AbstractProbeProcessor.java:56)

at com.hp.ucmdb.discovery.probe.processor.AbstractProbeProcessor.process
(AbstractProbeProcessor.java:19)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.adhoctasks.AdHocProbeRequestOperati
on.performAction(AdHocProbeRequestOperation.java:63)

at
com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probemgr.taskdispatcher.AdHocTaskDispatcher.
dispatchTask(AdHocTaskDispatcher.java:70)

at sun.reflect.GeneratedMethodAccessor75.invoke(Unknown Source)
at sun.reflect.DelegatingMethodAccessorImpl.invoke

(DelegatingMethodAccessorImpl.java:43)
at java.lang.reflect.Method.invoke(Method.java:601)
at com.sun.jmx.mbeanserver.StandardMBeanIntrospector.invokeM2

(StandardMBeanIntrospector.java:111)
at com.sun.jmx.mbeanserver.StandardMBeanIntrospector.invokeM2

(StandardMBeanIntrospector.java:45)
at com.sun.jmx.mbeanserver.MBeanIntrospector.invokeM

(MBeanIntrospector.java:235)
at com.sun.jmx.mbeanserver.PerInterface.invoke(PerInterface.java:138)
at com.sun.jmx.mbeanserver.MBeanSupport.invoke(MBeanSupport.java:252)
at javax.management.StandardMBean.invoke(StandardMBean.java:405)
at com.sun.jmx.interceptor.DefaultMBeanServerInterceptor.invoke

(DefaultMBeanServerInterceptor.java:819)
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at com.sun.jmx.mbeanserver.JmxMBeanServer.invoke(JmxMBeanServer.java:792)
at javax.management.MBeanServerInvocationHandler.invoke

(MBeanServerInvocationHandler.java:305)
at org.springframework.jmx.access.MBeanClientInterceptor.doInvoke

(MBeanClientInterceptor.java:405)
at org.springframework.jmx.access.MBeanClientInterceptor.invoke

(MBeanClientInterceptor.java:353)
at org.springframework.aop.framework.ReflectiveMethodInvocation.proceed

(ReflectiveMethodInvocation.java:172)
at org.springframework.aop.framework.JdkDynamicAopProxy.invoke

(JdkDynamicAopProxy.java:202)
at com.sun.proxy.$Proxy51.dispatchTask(Unknown Source)
at

com.hp.ucmdb.discovery.probe.agents.probegw.managementtasks.adhoctasks.AdhocThre
ad.run(AdhocThread.java:54)

at org.eclipse.jetty.util.thread.QueuedThreadPool.runJob
(QueuedThreadPool.java:599)

at org.eclipse.jetty.util.thread.QueuedThreadPool$3.run
(QueuedThreadPool.java:534)

at java.lang.Thread.run(Thread.java:722)

解決策

fcmdb.push.all.logファイルで "Exception" という単語を探し、誤ったメソッド名を見つけて、対応する連

携マッピングファイルでそれを修正します。
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ドキュメントのフィードバックを送信
本ドキュメントについてのご意見、ご感想については、電子メールでドキュメント制作チームまでご連絡く

ださい。このシステムで電子メールクライアントが設定されていれば、このリンクをクリックすることで、以下の

情報が件名に記入された電子メールウィンドウが開きます。

Feedback on Universal CMDB 統合ガイド (Service Manager 拡張汎用アダプタ使用 ) (Service
Manager Service Manager 9.40、Universal CMDB 10.20以降 )

本文にご意見、ご感想を記入の上、 [送信 ]をクリックしてください。

電子メールクライアントが利用できない場合は、上記の情報をコピーしてWebメールクライアントの新規

メッセージに貼り付け、ovdoc-itsm@hp.com宛にお送りください。

お客様からのご意見、ご感想をお待ちしています。
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